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【序章】Prologue
















■七月三十一日快晴



『八方館・夕方』








　後々考えてみると、私にとってもその日は危険日だったのかもしれない。




「初めまして、桜さくら田だ門もん次じ郎ろうです。宜よろしくお願いします」

　夕方に別荘を訪れた彼は、私たちに丁寧な挨あい拶さつをしてくれた。

　背筋がピンと伸びていて、この暑い中でもとても礼儀正しい姿勢を崩さない。メガネの下にある瞳ひとみは鋭いものの、どこか柔らかさと少年の幼さを残している。背も高く、Ｔシャツの上からでも解わかるほどしっかりとした筋肉がその体には付いているのが解った。

「は、はひっ、よ、宜しくお願いしまふっ！」

　私と一緒に挨拶を受けた妹、八や幡はた夕ゆう顔がおはすっかり緊張してしまって声が上ずっている。普段から男性に対しては全く慣れていない彼女。だから心配していたのだけど、彼は当たりだったようだ。物腰の丁寧さや言葉尻じりから感じられる穏やかさなどから考えて、夕顔を必要以上に怖がらせたりすることはないだろう。

　それらの情報をきちんと把握してから、私は笑みを浮かべて彼に向き直る。

「宜しくお願いします！　私は姉の、八幡朝あさ顔がお。こっちが妹の夕顔ね。朝に咲く元気な方が姉で、夕暮れで慎つつましく咲くのが妹って覚えてくれると解り易やすいわよっ」

　元気良く声を張り上げ、挨拶と自己紹介を兼ねた。

　それを聞いて、自分は自己紹介をしてなかったことに夕顔は気付いたらしい。

「はわっ、ゆ、夕顔です、よ、宜しくお願いしますっ」

　本日二度目の宜しくお願いしますをして、もう一度頭を下げている。

「はは、うん。朝顔さん、夕顔さん、宜しくお願いします」

　そしてその二度目の礼に合わせるかのように、彼もまた丁寧にお辞儀をしてくれた。

　なるほど、滑こつ稽けいだと解っていてちゃんとそれに乗っかることを恥と思わない。

　この男性はつまり『いい人』だ。私はそう認定する。

「門もん次じ郎ろう。早速八幡姉妹を籠ろう絡らくするとは」

　そう言って彼の背後から進み出たのは、薄い金色の髪で目を隠している少女。

　識しきさま、だった。私はこの瞬間、僅わずかに緊張する。

「お久しぶりですね、識さまっ」

「ん……」

　その髪の合間から覗のぞく青い瞳で、じーっと見られてしまう。何もかもを見透かすかのような視線。私は、早速『バレてしまう』のではないかと、更に緊張した。

　それは隣にいる夕顔も同じだったようで、小さく肩が震えている。

「久方ぶりです、朝顔、夕顔。美少女に育ち、門次郎を誘惑するレベル。大変素晴らしい、そう自分は思考しました」

「し、識しきさまも、とてもお綺き麗れいに、なりましたっ」

　どうやらバレていないようで、表には出さないように安心した。

　四年ぶりの再会ともなれば、様々な変化があるのは当たり前だ。

　何か違和感を覚えられたとしても、その変化の内だと思ってくれたのだろう。

「自分的には門もん次じ郎ろうを誘惑するべく、少々色香を追求しています」

　識さまは自分の胸に手をぺたぺたと当てている。

　私たちと同じくらいか、ちょっと大きいかくらい。決して悪くないと思うのだけど。

「ふふっ。お二人がこの別荘で私たちの面倒を見て下さる八や幡はたさんたちですね。初めまして、椎しい名な町まち香かぐ夜やと申します」

　その後にやって来た、とてつもなく綺麗で愛らしい人のスタイルに比べれば、確かに私たちが太刀打ち出来るようなものはないように思えた。ビックリするくらいの大きな胸。そして、それがいやらしく見えないくらいに清せい楚そでたおやかな雰囲気。

　この人が椎名町香夜。重要な鍵かぎとなる人は、やっぱり持っているものもケタが違う。

「こんにちは！　宜よろしくお願いしますねっ。あ、わたしは藤ふじ里さと唯ゆい香か、ね」

「うん、中々趣があっていい場所だ。これから宜しく。私は彼女の付き人で久く宝ほう那な岐ぎ」

　続いて現れた二人の女性も、それぞれタイプの違う綺麗な人たちだった。

　色香を追求したくなる気持ちも解わかるくらい、その場に揃そろった人たちはハイレベルだ。

　とはいえここで気け圧おされるわけにはいかない。妹の夕ゆう顔がおなんてとっくに負けたかのように、すっかりおどおどしてしまっているのだから。姉の私が元気良く対抗しなければ、全部持っていかれてしまうだろう。

「はいはーい、宜しくお願いしまっす！　では、皆さんの荷物は私たちがそれぞれの部屋に運びますので、皆さんはリビングで寛くつろいで下さいなーっ。おもてなしの準備はバッチリだよね夕顔？」

「は、はい、お姉ちゃん。リビングは、エントランスホールから廊下に出て、右手に進んだ所にありますので……す、既にクーラーを効かせて、えと、麦茶とスイカも冷やしてありますので、荷物を運び次第、ご用意しますねっ」

　私たちが八や殿との家の識さまから仰せつかっている仕事は、この別荘でのメイドさん。

　つまり、いらっしゃった皆さんが快適に過ごせるように尽くすこと。

　だから、荷物を運んだり給仕をしたりするのは当然だった、はずなのに。

「みんなの分の荷物なんて大変だろうから、俺も手伝うよ」

　当たり前のように告げる彼は、夕顔が持とうとしていた荷物を先にひょいっと持ち上げてしまった。

「え、あ、あの、その」

「大丈夫、こういう時の為ための男手だと思っているからな」

　困ったように手を引っ込めた夕ゆう顔がおに向けて微笑ほほえむモンジローさん。

　夕顔はその瞬間、顔をとても真っ赤にして口元に手を当てていた。うん、解わかり易やすい。あれは、すっかり落ちてしまった顔だ。目はうるうるしているし、顔は耳まで真っ赤だし。きっと心臓はもう、どくんどくんいっているに違いない。

　とはいえ私たちの役目はメイド。お客様の手を煩わせていいものか。

「識しきさま、宜よろしいんです？」

　念のため識さまに確認してみると。

　──冷たい印象しか受けなかった彼女の視線が、ビックリするくらい優しくなった。

「門もん次じ郎ろうは天然ナンパ野郎なので、問題なく行動させて良いかと」

「天然ナンパ野郎さんなんだあ……」

「人聞きの悪い噂うわさを初対面の子に流さないでくれ、識」

　ムッ、としながらももうひとつの荷物を肩に担ぎ始めている彼。

　それは、私が持ち運ぼうとしたものだった。

「失礼。ヘタレ天然ナンパ野郎でしたか」

「ぐむっ」

　あ、ダメージを受けてらっしゃる。ヘタレ、ということは、女性に対しては割と奥手ということらしい。その様子を他ほかの女性たちもニコニコと見守っていることからして、この二人のやりとりはお馴な染じみのものなのかもしれない。

「あ、あの、門次郎さん、あ、ありがとうございます……」

　口に手を当てたまま消え入りそうな声でお礼を呟つぶやく夕顔。その目は、じーっと彼の顔を見つめ続けていた。

「ん？　いや、問題ないって。あと、識の言うことは話半分で頼むな？」

「は、はい……」

　天然、というのにも納得した。多分彼は、あまり人と接することに慣れていないのだ。

　だからこそ、男女変わらず、別わけ隔へだてなく、ああして誠心誠意当たろうとするのだろう。

　その気持ちはとても良く解る。他者との距離感というのは人格形成の上で最も大事な要素なのだから。識さまから事前に知らされている彼のプロフィールのことも鑑かんがみれば、あの態度や対応も色々納得出来るものだった。

「仕方ありません。自分たちも荷物を部屋に運搬してから休息するとします」

「あれ、そうなんですね？　了解しましたっ。では皆さんをお部屋に案内しまーす！」

　そして彼の行動が、他の女性たちの流れを作ってしまう。

　彼は付き添いで来たようでいて、さり気なく輪の中心に立つ。

　それが桜さくら田だ門もん次じ郎ろうという青年らしい。

　──それが、私たちのターゲット、ということなのだけど。

「はぅ……」

　夕ゆう顔がおはすっかり参ってしまっているみたいだった。

　本当に大丈夫かなあ？　と内心こっそり不安になってしまう。

　でも、私が付いているんだから、大丈夫。夕顔のしたいことは、必ずさせてあげるからね。そう、改めて決意する。




「と、いうわけで！　それでは皆さん。八や殿との家の別荘──通称『八はち方ほう館かん』にようこそ！」




　私は高らかに宣言しながら。

　モンジローさんたちを巻き込むことになるこれからのことを、頭の中で何度もおさらいするのだった。
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【第一話】First Story　館ホテルと殺人事件マーダーケース










■危険日（きけんび）：検索結果




　・安全日に一致する情報は見つかりませんでした。

　・検索結果は０件でした。

　・該当する解説が見つかりませんでした。

　・キーワードに該当する結果が見つかりませんでした。




　・危険が訪れる日のこと。










『いいですか、兄さん。女性ばかりの旅行なのだからきちんと男性がリードすること。よろしいですね？』

「あ、ああ、解わかっている、つもりだ」

　妹との電話というのはいつだって少し気恥ずかしいもので、こうして旅行中の宿泊先ともなれば、妙にそわそわした気分になるものだった。口元を手で隠すようにしながら、やや前まえ屈かがみでぼそぼそと返事をする俺に反して、妹の方は我が家の自室で堂々と電話しているのだろう。気持ちの上での落ち着きもまた、まるで違うのだ。

『今は何の時間なんですか？』

「食後だよ。美お味いしい料理が出た後、みんなでデザートを待っている所だ」

　そんな時間に妹からの電話があったものだから、みんなは生暖かい目で見送ってくれた。家族を大事にしなさい、過保護な妹さんですね、みたいな。おかげでこうして、俺は食堂を出た辺りの廊下でこそこそしなければいけない、そんな気分になっているのである。

『海は楽しく過ごせましたか？　メンタルの方も問題なく？』

　彼女がそこを心配するのは当たり前なので、神妙に頷うなずく。俺の『心』は、この妹が作ってくれたようなものだ。特殊な家系に生まれたせいで、精神が全く発達していなかった俺を、ごく普通の男子高校生くらいにまでしてくれたのは妹だった。当たり前の常識、当たり前の日常、当たり前の優しさをくれた彼女のおかげで、今この『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』という人格が形成されていると言っても過言ではない。

　そんな俺はつい先日に巻き込まれた事件で、一度その『心』を失いかけた。

　色々な人の助けがあって、こうして普段通りに保つことは出来ているものの。メンタルケア担当だった妹が心配するのは当然なのだ。

「ああ、そこは問題ない。メガネを外すと少し感情が消えるような感覚があるが……ある意味スイッチの切り替えがハッキリしただけで、普段はとても『心』を感じている」

『なるほど。海で女性たちの水着に囲まれたことで『心』を感じたのですね』

「全く否定出来ない。とても素晴らしい、と素直に思った」

『ならばよろしいです。引き続きお楽しみ下さい。それと、今度私を海に連れて行って下さい。それでこのちょっとした嫉しつ妬とは解消することにします』

　嫉妬してくれているのか。妹からこうしてそういう気持ちを向けられるというのも少し気持ち良いもので。このむずむずした感覚を覚えられるのも『心』がある恩恵だろう。

「ははっ、ありがとうな。必ず連れて行くよ」

『楽しみにしておきます。それと、お土産も楽しみにしておきます』

「じゃあ、この辺りで何が美お味いしいのか、識しきに聞いておくよ」

　ここが旅館やホテルであればお土産物屋くらいはあるのかもしれないが、今回の旅行は八や殿との家のプライベートビーチで遊ぶというものだった。流石さすがに、八殿家の別荘にはお土産物屋のようなものはない。だが、別荘の持ち主である八殿家の娘である八殿識なら、この周辺の美味しいものや、ナイスなお土産も知っているかもしれない。ご当地プリンとかあればベストなんだが、変な味だったりしないといいな。特に識に相談した場合、変なものを薦められる可能性は高いので注意が必要だ。

『最近その識さんという方の名前をよく聞きますが、もしかして兄さん』

「うん？」

『ラブなのですか』

「ぶふっ！」

　その言葉のチョイスと意味に、思わず噴き出してしまった。

「ラブってお前」

『いえ。兄さんが椎しい名な町まち先輩ラブ、というのは見ていれば、聞いていれば、接していれば、とにかく解わかり易やすいのですが。先輩へのそれはどう考えても『何の経験もない男子が素敵な先輩に憧あこがれているだけ』なので問題ないのです』

　問題が存在するのか、と少し気になりつつ。

『ですが、兄さんの口から出る『識さん』の名前は、大変親しみがあります。何か困ったら識を頼ろう、みたいな軽い意識を女性に抱いているということが驚きよう愕がくの事実です』

　そういえば、そうかもしれない。

『兄さんは普通の友人にも、そう頼らないタイプであるのに、識しきさんには気楽に頼っている様子が窺うかがえます。従って、兄さんの中にラブがあるのかもしれないと判断しました』

　──確かに、そもそも『友人』と呼べる対象が少ないというのもあるわけだが。

　女性の友人なら、今の俺には二人ほど浮かぶ顔がある。

　どちらも、この旅行に同行している。クラスメイトで、転入生である俺に何かと世話を焼いてくれた藤ふじ里さと唯ゆい香か、委員会の後輩で剣道部のエースでもある久く宝ほう那な岐ぎ。彼女らに対しては識のような、気さくな親近感を抱いていない。友達であり、大事な人たちであるとは認識しているものの……何か困ったらあっさり頼ろう、という気持ちはない。

　むしろ彼女らが困っていたら全力で手助けしたい。

　なるほど、だから識には『ラブ』なのか？　というわけか……。

「人の心というのはまだまだ解わからないものなんだな」

『ドキドキしたり顔が近かったらキスしたりしたい、とか思ったりしませんでしたか？』

「ふむ、識に対しては特にないなあ」

『椎しい名な町まち先輩にだけですか』

「………………そうなる」

『兄さんの精神が一いち途ずに育っているようで安心しましたが、やっぱり少々嫉しつ妬とが強くなってしまったので、高価なお土産も期待しています』

「ぐむ……頑張ってみよう」

　自分からそういう話題を振っておいて嫉妬が強くなる、というのも……『そういう感情もあるものなのです』と教えてくれているのかもしれない。だから、こういう場合の俺は甘んじて受けることにしているのだ。

「……お小遣いは少々アップするだろうか？」

『そうですね、お土産を見て検討いたします』

　どこか嬉うれしそうなその言葉を聞き、俺はやれやれと肩を竦すくめた。

『それでは旅行、楽しんで下さい』

「ああ、ありがとう。頑張るよ」

『楽しむことを頑張る必要はないんですよ。おやすみなさい』

「ああ、おやすみ」

　ピッ。まだ寝る時間ではないだろうけれど、その言葉を返すだけで心は温かくなる。

　妹に対しても、最初は何の感慨も湧わかなかった。だがいつしか、こうして感謝の念を持てるようになり、一人の人間としても大事に思えるようになったのだ。

　これというのも、あいつが俺に『心』が出来るよう頑張ってくれたから。

　本当に助かる、良く出来た妹だ。

「なるほど。シスコンを確認」

　そんな声がすぐ背後からかけられて、ビクッと体が反応した。俺の真後ろにはいつの間にか前髪で目を隠した、背の低い少女が立っている。

　八や殿との識しき。身長百五十三センチ。体重は不明。体つきは細身で華きや奢しや。やたら長い髪をレースのようなリボンで無造作にまとめていて、前髪で目を隠している。何気にその瞳ひとみは青と金色のオッドアイであり、髪さえ整えればかなり神秘的な美少女と化す外見だった。

　別荘を持っていることからも解わかるように、実は由緒正しい旧家の娘さんで、大層なお金持ちの令嬢らしい。だが、現在は俺が通う県立桜おう花か山やま高等学校のパソコンルーム管理室で暮らしている。俺も大概、謎なぞの多い人生だと自負出来るが、識もかなりの謎少女だった。

「シスコンというのが、妹を大事にする兄という意味なら甘んじて受けよう」

「昨今では妹に対して異常性愛を持つ男性の意味です」

「だとしたら違うな」

「真実ですか？」

　じー、と髪から覗のぞく青い目で見つめられてしまう。だが、ないものはない。

　妹に対して性的な興奮を持つなんて通常有り得ない。確かにあいつは俺の周りにいる女子たちに嫉しつ妬としてくれているが、兄に対して性的な意味での好意なんてものはないだろう。せいぜい『兄を少し独占したい』みたいな妹心のはずだ。

「俺が中々そっち方面になびかないのは識が一番知っているじゃないか」

「納得しました。今度は『媚び薬やく』を準備します」

「しないでいい、しないでいい。そういうもので人の心を操ろうとしちゃダメだ」

「操作するのは性欲のみですが」

「もっとダメだっ」

「……渋々了承します」

　渋々なんだな、と僅わずかに俯うつむけた顔にホッとしつつ。

「しかし、気配を消して背後に近寄るのやめてくれ、ビックリするから」

「門もん次じ郎ろうは殺害技術の達人でありながら、気配察知は苦手分野なのですか」

「その手の技術の達人度で言えば久く宝ほうの方が上だろうけどな。なんていうか、そういうのを察する為ためにずっとピリピリしていたら『心』なんて持てるもんも持てない、って妹に怒られたんだ。だから、メガネをしている時はなるべく気配察知に意識を向けない。そんな癖をつけているんだよ」

「癖をつける。つまり元々は備わっていた、と」

「ああ。母さんの訓練は本当に地獄だったからな……光が全くない部屋に閉じ込められて、どこから飛んでくるかも解らないボールを避よける訓練、みたいなものもやらされたし。街を歩いていて、いきなりどこからともなく飛んでくるカッターとかを避けなければいけない、みたいなものもさせられた」

「まるで漫画ですね」

「今の俺なら解わかる。母さんの特訓は漫画かアニメを参考にしていたに違いない」

「愉快な母上です」

　その声に、僅わずかな弾みがあるように感じた。小さな口には笑みが浮かんでいる。

「いつか、邂かい逅こうの機会を希望します」

「……そうだな、もし会えたら紹介するよ」

　いきなりいなくなってしまって、それっきり会えていない母さん。あの人は俺の変化を喜んでくれるだろうか。だとしたら、色々話したいことがある。識しきという、俺にしては珍しく気さくに話せる女の子が出来たことを。もしかしたら、さっきの妹みたいに『ラブ』と勘違いされるかもしれないけれど。そんな勘違いを生むくらい、俺は『心』が出来たことを。ちゃんと、生身の母さんに伝えたいな。

「伴はん侶りよとして」

「違う違う」

「では愛人で」

「そういうのも良くないからな。というか識はそういう辺り攻め過ぎだ。自重すること」

「……はい」

　うむ、少し不服そうだが返事を得られたなら良しとしよう。




「おっと、イチャイチャ？　もうすぐデザートの準備が出来るから、あまーいトークはあまーいデザートの後で是非にねっ！」

「あ、あの、おじゃまして、すみません……っ」




　そんな元気な声と控えめ過ぎる声が聞こえて、俺と識は同時にそちらを見た。

　識と同じかちょっと高いくらいの身長。栗くり色いろの淡い髪をした、見た目そっくりな双子が和風のメイドっぽい服装で立っている。年齢は中学生くらいだろうか？　少なくとも俺より上ということはなさそうだが。

　短めのツインテールを揺らして、元気な笑顔を見せてくれているのが姉の『八や幡はた朝あさ顔がお』、ポニーテールの髪を顔の前でもじもじ弄いじっているのが妹の『八幡夕ゆう顔がお』。

　顔も体つきも全く同じなのに、雰囲気が完全に正反対な二人こそ、この別荘に『お手伝いさん』としてやって来た識の従姉妹いとこらしい。つまり、八や殿との家と縁のある人なのでお嬢様レベルのはずなのだが、何な故ぜメイドさんなのかは解らない。

「それにしても、隅に置けないねモンジローさんってば。本命は識さまなのは当たり前として、他ほかにも美少女ばかり三人も侍はべらせて！」

「いや、待ってくれないか朝あさ顔がおさん」

「私は呼び捨てでＯＫだよ、モンジローさん！　私も早速、この親しみ深い愛称で呼ばせて貰っているもんねっ」

「……じゃあ、朝顔。まず、えーと……ツッコミ所がだな……」

「皆まで言わなくていいよ！　大丈夫、まかせて！」

　両手をババッ！　と向けられて、俺は口を閉ざす。

「モンジローさんはそれはもうとても素敵な男の子だから、識しきさまだけでなく他ほかの方たちも大事にしたいということよねっ」

　根本的な部分が何やらとても間違っている気がしなくもないが、他のみんなも大事にしたい、助けたい、と思っているのは確かなので言葉に詰まる。

「そしてこのバカンスで、皆さんとの心の絆きずなを深めるのよねっ」

「ま、まあ、そうなったら嬉うれしいのは確かだが……」

　藤ふじ里さとのことも。久く宝ほうのことも。そして勿もち論ろん、椎しい名な町まち先輩のことも。俺は本当に何も知らないに等しいのだ。この旅行で打ち解けて、少しでもその距離感が縮まったらいいなー、なんて考えている。

「そんな素敵なモンジローさんのことを、私の妹である夕ゆう顔がおも一目で気に入っちゃったりしたりして！」

「ひえええええっ!?　ちょ、お姉ちゃん、なんでそんなことっ!?」

「え、だって夕顔ったらモンジローさんが館やかたに入る時、ぽやーっと見ながらほっぺた真っ赤にしてたじゃない。それは恋よ！」

「ひゃわわわわわっ!?　そ、そうだったとしても、本人の前で言わないで～!!」

　夕顔さん……というより、この反応を見ていると『夕顔ちゃん』と呼びたくなる彼女は、もの凄すごく真っ赤な顔になり、バタバタと朝顔の前で手を振りまくっていた。

「あははははっ！　好きって気持ちはさっさと伝えちゃうに限るよ！」

　そして姉は悪びれもせずに、太陽のような笑顔だった。

　とはいえ、こういう時。言われた側の男はどんな返事をすればいいのか全く解わからない。

「ぐ、むぅ……」

　だけど、夕顔ちゃんを見ていると、それだけで胸が熱くなるような気がするのは、そんな話を聞かされたからだろうか。チラッと熱っぽい視線が俺を見る度に、どくん、と胸が高鳴る。なんだなんだこれは。まるで、妹との電話で出た『ラブ』みたいじゃないか。

「え、えっと、その、門もん次じ郎ろう、さん？」

　おずおずと見上げられるだけで、更に動どう悸きが激しくなってきた。待て待て、桜さくら田だ門もん次じ郎ろう。ちょっと『好かれているかも』というだけでドキドキするなんて、ちょろ過ぎないか？

　我ながら照れて顔が火照ってくるという自分の体に戸惑いながら『ああ』とか『うむ』とかしか言えなくなってしまっていた。

「ほ、ほらほら、門もん次じ郎ろうさん、困っちゃってるじゃないー！」

「あはっ、いい？　夕ゆう顔がお。困ってるけど、あれは別に『嫌だから』とかじゃない顔よ。むしろ真剣に『こういう時、どんな返事をすればいいのかさっぱり全く解わからない』って時の顔なの。だから、もしかしたらワンチャンあるかも!?」

「だからワンチャンとか言わないで～！」

　バタバタバタ!!　さらにブンブンと振られる手を見ていると、なんだかコミカルで可愛かわいい動きだった。あんな小動物的な愛らしさを持つ子にいきなり気に入って貰もらえるなんて、光栄なことだ。実際に何が出来るかは解らないが、せめてきちんと誠実に対応しよう。

「あ、あー……その、夕顔ちゃん」

「は、はひっ！」

　びくんっ！　と一度跳ねてから手がピタッと止まり。ぎぎぎ、とゆっくり振り向いた彼女は可哀かわい想そうなくらい真っ赤で涙目だった。朝あさ顔がおはその後ろで『にししー』と笑っている。

「俺もそういう目で見て貰うって経験は初めてだからどんな対応すればいいか解らないけど、とても嬉うれしいと感じている自分もいるから、とりあえず仲良くしてくれたら助かる」

「あ、い、いえ、こ、こちらこそっ、あの、よろ、よろしくお願いしまふっ！」

　します、とちゃんと言えていない辺りがなんだか可愛いなと思う。

　小動物的で、無む垢くで汚れを知らない雰囲気。俺がこんなに戸惑ってしまうのは、周りに余裕のある女子が多いからなのかもしれない。少し落ち着く為ため、深呼吸をするとしよう。

「門次郎」

「どうした識しき？」

「自分も赤面し発情すれば、いわゆる『大人のよろしい関係』に発展しますか」

「は、はつじょうー!?」

　ぷしゅう、と音でも立ちそうなくらいに耳まで赤くなって、夕顔ちゃんはそのままへなへなとへたり込んでしまった。

「あらら。夕顔ったら」

　ぺた、と妹のおでこに手を当てながら、手を貸して立たせようとする朝顔。

「識、お前の従姉妹いとこさんの、少なくとも妹さんの方はそういう免疫が一切ないっぽいから、出来るだけ……」

「免疫付ける為にも増し増しでお願いします、識さまっ！」

「了承。ハードモードにします」

　朝顔と識が互いに親指を立てて頷うなずき合う。

　俺はすっかり目をぐるぐる回してしまっている夕顔ちゃんが憐あわれでならなかった。

「ところでモンジローさんっ。この八や殿との家の別荘、通称『八はち方ほう館かん』はどう？　過ごし易やすかったりする？　ミステリーっぽくて楽しい？」

　確かに、この別荘……というか屋敷は、正にミステリーにありがちな『なんとか館』シリーズみたいな造りをしている。また後で、エントランスに貼はってあった見取り図でも見直すとしよう。

「そうだな、なんの事件も起きなければ最高に楽しいと思う」

「えー。せっかく今晩は台風らしいのにっ！　辺りを森に囲まれているこの館やかたは、かんっぜんに陸の孤島になるから殺人事件し放題よ？」

「そういうのは物騒過ぎるから遠慮したいんだ」

「あれ、でも、皆さんって……そういう感じの人たちだよね？」

　識しきの従姉妹いとこということから、既に全すべての事情はこの双子姉妹も聞いているらしい。

　むしろ、八や殿とのの家系は昔から、その血に連なる者……つまり、従姉妹であろうが遠い親しん戚せきであろうが『ロード』や『ナイツ』に関かかわり深い位置にいるらしい。

　朝あさ顔がおが言うところの『そういう感じの人』とはつまり、俺たち……この普通の社会の裏側で命をかけて戦ったりしているロードとナイツのことを示すのだろう。

「そういう感じの人たちだから、なるべくそういう感じにならないように遠出したんだ」

「おっと、そういえばそうだったわね、大丈夫、任せて！　私がいるから、この館ではミステリー的な殺人事件くらいしか起こさないよっ」

「お姉ちゃん、だからそういうのが起きないようにしないと、なんだってば……」

「えー、そうなのー？　せっかく『近隣の人々に恐れられているのっぺらぼう伝説！』みたいなギミックも豊富な、いい場所なのにー」

　とても不服そうだった。館とか、伝説とか、そもそも双子とか、ついでに台風とか。

　示し合わせたかのように舞台装置として存在されても困るわけだが。

　そのどれもこれもが胡う散さん臭くさいもの過ぎて、逆に安心な気すらしてくる。

「っとと、長話しちゃった。デザートを持ってくるから、識さまもモンジローさんも、食堂で待っててねーっ」

　そのまま手を振って、パタパターと元気に走って行く朝顔。

「あ、あのっ」

　その後を追いかける前に、夕ゆう顔がおちゃんは顔を真っ赤にして俺を見上げる。

「ん？」

「い、いえ、その……さっきの、ほんとに……き、気にしないで下さいね……！」

　そのままぎゅうう、と目をつむると、パタタタタッと意外に元気な速度で姉の後を追いかけて行った。

「……ふむう」

　なんとなく、夕顔ちゃんが去るだけで──ふわっと、甘い残り香があるような。

　どこかもぞもぞした胸騒ぎを感じさせるものがあった。

　一体どうしたことだろう。そんなに、好かれるというのに困っているのか俺は。

「反応、対応、状況把握、それぞれ困難ですか、門もん次じ郎ろう？」

「それはまあ、確かに。あれだけ愛らしい子に一目惚ぼれされた、とか。それを姉にバラされて困る、とか。そういうのを直接言われてもどうしていいかさっぱり解わからないが……」

　もっと恋愛ものの小説やドラマを見ておくべきだったのかもしれないが、今知っている限りではそれらに対するベストな対応は不明だ。

「解らない、が？」

「ん？　ああ。解らないが、きちんと自分で考えて、自分の言葉で対応する。それが一番大事なことなんだろうな、というのは解る」

『気持ち』というものに対して『よくある対応の知識』などで対応してはいけない。

『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』が気に入られたのだからこそ『桜田門次郎』の内側から来る言葉できちんと考えていかなければいけないはずだ。

「その通りです」

　そう頷うなずく識しきの横顔は……なんだか、少し嬉うれしそうに見えた。
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　コンコン。

　椎しい名な町まち先輩の部屋の扉をノックすると『はぁーい』と先輩の穏やかな声が向こう側から聞こえた。

「失礼します、次郎です」

　ガチャ、とドアが開かれる。

「いらっしゃいませ、次郎君っ。次郎君の甚平姿、なんだか素敵ですねっ」

　満面の笑みで俺を迎え入れてくれたのは……なんとも愛らしい、桜色の浴衣に身を包んだ椎名町先輩だった。なんとなく胸の奥に、じ～んとするものが響く。

　先輩は小柄で、黒髪が長くて綺き麗れいで、いかにも大和撫子なでしこなわけだ。

「どうかしましたか？」

「いえ、ごちそうさまです」

　手を合わせて礼をする。

「えええっ!?」

　赤くなって、途端に胸元やら襟元やらを気にして直し始める椎名町先輩。

「すみません、大変愛らしいです先輩。似合ってますよ」

「も、もう、次郎君ったら……っ」

　そしてその白くて柔らかそうな頬ほおが赤くなっているのも、もう見ているだけでたまらない。妹には『憧あこがれている』と言われているが、ここまで心臓が激しく動く感情が憧れなのだろうか。

「ともあれ落ち着きます。このままだと先輩を照れさせる為ために、ありとあらゆる、どんなことでもしそうなので」

「そ、それは、凄すごく困りますっ」

「おっと、モンジローくんが先輩を手て篭ごめにしようとしてるよ那な岐ぎちゃん」

「ふむ。私たちはもう少し……そうだな。三時間ほど部屋にいた方がいいだろうか」

　廊下をパタパタとやってきた藤ふじ里さとと久く宝ほうもまた、それぞれ浴衣姿だった。

「いえ、今すぐで大丈夫ですから！」

　先輩がそれはもう困るくらいに叫んでいる様を、俺たちは微笑ほほえましく見つめる。

　しかし、微笑ましく見るといえば藤里と久宝の姿も中々に素晴らしいものだ。

　藤里は金魚模様の愛らしい浴衣。久宝は濃い藍あい色の大人っぽい雰囲気の浴衣。どちらもとても似合っていて『ああ、日本っていい国だな』なんてしみじみ思う。

「浴衣パーティを提案したのは自分です」

「ナイスだ識しき。素晴らしい」

　そしていつの間にか、気配を消して背後に立っていた識に対してはもう驚くこともなく賛辞の言葉を贈った。識しきは識で赤い雅みやびやかな浴衣を着ていて、これはこれでとても似合っている。白衣も浴衣の時だけは着ていないらしくて安心した。こうしているととても女の子らしい。出来れば前髪から目を出すくらいして欲しいのだが、それは望み過ぎだろうか。それでなくても大変可愛いのは確かだ。うん、提案内容もお前自身の格好も、本当に素晴らしいぞ識。













「門もん次じ郎ろう」

「ん、どうした？」

　そんな識がスッ、と右手を挙げた。

「本日は誰だれかの浴衣をめちゃめちゃに乱したとしても許可されます」

「何、そうなのか」

「されませんっ」

　識に対してツッコミを入れる椎しい名な町まち先輩。

　最近、先輩のツッコミ技術も上がってきた気がする。それもまた良いことだ。

「さて、先輩。ここでみんなで立ち話も何ですから、中でお話をしましょう」

「あぅ……は、はい……入って下さい……」

　先輩への助け船のつもりで言ってみたのだが、何な故ぜだか少しだけ恨みがましい目で見上げられてしまった。ちょっぴり尖とがっていた口元が拗すねているみたいで、胸が痛むよりも先にちょっとぞくぞくしてしまう。いかんな、癖にならないうちに優しさを取り戻さねば。

　まあ、なんとなく最近は先輩に強く出られる気がしているわけだが、実際はとことん心を揺り動かされまくっているのは俺の方だったりする。そもそも先輩が笑ったり照れたり拗ねたりしているだけで、こっちとしては冷静さを失いそうなほどなのだから。

　だから、これらはいわば、ささやかな抵抗でもあるのだ。

「ふふっ、モンジローくん楽しそうだねっ」

　俺の傍そばに寄ってきて、軽く耳打ちしてウィンクまでくれる藤ふじ里さと。流石さすがは我が校美少女ランキングで一位を取ったことのある笑顔だ。そんな彼女が、俺が『楽しい』ということを喜んでくれている。それが、俺としても何より嬉うれしいのだった。







　先輩の部屋の中も他ほかの部屋と同様、台形で造られていた。しかもリビングと寝室の１ＬＤＫとなっており、最も早はや住居と言っても過言ではない広さだ。

　この八や殿との家別荘である『八はち方ほう館かん』は正八角形をしている二階建ての館やかたで、外観は西洋の洋館を彷ほう彿ふつさせるデザインだ。一階にはエントランスホールや食堂、大浴場や居間、そして書斎や男女別トイレなどが用意されており、二階は七つの部屋で構成されている。

　正八角形の一つの辺に一部屋が造られており、南側にはエントランスホールに出る階段。それぞれの部屋にも寝室に大きなベッドや机があるだけでなく、ソファや大型テレビ、パソコンデスク、シャワールーム、個室トイレなどもあって、かなり高級ホテルのような過ごし易やすさだった。

　一階中央には綺き麗れいに手入れされた中庭があり、緑が豊かに配置され、中央の池には魚が泳いでいる。二階のその部分は吹き抜けになっている為ため、部屋の前の廊下からは中庭の風景がとてもよく見えた。

「面白い造りの部屋だよね」

　藤ふじ里さとは壁にぺたぺたと手を触れながらニコニコ何か探している。

「隠し扉でも探しているのか？」

「こっちがモンジローくんの部屋でしょ？　さり気な～く壁のどこかに覗のぞき穴とかあったら楽しいかなー、と思って」

「いや、確かに楽しいかもしれないが、先輩が困っちゃうだろ」

「あ、あったら覗くんですか、次じ郎ろう君……？」

　早速困った顔で俺を見つめる椎しい名な町まち先輩だった。おかげでまた悪い虫が働き始める。

　その顔をもっと照れさせたい。真っ赤になって困ってしまって、両手で頬ほおを押さえる先輩を見てニヤニヤしたい。だが、ここで『そりゃあ覗きますとも！』などと返事しようものなら、俺はヘンタイのレッテルを貼はられてしまう。つまりこれは、俺が先輩の反応が見たいが為に乗っかり、そしてヘンタイになってしまう……というところまで計算された藤里の罠わなだ。ついっと右手の中指でメガネを上げて、俺はつとめて静かに返事する。

「先輩のプライベートタイムは確かに気になりますが、覗いて見るよりは堂々と見ていい男になりたいです」

「ホッ……え？　あ……えええええっ!?」

　ん？

　先輩が安心した直後、きょとんとして、そして真っ赤になってしまった。あまりに困っているのか、その熱い頬を押さえるように両手で包んでいる。奇くしくも、希望していた姿がそこにはあった。

「うわー、モンジローくん言うようになったねえ……」

「ふむ、流石さすがは門もん次じ郎ろう先輩だね。罠にかからず、別の方法で目的を達成するとは」

　確かにこんな感じの椎名町先輩を見てニヤニヤしたかったのだが、この反応は全くの想定外だ。いや待てよ。プライベートタイムを堂々と見ていい男。

　それは即すなわち、家族ということか。

　この場合の家族とは、つまり兄や弟、ましてや父でもなく。

　つまり俺は──先輩の夫になりたい。そう言ってしまったようだ。

　それは確かに先輩も照れて困ってしまうだろうが……。

「まあ、やぶさかではないな」

「や、やぶさかではないのですね……はぅ……」

　先輩はすっかり照れきってしまったのか、疲れたような悩ましい吐息を零こぼした。

　弁明の余地もないばかりか、そんな人生はきっと素晴らしいとさえ思う。夫になれればずっと一緒にいて守り続ける、というのもし易やすくなる、なんて利便性まで考えていた。

「香かぐ夜やとの本番前のプライベートレッスンは、自分にお任せを」

　しゅる、と早速襟元を緩めて白い肌を見せようとする識しき。

「ストップだ識」

　俺は左手をメガネに当て、右手で識を制した。

「どうかしましたか」

「最近の識は攻め過ぎなので、半分くらいで頼む」

「半分、了承しました」

　識は頷うなずくと、そのまま肩が見えるくらいまで浴衣をはだけさせてストップした。

　白くて細い肩や鎖骨が見えて、それはそれで逆にセクシーでドキドキしてしまう。

　椎しい名な町まち先輩のような兵器が胸にあるわけではないが、識の体はとても綺き麗れいなせいで目が離せなくなりそうだった。

「ん？　ここは識ちゃんに負けないように、わたしたちもモンジローくんにアピールして誘惑するターン？」

「ふむ……八や殿との識に二度も負けるわけにはいかない。ここは恥ずかしさを我慢してでも、多少大胆なアピールと洒落しやれ込むとしよう」

「って、いけませんいけません、三人ともいけませんっ！」

　椎名町先輩が珍しく声を荒らげて、手で大きくバッテンを作った。

「次じ郎ろう君を、ゆ、誘惑なんて、そういうの、その、よ、よくないですよっ」

　個人的には大歓迎なのだが、確かに椎名町先輩の前で他ほかの女子にデレデレするのはよろしくない。ちょっとだけでも嫉しつ妬としてくれるのなら、こんなに嬉うれしいことはないのだが。とはいえ、ついさっき妹のことも嫉妬させてしまったばかりだ。

　この『嫉妬』という感情は人間が抱く負の意識の中でも、とりわけ静かに這はい寄るものらしい。小さな胸の痛みだと思っていたら、やがては精神を蝕むしばむレベルまで大きくなるという。流石さすがは『七つの大罪』とも呼ばれる罪に数えられるだけあって、その感情がもたらす災害は時として国家を滅亡させるほどだったという。

　感情が人を、国を、やがては世界を脅かす。そんな可能性があるのだな、と……『心』や『感情』についてはまだ勉強中である俺は、しみじみその深さを痛感するのだった。

「と、いうわけだ識。浴衣をきちんと着直すんだ」

「了解しました」

　識しきはやはり躊躇ためらいもなく淡々と浴衣を直した。勿もち論ろん名残惜しいが、識くらいあっさりとそういう態度に出られてしまうと、むしろこっちが気を付けなければいけないような気がする。これもまた、俺が学ばなければならないことなのだろう。

「はふぅ……もう、本当に。皆さん、次じ郎ろう君を誘惑とかしちゃいけませんからね？」

　そうやって三人をたしなめる椎しい名な町まち先輩。だが、俺と先輩がここまで仲良くなったあの日。その始まりの一言は、最も俺を誘惑していたものだった。




『本日は安全日なので、私の部屋まで来て下さい』




　あの言葉以上の誘惑はそうそう聞けるものではないだろう。それは恋人同士になった男女が、いざその関係を思いっきり深める時に使うような台詞せりふだからだ。ここのポイントはこの『思いっきり』という部分である。ただちょっとイチャイチャしよう、という意味ではない、一線を越えた言葉だからだ。

　もっとも当人にはそんな意図はさっぱりなかったわけだが……。

　あの後、一緒にお風ふ呂ろに入ったりもしたな、そういえば。これを今言うと先輩が何も言えないくらい取り乱してしまいそうなので、胸の中にそっと仕舞い込むことにした。

「香かぐ夜や。一緒に入浴は許容範囲でしょうか？」

「えええっ!?　あ、あの、それは、いえ、あれは別に、誘惑とかでは……っ」

　俺が仕舞い込んだものを、識はあっさりと引き出してしまっていた。

　あの時……。椎名町先輩と俺が殺されて、そして生き返った後。

　血を流す為ためにお風呂を借りた俺に、事情を説明する為に入ってきた椎名町先輩。

　そこで俺は、先輩が恥ずかしさを押し殺してまで男の風呂場に入ってきたという勇気に感動したものだ。まあ、先輩が水着を着ていたことに関しては安心半分、残念半分だったが。

「うん？　お風呂？」

　ぴくん。ただでさえちょっと猫っぽい雰囲気がある藤ふじ里さとが、まるで架空の猫耳をピクピクさせているかのように、好奇心旺おう盛せいな目で俺と先輩を見た。

「え、あ、あ、そ、それ、それは、あわわわっ……」

　先輩は最も早はや何も口にすることが出来ないくらいにいっぱいいっぱいになっている。あわわわと口で言ってしまうくらいには、もうテンパってしまっているのだろう。ここは俺が上う手まいこと誤魔化すしかない。

「そうだな、藤里。一緒に入るか？」

「って、何言ってんのモンジローくんってば！　は、入らないよっ!?」

　今度は藤里が真っ赤になってしまった。

　よし。これで藤里の意識は『先輩とモンジローくんがお風呂？』という興味から『わたしとモンジローくんがお風ふ呂ろ!?』というビックリに変化したはずだ。

「入らないんだったら、そろそろ脱線しないで先輩の話を聞くとしよう。男が俺だけで、浴衣を着て楽しいという気持ちは理解出来なくもないが」

「あぅ……はい、ごめんね、先輩、モンジローくん」

「え？　ああ、いえ。そんな、謝罪なんてしていただくようなこと……」

　すぐにしおらしくなった藤ふじ里さとは、先輩にペコッと頭を下げていた。







「さて、皆さんで遊ぶ前に、お話をしないといけません」

　椎しい名な町まち先輩は改まって話を始めた。窓際にあるちょっと豪華な椅い子すに座りながら、まず何から話そうか、という間を取っている。

「先輩、今日の夜から明日の朝にかけてって危険日なんだよね？」

　藤里はソファに座って首を傾かしげていた。その横には久く宝ほうが立って腕を組んでいる。まるで藤里を守るようなポジショニングであり、そしてそれは正しいのだろう。

「はい。今回は条件付きの危険日予測となります」

「あ、なるほどー。だったら大丈夫っぽいね」

　藤里は自分が先輩同様『ロード』であることがバレて、そして俺たちと『同盟』することが決まってからは先輩に対しても敬語を使わないようになっていた。その方が嬉うれしい、と先輩も同意してのことである。

「『条件付き危険日予測』について説明が必要ですか門もん次じ郎ろう」

「……頼む」

　俺の知らない言葉だったので、流石さすがにこれは尋ねなければなるまい。

　俺と識しきは先輩を挟むようにして両サイドに立っていた。これも守る為ためのポジショニングであり、窓の外やドア、天井や床下から襲われたとしても即座に対応する為である。

「条件付き、つまり『危険日』が成立する際、一定の条件が付与される『物語』です」

「ふむ……一定の条件、か」

　確か、日中泳ぐ時に先輩から聞いた『物語』はこんな言葉だったはずだ。




『共に道を歩む者、真の心を得し者、闇やみの中より出ずる輩ともがら現れし時。

　王、その生命の幕を引く』




「共に道を歩む者、そして真の心を得し者、その二人が闇の中から出ずる輩として現れた時に、王……つまり、椎名町先輩が命を失ってしまう、ということか？」

「思考方向は問題ありません」

　識しきは頷うなずいてくれたものの、どうやら解釈は違うようだ。

「この場合、その言葉がそのままの意味じゃないかもしれない、っていうのが問題なの」

　藤ふじ里さとが人差し指を立てて俺に追加で説明してくれた。

「つまりね。この手の『物語』には助詞とか接続詞とかみたいなものがなくて。細かい説明がない単語だけで構成されているケースなの。だから、この場合に重要なのは一点だけ」

「──『闇やみの中より出ずる輩ともがら現れし時。王、その生命の幕を引く』か」

　つまり『状況』と『時間』の条件が表現されていて、その『結果』も解わかっている。

『闇の中より出ずる輩』とやらが現れた時に、王……つまりロードである椎しい名な町まち先輩の生命は幕を引く──死ぬかもしれない、ということだ。

「ああ、そうか。だから『条件付き』なんだな」

　その条件が達成された時、初めて先輩の生命は脅かされる。

　だから『危険日予測』という、あくまで決定ではない『予測』の物語なんだな。

「じゃあ、この『危険日』は絶対的なものじゃないのか？」

　俺が尋ねると、久く宝ほうが頷いてくれた。

「その『物語』の状況が今日……おそらく夜明けまで、くらいに発生しなければ今回の、椎名町先輩の危険日は回避出来た形になるんだよ、門もん次じ郎ろう先輩」

　ロードやナイツが言う日付の概念は、夜明けまでなんだな。それもおそらく、別名『夜や族ぞく』と呼ばれるところから来ているのだろう。一般人の目から離れて、隠れて、正体を隠して闇を生きている一族。だからこそ、日付変更が彼女らにとっての一日の終わりではなく、あくまで太陽が昇るまで、となるのだろうな。

「しかし、藤里。さっき大丈夫っぽいって言ってたけど、そうなのか？」

「まあね、予測が立っちゃっているものって、その状況を作らないようにするのは結構簡単だったりするでしょ？　だからわたしたちロードにしてみると『条件付き』なんて物語はその通りにしなければいくらでも回避出来ちゃうんだよ。特に今回は『時』まで指定されちゃっているのだもの。もしも、『うわー！　いかにも闇の中より出ずる輩だー！』っていうのが現れたとしても、その時に椎名町先輩がその場にいないとか。徹底的に守られているとか。そういう対策をされちゃっていたら物語は成立せず、無事なの」

「ふへー、そんなもんなんだな」

　てっきり、ロードにとって物語というのは『運命』みたいなもので。だからこそ、それを回避するなんて到底出来ないんだと思っていた。

　俺の疑問に気付いたのか、先輩はやんわりと笑って俺に頷きかけてくれる。

「当然、何の対策もせずに過ごしていましたら、危ないですけれどね。その為ために、同じロードである藤里さんやそのナイツである久宝さんにも、こちらの別荘に来て頂いたんです。条件達成を阻止して頂くお手伝いの為に」

「うん。それにもし、椎しい名な町まち先輩の命を狙ねらっているのが別のロードだとしたら、わたしのターゲットだもんね」

　そう、藤ふじ里さとの物語は『他ほかのロードを倒していく』というものらしい。

　だからこそ先輩や俺とは戦うことになったのだが、あの後俺たちに負けた時。




『うーん、モンジローくんの意識も戻ってくれたし。わたしも那な岐ぎちゃんもコテンパンにやっつけられちゃったし。よし、お仲間になるね！　同盟しましょ、先輩！』




　なんてケロッとした明るい言葉で先輩を狙ねらうのを諦あきらめてくれたのだ。

　そして、その言葉に嘘うそ偽りがないことは、識しきの異能が確認してくれていた。

　あまりに自分に正直に、やりたいことをやり、思ったことをし、計算以上に天然な行いが出来る藤里は『嘘』をつくことをしない。いや、おそらくする必要がないのだろう。だからこそ嘘や偽りを見抜くことが出来る識の異能でも、藤里がロードであることは全く解わからなかったくらいなのだから。

　つまり、その言葉は信頼出来る。俺はそう判断していた。

「じゃあ、先輩。とりあえず闇やみに近付かない……は、夜だと厳しいか。だったら、暗い所から何か出てきたりしたら、すぐさま逃げて下さいね？」

「あ、はいっ、そのつもりです、けど……」

「けど？」

「いえ……次じ郎ろう君はずっと一緒にいて下さらないのかな、と思いまして……」

　…………先輩とずっと一緒。それはなんて、魅力的な提案なのだろう。

　夜、片時も離れることなく一緒にいて欲しい。憧あこがれの女性からそんなことを言われて、ドキドキしない男などいないはずだ。俺の心臓も当然、激しく高鳴り始めていた。

「ふふっ、モンジローくんってば思春期の少年っぽいこと考えてるっ」

「そういうのは見たままでも、言わないであげるのが優しさというものだよ」

「……………………」

　ソファの方にいる二人が、なんだか女子っぽいニコニコ笑いで俺を見ていた。

「え？　あ……い、いえ！　一緒にいて欲しいというのは、そういう意味では！」

　そして自分の言葉にようやく気付いたらしい先輩が慌てて手を振りながら真っ赤な顔を俺に見せてくれる。こんなにも愛らしい人と一晩中一緒に過ごすなんて。うん、無理だ。

「そういう雰囲気になったり、理性が抑えられなかったりする可能性が少しでもあるので、先輩を守る役目は識や藤里、久く宝ほうに依頼します。俺の持っている特技と、先輩から頂いた『異能』は、どちらかと言えば攻めに使ってこそ、なので。この館やかたに先輩を狙う人物がいないかを探って、定時報告をしようかと」

　俺が思ったままをきちんと伝えると、先輩はまだ赤いままの頬ほおを手でこすりながら、こくん、と頷うなずいてくれた。

「解わかりました。今晩は藤ふじ里さとさんや久く宝ほうさん、そして識しきさんと一緒にいますね」

　先輩は識に手を伸ばすと、識は当たり前のようにスッと動いて、その右手を握った。

　こういう、信頼関係がもうとっくに築かれているのだろう。

「俺は、なんか『闇やみ』っぽいものとか、そういうのが現れないか館やかたを見回ったりしてます。そして、それっぽいものを見つけたら先輩を近付けない。対処出来そうならなんとかしてみる、出来なさそうなら素直に藤里たちや識に頼ってみる、で」

　男としては情けない話だが、ことロード方面に関しては素人もいいところだ。自分の範はん疇ちゆうを超えていると判断すれば、手て馴なれた先達を頼るというのは当たり前の意識だろう。

「うんうん、頼ってもいいよ、モンジローくん。藤里先輩って呼んでもいいからね？」

「なるほど。年齢は後輩だけど、私も久宝先輩と呼んで構わないよ」

「では自分はラブリー識たんで」

「待て、三つ目はおかしい」

　さり気なく変な呼び方を混ぜようとする識に素早くツッコミを入れる。

「ふふっ。次じ郎ろう君の『先輩仲間』が一気に増えて、なんだか嬉うれしいです」

　本来、俺にとってこの中で唯一の先輩である椎しい名な町まち先輩がコロコロと笑っていた。

「さて、難しいお話はここまでにいたしましょう。これから、夜のお茶会を始めます」

　椎名町先輩がポンッと手を叩たたくと。

「はーい！　お菓子持ってきてるよ！」

　ガサッ、とコンビニの袋に大量に入ったお菓子を取り出す藤里。

「お茶だけじゃなくてジュースやお水なんかも準備済みだよ」

　もうひとつのコンビニの袋には、いくつかペットボトルが入っているようだ。

　ついさっき、朝あさ顔がおと夕ゆう顔がおちゃんが作った夕食をあんなに食べたのに、なんて思う。

「女子にとって菓子類は別腹でふ。もぐもぐ」

「そういうものなのか」

　いつの間にか、棒状スナック菓子を食べている識に頷きつつ。

「ふふっ、なんだか……いいですよね、こういうの」

　先輩の緩んだ目元を見て、俺も釣られて笑った。

『仲間』が出来るっていうのは、とてもいいことなのかもしれない。

　それを再認識したのだった。





　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■






「んー……んにゅにゅー……」

　藤ふじ里さとの寝息が、寝室の方から聞こえる。ちらっと見てみるとドアは全開になっており、ベッドの上に猫みたいに丸くなって寝こけている藤里の姿が見える。

　その髪を優しく撫なでている久く宝ほうを見ると、どっちが主人なのか解わからない。

　それにしても、浴衣の裾すそやら胸元やらがめくれていて、藤里は大変色っぽい寝方だった。

「……うむ」

　しっかりと目に焼き付けてからメガネをついっと上げる。

「お茶会も一いつ旦たん落ち着いたようなので、ちょっと館やかたを見回ってきます」

「あ、はいっ」

　椎しい名な町まち先輩もソファでぼんやりしていたらしく、俺が声をかけると慌てて頷うなずいた。

「相棒は必要ですか？」

　トランプで三角の塔を作っていた識しきが青い目だけ向けてくる。

「いや、とりあえず一人で回ってくる。朝あさ顔がおや夕ゆう顔がおちゃんにも声をかけておきたいし」

「なるほど。拐かどわかすのですね」

「え、そうなんですか次じ郎ろう君っ」

「違います、違います。普通に、闇やみっぽい場所があるか相談してくるだけですよ」

　拐かすってなんだ。俺があの双子に対して不ふ埒らちなことをしたいみたいじゃないか。確かに、ついさっき夕顔ちゃんには変なドキドキを感じたけれど。

「あ、あの、次郎君。気を付けて下さいね？」

「はい、ちょっと警戒度を上げて哨しよう戒かいしてきます」

　メガネをついっと上げて頷くと、先輩もちょっとだけ心配そうな顔で頷いてくれた。







　部屋を出ると、すぐに大きな窓ガラスがあって、館の中心である吹き抜けが目に入る。

　そういえば夜には台風が来ると言っていたが、まだ雨は降っていないようだ。

　ゴウゴウと鳴り響く風に、一階の中庭に植えてある木々が揺れている。

　そんな風が踊り狂っている中庭に、小柄な影がひょっこり現れた。

　と、思ったら早速風に煽あおられて体が傾き、慌ててしゃがみこんでいる。

　あれは──ツインテールだし、動き方からして朝顔の方だな。

　見ていると危なっかしいので、俺は慌ててぐるっと館を半周して階段を降りる。

　エントランスのドアの外からもゴウゴウと強い風の音が聞こえていた。ザザザ、という木々が揺れる音がその激しさを物語っている。

「思ったよりこれは凄すごいな」

　朝顔がぴゅーっと風に飛ばされる姿をコミカルチックに想像しつつ、エントランスホールから廊下に出てすぐの所にある、中庭に出るドアを開けた。




　ビュオオオオオオオウ!!




　途端、物もの凄すごい風に押し返されそうになり、慌てて力を込めてドアを開いて、閉じた。

　何な故ぜこんなに吹き荒れているのかと上を見上げる。この館やかたは正八角形の筒状になっているから、風が中庭に流れ込むとぐるぐると回転して洗濯機の中みたいになるのか？　風の流れのことはよく解わからないが、とにかく外の嵐あらしもあいまって凄い風圧になっていた。

「わっ、モンジローさん!?　危ないよっ！」

「危なっかしいから来たんだっ、何してるんだ!?」

　見れば、朝あさ顔がおは手にワイヤーのようなものを持っていた。

「あの木だけ、倒れないように、縛るの忘れてたのっ！」

　ひときわ横に倒れそうになっている木を指差す。

「解った、俺が手伝うから無理するな！」

　物凄い風の中、お互い吹き飛ばされないように体を屈かがめながら、大声を張り上げつつ合流する。左から右からぐるぐると襲ってくる風に煽あおられているだけで、朝顔の小柄な体はもうフラフラと転びそうだった。あの体は、それはもうとことん軽いんだろうな。一回浮き上がったら飛んで行ってしまうんじゃないだろうか。

　仕方ないのでその手を掴つかみ、自分の側に引き寄せた。

「ふわっ!?」

「見てると危なっかしいからなっ。あの木をワイヤーで縛ればいいのか？」

「う、うんっ。ちゃんと近くにフックがあるから、木にぐるっと回してこのワイヤーの先の輪っかをフックに引っ掛けるだけっ」

　見れば木は大体七、八本くらい植えられている。青々とした葉が、今は物凄い勢いで横に縦にと流されまくっていた。

「俺がやってくるから、朝顔はその辺で……」

「ひゃわああああ!?」

　ビュオウ！

　突風が吹いた瞬間、手を握っていた朝顔の体が浮き上がった。まさか本当に浮き上がるとは。すぐにその手を引き寄せて、体を手繰り寄せるようにして片腕に抱きかかえた。

「うあ、ごめん……」

「いいって。しかし軽いな、朝顔っ」

「そ、そんなことないわ、抱き心地最高って夕ゆう顔がおに好評なくらいむちむちボディよっ」

　ちょっと赤くなりながらそんな言葉を言われても、抱きかかえている限りは……まあ、うん。いかにもやっぱり中学生くらいの体形かな？　という感触だった。このままの方がむしろ安心だ。風の抵抗は強いが、ちょっと本気を出せば大したことはないだろうし。

　そう思った俺は、もう一度しっかりと朝あさ顔がおの体を抱き寄せる。

「さっさとやってしまうので、ワイヤーを貸して欲しい。それと、しっかりしがみついててくれ。振り落とされたら今度こそシャレにならないからな」

「わ、解わかったわっ。まかせて！」

　ぎゅううう、と腰の辺りにしっかり抱き着いて貰もらい、その手からワイヤーを受け取る。

　俺はワイヤーを握った手でちょっとだけメガネをずらして世界を見た。

　途端に──意識がクリアになっていくのを感じる。

　左手に伝わる朝顔の体温、感触、肉付き、骨格を意識し、的確に『ここを支えれば吹き飛ばない』という、丁度脇わきから下の辺りを手で支える。「ひゃん！」と可愛かわいい声が聞こえたのだが、それに反応しているだけの意識を俺は割いている余裕がなかった。

　風の流れを視界の先でイメージ。渦巻く世界の中で、最も安全かつ最速でワイヤーをかけてドアまで帰るという道を模索し、そのタイミングを計る。

　──ここだ。

　一瞬だけ風が弱まった時を狙ねらい、俺は走った。ワイヤーの先端、輪になっている部分を手近な場所にあったフックにかける。そのまま地面を蹴けって跳躍すると、木にワイヤーを引っ掛け、体重を乗せて傾きを修正。そのまま三度木の周囲を回転し、ワイヤーの反対側の端を別の場所にあったフックに掛けた。木は完全に固定される。













　直後、再び押し寄せてきた風の波に乗るかのようにジャンプすると。ふわっと体が浮き上がって背中が突風に押し出され──そのままドアの前に着地。すぐに右手でドアを開いて潜くぐり抜けると、ドアは背後でバタンッ！　と勝手に強い音を立てて閉じた。

　一息つく前にすぐメガネを戻して、溜ためていた息を吐こうとしたら。

「ふああああああっ！」

　今更悲鳴なのか、それとも溜ため息いきなのか解わからないものを吐き出す朝あさ顔がおがいた。

　見れば、なんだか目がぐるぐるになっているかのようにふわふわした表情だ。

「ふう、どうした？」

「どうしたじゃないよっ！　ビックリだよっ！　ジェットコースターだってもっと安全で優しい、ジェントルなスリルだよっ！」

「ん？　ああ……そうかも」

「そうかもって……もう……」

　へなへなへな、と朝顔が手の力を抜くと、そのままずりずりと廊下にへたり込んでしまった。俺の動きを間近で味わったせいで、疲れ果ててしまったのかもしれない。

「モンジローさんは、もっと女の子の気持ちを考えるべきだと思うのっ」

「むぐっ！」

　気持ちを考える。ことさら気持ちとか感情とか心とかに自信のない俺にとって『女心』なんて最高難易度の無理難題を理解するなんて出来ないんじゃないだろうか。

　だけど、理解出来ないまでも考えることはしろ、ということなのかもしれない。

　うん、つまり、そうか。

「掴つかんだ感じ、ちゃんと張りがあるのに柔らかくて抱き心地のいい体だった」

「そこじゃなくてー！」

　耳まで真っ赤になる朝顔に、しまったまた間違えたか……とメガネを上げる。

　さっき自己アピールしていたからいいかな？　と思ったのだが、やはり女心というものは全国模試で連続一位をとるよりも遥はるかに難しいものなのかもしれない。

「はふぅ、もういいよ。モンジローさんってばそういう人なんだろうね。これは、夕ゆう顔がおも識しきさまも大変だなー」

　風で乱れた髪を手でよいしょ、よいしょ、と直しながら朝顔は立ち上がる。

「でも、ありがとうモンジローさんっ！　助かっちゃった。このお礼はちゃんとするから、なんでも言ってね？」

　すぐにニッコリ笑う、その切り替えの速さにちょっと驚いた。

　もう、人間ジェットコースターをさせられたことなど気にしていないらしい。

「なんでも？」

「あ。えっちなことはダメよ！　そういうのは、ほら。夕ゆう顔がおにしてあげてっ！」

　夕顔ちゃんならいいのか。っていうか、夕顔ちゃんが俺に好意があることをこんなにバラしまくっていいものなんだろうか。さっきの彼女は隠して欲しそうにしていたけれど。

　しかし、どちらかと言うと久く宝ほうや識しきよりも更に幼さの残る体つき。いやらしいことなどしようものなら、それは犯罪になってしまうのではないだろうか。

　自分が殺し屋の家系で、さっきみたいに咄とつ嗟さの時は状況を冷静に把握して最適な行動が取れるような訓練を受けていたくせに、ついそんな犯罪について考えてしまう。

「アクションスターみたいだったけど。モンジローさんって殺し屋さんだったっけ？」

「家系が、だな。そういう訓練を受けたのは確かだが、実際に仕事したりしてないし」

「そうなの？　ちっちゃい女の子とかをビリビリ～っとやっちゃって、『へっへっへっ、お嬢ちゃん～ここがいいんかー』『いやー！』みたいなことしてないの？」

　朝あさ顔がおの中の殺し屋像はどんなことになっているんだ。

「少なくともそういうことを率先してやるのはヘンタイであり、殺し屋ではないと思う」

「え、そうなのね！　犯罪者ってみんなそういう人なんだと思ってたわっ」

　ちょっと胸の痛む話だが、その認識でいい気もしてきた。

　それくらい、普通の子には犯罪を恨んだり怖がったりしていて欲しい。

「まあ、そんな印象でいいから犯罪者にはあんまり近寄っちゃダメだぞ」

「あははっ、モンジローさんたちはそんなに怖くないわよっ。ロードとかナイツにしては、楽しそうな高校生にしか見えないし」

「やっぱり朝顔もロードとかナイツとかに詳しかったりするのか？」

「元々八や幡はたの家っていうのは八や殿との家同様、ロードとかナイツとかにも詳しい家系なのよ。ロードは、必ず特殊な技術を持ったり、不思議な特技を持っている人をナイツにするからね。八幡家の人も何人かナイツだったりするのよ」

　なるほど。だから一番解わかり易やすいのが戦闘力で考えて、俺や久宝のような殺し屋ということだ。或あるいは識のように、代々戦闘用の技術や知識を受け継いでいる家系から選んだりする、ということなのだろう。

　俺の全く知らない世界でそういうことがある、というのを聞けば今でも新鮮な驚きがあった。すっかり自分の生まれも忘れて、世の中には不思議なことだらけなのだと痛感する。

「あ、雨が降ってきたわね。ふぇー、ぎりぎりだったぁー」

　中庭側の窓にパラパラと雨粒が付いている。これがやがて土砂降りになる、というのが本日の天気らしい。

「そういえば、浴衣のみんなはどうだった？　ドキドキした？　着付けを手伝ったけど、みんなしてモンジローさんの話題ばっかりだったよ。モテモテだねっ」

「むう……」

　モテモテ、と言われてメガネをついっと上げる。いくら男が一人しかいないから、それを見せる対象としての話題っぷりだったとしても。好意的に見て欲しいという意識が俺に向いていたのなら、それはとても光栄なことだし、大変嬉うれしいことでもある。

「あははっ、照れてるー」

「そりゃあ照れるだろう」

「うんうん、照れるってことは、その人からの好意が嬉しいってこと、だもんね」

　ん？　その、まるで『感情』を理屈で把握したような物言いに少し違和感を覚えた。

「嬉しいとか、楽しいとか、恥ずかしいとか、照れるとか。大事にしたいよね。そういうのって、モンジローさんにはない？」

「……ある。かなりある」

「わっ、ほんと!?」

「例えば嫉しつ妬ととか、イラッとするとか、残念になるとか、悲しかったりとか。自分の心がどういう時にそれを覚えるのかを知った時、むしろ感動したりするよ」

　それは俺が『心』というものを持たない身だったからであり。

　今でも、藤ふじ里さととの戦いの後遺症でメガネを外すと感情がほとんど消え去り、合理的な判断を優先するようになってしまっている。だから睡眠以外での長い時間、この伊だ達てメガネを外し続けていると『心』が消えて戻らなくなるような気がするのだ。

　今は、それが一番怖い。

「へえ、モンジローさんもそうなんだ。いいよね、感情。その一個一個って、誰だれか別の人に対して抱くものだもの。自分と誰かの繋つながりだよね。それがプラスなものであっても、マイナスなものであっても。その人が私と関かかわって、私がその人のことを考えたから生まれた。それが色んな感情だもんね。きっとそれは深い絆きずなになるのよっ」

　……正直驚いた。誰からも好かれるであろう、明るくて元気な少女からこんな感想が出るとは。それはまるで、俺がいつも自分と接してくれている人に感謝している気持ちとそっくりじゃないか。

　人生、一期一会とも言う。それがどんな出会いであっても、次にその人と会うことはないかもしれない。だから一回一回の出会いを大事にしなければいけない。

「なんだか、意外だった」

「え、何よう……私が真面目まじめに考えているのがおかしい？」

　唇を尖とがらせる朝あさ顔がおについ笑ってしまいながら。

「そうじゃない。朝顔が俺と同じような価値観を持ってくれていることが嬉しかったんだ。こうやって、朝顔の言葉を聞いて嬉しい、なんだか似ている所もあると思えたっていうのが、本当に有り難いなと思って」

「え、そ、そうなのっ？」

　俺の言葉に、朝あさ顔がおの顔がまたもサッと赤くなる。よく赤くなる姉妹だな。そういえば椎しい名な町まち先輩もすぐ赤くなるよな、と思い出す。従姉妹いとこである識しきよりも、どっちかと言うと何な故ぜか椎名町先輩に縁が深くあるように感じてしまった。

「もう、だめだめ！　モンジローさんったら私まで口説こうだなんて！」

「いやいや、口説くつもりで言ったんじゃなくてだな」

「そういうのは夕ゆう顔がおにしてあげて！　あの子、内気な子だから内心はちょっぴり腹黒だけど、一いち途ずで可愛かわいい子なのよっ」

　自分の妹の腹黒を教えるっていうのもどうなんだ。というか、『内気な子はみんなちょっぴり腹黒』という価値観もどうなんだろう。意外と当たっているのかもしれない、と思ったのでコメントは控えることにした。

「そうだな、じゃあ夕顔ちゃんも誘って、一緒に遊ばないか？　今日は先輩方も夜中まで起きているつもりらしいし。あ、藤ふじ里さとはさっさと寝ちゃったけど、識はボードゲームを取り出して遊びたそうにしていた」

「あ、うん、解わかったわっ！　あ、おーい、夕顔ー！」

　朝顔が俺の後ろにブンブン手を振ると、角を曲がってきた夕顔ちゃんがトテトテと小走りに近寄ってきた。途端、ざわっと胸が湧わき立つような感覚に襲われる。

「あ、こんばんは、門もん次じ郎ろうさん……」

　そしてほんのり頬ほおを染め、胸の前で手を組み、上目遣いで見つめられた。それだけで、なんだかむずむずしてしまうのはどうしてなのだろう、本当に。彼女にバレないよう一度だけ息をつき、なんとか体の平静を保つ。ちょっとメガネをずらしておこう。

「今、私ね、モンジローさんに口説かれてたんだけどっ」

「って、えええっ!?」

　そんなしおらしい態度だったのが一転、すぐにビックリした顔になった。

「私はいいから夕顔を口説いてあげて！　むしろ手て篭ごめにしてあげて！　って言っておいたよっ、今日はお風ふ呂ろで念入りに体を洗っておいて良かったねっ」

「な、ななななななな、何言ってるのお姉ちゃんー!?」

　パタパタパタ！　と手をブンブン振り回して抗議する夕顔ちゃん。

「あはははははっ」

　そんな彼女を優しく見ながらも楽しそうに笑っている朝顔。

　──彼女の言葉が確かなら。この態度や言動は全すべて、誰だれかと接することで自分に生まれる感情に感動しながら、ということになるのか。だとすれば……やっぱり俺と朝顔はどこか似ているのかもしれない。そんな風に漠然と思う。どこが、は言い難いのだが……。

　価値観の根底の部分とでも言うべきか。

「えっと、えっと、門もん次じ郎ろうさん、その、そういうんじゃ、ないですから、ね？」

「うん？」

　涙目になって見上げてくる夕ゆう顔がおちゃんも可愛かわいい。朝あさ顔がおがついついからかってしまうのも解わかる気がする。

「その……お風ふ呂ろに、念入りに入ったのは、その……」

「念入りに入るっていうのが、よく体を洗うってことなのだとしたら、肌が傷ついてないか心配になったくらいだよ。大丈夫か？」

「は、はい、それは、その、平気、です、けど……」

　ボッ、と真っ赤になって俯うつむいてしまう。自分のお風呂を想像されたとでも思ったのかもしれない。だが、俺はお風呂にはちょっとした耐性がある。なんせあの椎しい名な町まち先輩と入ったことがあるからだ。あの時の衝撃たるや、人生経験においてかなりの衝撃だった。

「んふふ、私は先に識しきさまたちの部屋に行っちゃってるねーっ」

　手を口に当ててニヤニヤ笑う、という解り易やすい表情を浮かべて、朝顔はぴゅーっと走り去っていった。この廊下では走ると危険、という概念はないのかもしれない。

「あ、お姉ちゃん……」

　一人にされて、途端にもじもじしてしまう夕顔ちゃん。

「手て篭ごめとか、夜のお供とか、そういうの言われても困るよな」

　識には何度も言われたせいで、そっちも変に耐性がついてしまった。

　可愛い子たちに言われるのだからもう少し反応した方がいいのかもしれないが、やはり人間慣れというものがあるのだ。

「それじゃ、俺たちも先輩の部屋に行こうか。もう夜の仕事は大丈夫？」

「あ、はい。それは平気なのですけど……」

　手を口に当て、何かを言いたげに視線を横に向けている夕顔ちゃん。もう片方の手はスカートをぎゅっと押さえていて、いわゆる『とても悩んでいる内気な女の子』っぽい仕草だった。

　さっきの朝顔の言葉のせいで、それが腹黒的なあざといものにちょっと見えてしまうのは申し訳ない気分だが。似合っているのを考えれば、これはこれでバッチリなのだろう。

「あ、あの……」

「うん？」

　そして、意を決したのか、まっすぐに見上げられる。身長差が三十センチ近くあるせいでかなりの距離があるが、その視線はちゃんと俺の目を真まっ直すぐに捉とらえていた。

「相談があるので……お部屋にお邪魔して、よろしいですか？」

「え？」

「その……、お話したいことがありまして……あんまり、他ほかの誰だれかに聞かれるのも、良くないかもしれなくて……いい、ですか？」

　それは、双子の姉がいる時にさえ言えないということなんだろうか。

　俺が少し考えこんでいると、夕ゆう顔がおちゃんは更に顔を近付けてきて、手を口元に当ててこっそりささやくように告げてくる。

「……『黒いもの』が……女性の誰だれかに……入り込んでいるかも、なんです……」

「『黒いもの』？」

　こくん、と頷うなずく夕顔ちゃん。

「その……わたし、ちょっと『よくないもの』が見える力があって……その残ざん滓しみたいな、黒いもやもやっとしたものが、女子のお手洗いに残っていたんです……もしかしたら、悪霊とか、怨おん霊りようとか、悪い神霊とか、鬼気とかが……誰かに入っちゃったかもしれない、っていうのがありまして……」

　だから唯一の男である俺に相談、ということなのか。その『黒いもの』とやらは、もしかしたら椎しい名な町まち先輩を危険にさらす『闇やみ』と何か関係があるのかもしれない。

「解わかった、話を聞くよ」

「え、信じてくれるんですか……？」

　と、驚かれてから。ああ、夕顔ちゃんはオカルトチックな話をしたなと思い直す。

「ロードとかナイツとか、異能とか、殺し屋とか、代々技術を伝える家系とか、そういうのがいるって解ってしまったからな。もうなんでも『まず受け入れる』癖がついたんだと思うよ」

「そう……なんですね。凄すごいです、門もん次じ郎ろうさん……」

　ぽーっ、と見上げられてしまえば、そんなに凄い自覚はないのでなんだか照れた。

「じゃあ、俺の部屋、だな」

「は、はい。あ、あの。わたしはお姉ちゃんたちに、ちょっと用事があるって伝えて来ますから、先に部屋で待っていてくれますか？」

「ん、あー、そうだな。了解した」

　しかし、部屋で待っていると夕顔ちゃんが来る、か。その時、俺の胸が何な故ぜか鼓動を速めた。女子が部屋に来るからって緊張し過ぎだ。

　胸に手を当てて、深呼吸をしてそれをなんとか落ち着ける。

「門次郎さん……？」

「いや、なんでもない。それじゃ後でな」

「はい」

　ぺこ、と頭を下げる夕顔ちゃん。その髪からふわっといい香りが漂ってきて再び胸がざわついた。メガネをずらしていてもこれだなんて、と自分を戒めたくなる。

　俺は慌てて首を振り、ちょっと早歩きで自分の部屋に戻ったのだった。





　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■






　俺は自分の部屋のベッドに寝転びながら、まずは識しきと先輩に『もう少し調査続行します』とメールを送っておいた。同じ館やかたの中にいるとはいえ、会って事情を話すと逆に夕ゆう顔がおちゃんが疑われてしまうかもしれない。ある程度その『黒いもの』とやらが、どんなものなのか判明しない内に決め付けて行動するのも危険だろう。

　だから、きちんと夕顔ちゃんの説明を聞いて。それから、ちゃんと判断して二人に相談しよう。……しかし、女の子が部屋に来るのをベッドの上で待っている、というのはいささか緊張するな。しかも、先輩の部屋同様、結構大きなサイズのベッドだ。

　当然、二人くらいなら寝たりすることも出来るし、むしろ二人がくんずほぐれつしたりすることだって容易だろう。ましてや小柄な夕顔ちゃんであれば。

　って待て待て待て。

　いきなりの煩悩に慌ててストップをかける。そんな、彼女がなんでそんなことをするというのだ。いや、俺に好意を抱いてくれているというのは朝あさ顔がおから聞いているが、あんなに恥ずかしがり屋ですぐに真っ赤になってしまうような子とそんな。

　そもそも、俺には椎しい名な町まち先輩という大事な人がいるわけで。だけど夕顔ちゃんが、さっき抱きかかえた朝顔と同じくらいの肉付きである場合、それなりに抱き心地は良いはずだ。こう、小さくてぷにぷにしていて温かいものは、人間誰でも愛らしく思う、みたいな。

　──いや、だから待て俺。どうしてこんな思考になっているのかがいまいち解わからない。

　ベッドの上で、なんだか胸の鼓動が激しくなってくる。メガネをついっと上げて意識を切り替えようとするも、なんとなく浮かんでしまったそんな気分は、中々晴れなかった。

　全く、俺という男は。夕顔ちゃんは『黒いもの』を怖がり、俺を信用して相談に来てくれるというのに。なのに、頼ってくれているのをいいことに、不ふ埒らちなことを考えるとは。

「ふう……体操でもするか」

　そう思ってベッドから立ち上がったところで。

　コンコン。

　控えめなノックが響いた。

「っと、はーい」

　こうなったらベッドからは離れて会話しよう。そう決意した俺がドアを開けると、そこには夕顔ちゃんがどこか周りを気にするような視線でおどおどした顔で立っていた。

「こ、こんばんは、門もん次じ郎ろうさん……」

　まあ、こんな夜中に男の部屋に来たのだから緊張するのも当たり前か。身長差も三十センチはあるわけだし、大きくて怖がられているかもしれないもんな。

「うん、いらっしゃい」

「あの、隣に、皆さんまだいらっしゃいますよね……？」

　俺の部屋の隣は椎しい名な町まち先輩の部屋だ。つまり、みんないるのは確かだろう。

「多分。お姉さんの朝あさ顔がおもいるんじゃないか？」

「あ、はい。それは解わかっているからいいのですけど……」

　なんだか、落ち着かないようにうろうろと視線を彷徨さまよわせると。

　きゅっ、と俺の服の裾すそが握られた。

「ん？」

「……き、聞かれると怖いので……書斎に、参りませんか……？」

　なるほど、女子の中の誰だれかが『敵』になってしまっている場合、俺たちがこうして話をするだけでも『自分の存在がバレた』となるのか。その結果、今部屋にいる先輩が危険になる可能性もある。それに、変なスイッチが入っていた俺にとって『誰かの部屋』は危険だ。だから、書斎というクールな場所に移動出来るのは正直助かる。

「ん、解った」

　俺が唇に人差し指を当てて頷うなずくと、神妙な顔で俺を連れ出す夕ゆう顔がおちゃん。

　その小さな体に導かれるままに、藤ふじ里さとの部屋の前を通り、朝顔の部屋の前を横切り、エントランスに降りる階段まで来ると、彼女はそーっと足音を立てないように階段を降りた。俺もそれに倣って、一段一段、しっかりと踏み込む。

　そのままエントランスから廊下に出て、すぐ隣にある書斎に向かった。

　夕顔ちゃんが鍵かぎを取り出して、カチャッとドアの鍵を開く。それ一個しか持っていないところを見ると、マスターキーというものだろうか。そういうものが用意されている辺り、本当にミステリーごっこに向いた館やかただなあ、としみじみ思ってしまう。

「こちら……です」

　ドアを開けた夕顔ちゃんに、か細い声で案内された書斎はかなりの広さだった。

　数々の書棚が整然と置かれており、蔵書はきっちりと整理されている。部屋の奥には大きなベッドまである辺り、ここで寝泊まりしながら本に浸つかる、なんてことも想定されている部屋なのかもしれない。

「その、出来ればそのまま奥の……ベッドの方に」

「あ、ああ」

　言われるがままにベッドに向かう。ついさっき、不ふ埒らちな妄想をしてしまったせいで変に胸がドキドキした。パタン、と背後でドアが閉じ、部屋の中はかなり暗くなってしまう。

「夕顔ちゃん、明かりは？」

　点つけないのか、と尋ねようとしたら。

「あ、あの……」




　シュル……。




　衣きぬ擦ずれの音が聞こえて、慌てて振り向いた。

　そこには、和風のメイド服を静かに脱ぎ始めている夕ゆう顔がおちゃんの姿があった。

「ゆ、夕顔ちゃんっ!?」

「その……すみません。『黒いもの』の話は、嘘うそだったんです……」

　シュルシュル。そのまま、夕顔ちゃんは顔を俯うつむけたままに服を脱いでいく。

「い、いや、嘘って」

「そう言えば、門もん次じ郎ろうさんは二人っきりで会ってくれると思っていましたし、一緒に来てくれるとも思っていました……」

「いや、そんな嘘なんてつかなくても、俺は……」

　本当にそうだったかは、この時となっては解わからない。何な故ぜこんな状況になっているのかも理解出来ず、俺はその白い肌がどんどんあらわになっていくのを見守るしかなく。

　ぷち、と。彼女が背中に手を回して、その淡いピンク色の下着のホックを外した時。

「ご、ごめんなさい！」

　慌てて彼女に背を向けた。ごめんなさい、はどうなんだ。もっと「すまん」とか「悪い」とかの方が、夕顔ちゃん的にはイメージが良かったかもしれない。いや、だが待て。今、そのイメージのせいでこういうことになっているのか？　というか、どうしてこんなことになっているんだろう。ついさっき邪よこしまな思いを抱いてしまったりしたからだろうか。

「すみません、門次郎さん……」

　こつ、こつ、と歩み寄ってくる音が聞こえて、思いっきり緊張してしまう。

　服は脱いでも靴は履いているんだな、なんてどうでもいいことを考えていると。

　とんっ。背後から軽く押されて、俺はベッドに座り込んでしまう。

　ぴとっ。そして女の子の、柔らかな生身の体が背中にくっつくのを感じた。

　服越しにも伝わるその温かさに、頭の奥が熱くなっていく。

「ゆ、夕顔ちゃん、ど、どうして……」

　背中に身を寄せる彼女を見ることなんて、出来そうもない。とはいえ、無理矢理引き剥はがすことも出来ない。目が慣れてきてしまっているので、今ならそのあられもない姿をバッチリ目に焼き付けてしまうことが出来るだろう。

　だけど、そんなことをしてしまっていいのだろうか？

「門次郎さんは、こういう時でも優しいのですね……」

　そっと囁ささやく声に。どこか、物悲しげな空気を感じた。

「夕顔ちゃん……？」

「……本当は、門もん次じ郎ろうさんが……こう……野獣のように襲ってきても、ＯＫなつもりで、いたんです……その為ために、お風ふ呂ろもしっかり、入って。……いい香りのする、シャンプーとリンスとコンディショナーで髪もしっかり洗って……し、下着も、一番、お気に入りで、大人っぽいのを、選んだんですから……」

「そ、そう、なのか……」

　さっき見てしまった下着姿を思い出して、ごくっと喉のどを鳴らす。小柄で、やや幼い体つきだったけれど、だからこそ、何な故ぜか背徳感を刺激するような、そんな半裸体だった。

　今、振り向いてその姿を見れば……俺は理性を保てるだろうか。

　しかし、どうしてだろう。椎しい名な町まち先輩の時は、確かにドキドキしたものの理性が頑張ってくれた。だが今は、俺の中の『たが』のようなものが外れそうになっている。

　この、彼女から漂う甘いような酸っぱいような香りのせいだろうか？　何故か、どうしても夕ゆう顔がおちゃんのことが頭から離れない。その華きや奢しやな体を想像しないようにすればするほど、肌の質、艶つや、息遣い、潤んだ瞳ひとみ、火照った顔……全すべてが鮮明に思い出せてならない。

　ここまでくればはっきり解わかる。これは、何かの異常だった。

「襲われても、仕方ないのです……わたしの血は、八や幡はたの血は、異能の持ち主には特に美お味いしそうに感じるらしいですから……ですから、男性のナイツの方は……わたしを、めちゃめちゃにしたくなる、らしいです……そう、言われて、育って来ました……」

「い、いやいや、そうならなんで!?」

　血の力。そういうのもあるのか、と頭のどこかで冷静に把握しつつ。だとすれば、夕顔ちゃんに抱いてしまっていた劣情にも理由が出来てしまった。だけど心のどこかで、そんな理由で彼女が欲しくなるのは間違っている。そう叫ぶ俺がいる。

「ダメだ、夕顔ちゃん。俺なら平気かと思ったからかもしれないけど、俺も結構、我慢しないと、らしいし。そういう理由で夕顔ちゃんのことを、そう見るのは、俺としてはこう、納得いかないというか、なんというか、そもそも夕顔ちゃんは……っ」

「……わたしは、……門次郎さんになら……いい、かな、と」

　とん。頭を背中に当てられ、その額の熱を感じるだけで、俺の中で何かが蠢うごめいた。

『八幡』の血に俺の『タナトス』が反応したということなんだろうか。

　こめかみから上がとても熱く感じて、意識がぼんやりしてくる。

「だ、ダメだ、夕顔ちゃん。俺、そういう理由で、夕顔ちゃんを、なんというか、そういうことするの、何か違っている、気が、するから……っ」

「……ほんとう、優しいんですね、門次郎さんって」

　ぐりぐりと頭が非難がましく押し付けられる。俺の中の何かが少しずつ壊されていく。

　このまま、彼女へ振り向いて。その体を自分のものに出来たらどんなに。

　白い肌に手を這はい回し、上気した体の温かさを自分の体に覚えこませ、そして俺の体のこともこの子に教え込む、なんてことが出来れば……。

　ピクッ、と手が動きそうになり、俺は慌ててメガネを上げようとして。

「……門もん次じ郎ろうさん、ありがとうございます。でも……ごめんなさい」

　彼女の声に、涙が混ざった瞬間。




　ドクンッ!!




　俺の胸から、赤い鋭利な先端が飛び出していた。

　ああ、これは見覚えがある。前にも俺はこうされたことがあった。

　それは本来、人生において一度しか経験出来ないはずのもので。

　そして、最初に体験させてくれたヤツは今いま頃ごろ上の階でのんびりしていて。

　今回も、俺は──。

「殺しちゃって……ごめんなさい……ひくっ」

　夕ゆう顔がおちゃんの泣き声を聞きながら、俺の体は前のめりに倒れた。

　ドクンドクンと心臓が脈打つ度に、赤い血が床に広がっていく。

「か、はっ……」

　喉のどの奥からも血がこみ上げてきた。どうやら鋭利なナイフのようなもので貫かれたようだ。識しきの従姉妹いとこなら、そういう道具を持っていてもおかしくない。しかし、心臓部に直撃というわけではなかったので、即死ではなかった。













　それにしても、泣きながら、謝りながら殺す、なんてどういうことだろうか。

　彼女に対して、恨みとか、怒りとかは全く浮かばない。むしろ心配になる辺り、俺はどこかおかしいのかもしれない。だけど、それが『俺』なのだとしたら、意識を失う前に。

　──完全に死んでしまう前に。




「……いいって。俺がつらいのは……君がそんなに苦しかったことに、気付けなかったことだけだから……な……」




　それだけ伝えて。少しでも彼女の罪悪感が薄れることを祈りながら。




　俺は、またも『死』を迎えたのだった。
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　ぼんやりと、暗くら闇やみの中を漂う夢を見ていた。




　ここに来るのは三度目だろうか。それとも、何度か来ていて覚えていないのかもしれない。以前は確か、ここに母さんがいたのだが……。つまり、俺の心は消え去ってしまったのか？　いや、自分の身に起きたことをなるべく落ち着いて振り返ってみる。

　そう──俺を刺したのは夕ゆう顔がおちゃんだ。突き立てられたナイフが何度も捻ひねられることはなかったものの、その後の出血多量で死亡してしまったのだろう。実際はナイフで貫いただけであれば抵抗して暴れる可能性がある為ため、内臓をズタズタにする為に捻りを入れて、激痛による体の反射で硬直を発生させる必要がある。

　だが、それをしなかったということから、彼女は俺や久く宝ほうのように殺しの技に精通している身ではないのかもしれない。

　ともあれ。何な故ぜ彼女が俺を殺さなければいけなかったのか、というのはさっぱり解わからない。現状で考えたところで、その情報は得られていないだろう。

　謝罪もしていたことから、実は嫌われていた……憎まれていたわけではなかったと思いたい。好かれていると思って浮かれていたら実は嫌われていました、なんてショック過ぎる。ここは自分の心を守る為にも、割と好かれていたけれど刺す必要性があった。そう考えることにしよう。

　しかし、場所は書斎。椎しい名な町まち先輩は自室でみんなに守られている。俺は調査を続けると連絡してしまった。俺の死体が発見されて、先輩に生き返らせて貰もらうまでに結構時間がかかるかもしれない。識しき辺りが色々解決して、目が覚めたら全部バッチリハッピーエンドになっていて、死んだ俺も生き返ったのでお咎とがめなし。とかなっていれば万々歳なのだが、そう上う手まくいってくれるだろうか？




「うーん、そう上手くはいかないと思うわよ？」




　どこからともなく、聞き覚えのある声が響いてきた。声の主を探そうと体を捻ると。

「ふふっ、モンジローさん、殺されちゃったのねっ」

　すぐ目の前に、夕顔──いや、この笑顔からして朝あさ顔がおっぽい人物がいた。髪を下ろしているから、どちらとも解らない。その顔が、それはもう目の前数センチほどの場所にある。このまま「チュ」とか出来てしまいそうな距離に。

「こんな状況でそんなことを考えるなんて、モンジローさんってばエッチッ！」

　どうやらこうして考えていることは全すべて言葉として伝わっているようだ。向こうの思考はさっぱり解らないのに、こちらだけ筒抜けというのはなんとなく理不尽なものを感じる。

「それは仕方ないと思うわよ。モンジローさんと私では年季が違うもん。えへんっ」

　得意気に胸を張る仕草は、現実世界の朝あさ顔がおよりもなんだか様になっていた。

　服装は白いワンピースのようなものを着ていて、和風メイド服姿の時よりもイメージ的には清せい楚そなお姉さんっぽい雰囲気を纏まとっている。

「年季？」

「ふふっ」

　年季については答えてくれるつもりはないようだ。お姉さんぶりたい、という意味なら解わからなくもないのだが。

「それにしても、夕ゆう顔がおったら。あんなに大胆なことするなんてビックリだよね」

　確かに。彼女の半裸体は……とても蠱こ惑わく的だった。恥ずかしそうに震える白い肌。滑らかなライン。ほんのり染まる朱色の頬ほお。女性的な魅力はまだ発展途上なのかもしれないが、そこに存在している危うさと覚悟が、その姿をより扇情的に見せていたのかもしれない。

　それが『八や幡はた』の血のせいであるならば、彼女はどんなにそれを恐れて生きてきただろう。近くに男性のナイツがいたら襲われるかもしれない。自分を利用しようとする者が現れるかもしれない。実際、そういう目で見られたことだってあるのではなかろうか？

　当人の意志と関係なく、そんな状況にずっと晒さらされてきたのだ。好かれたい人、好かれたくない人、そのどちらも関係なく、ただただ『血』のせいで求められてしまう少女。

　そんなの。──殺し屋の血を引いているせいで心を失う可能性がある俺なんかよりも、よっぽどつらくて怖いに違いない。

「うわー、モンジローさんってば、自分を刺した子のこと、そんな風に考えちゃうんだ」

　朝顔はすっかり感心して口をＯの字に開いていた。驚かれても仕方ない。彼女の境遇を考えれば考えるほど、妙な悔しさみたいなものが浮かぶのだ。出来れば俺もなんとかしてやりたいのだが、いかんせん今は彼女に殺されてしまった身である。

「んー、本来、死っていうのはそれでおしまい、ということよね。でも、モンジローさんにとってはそういうものじゃない、生き返ることがほぼ確定だから、余裕なの？」

　言われて、ズキンと胸が痛んだ。

　そうか。死なないということで当たり前に考えていたが、本来『殺された人』というのは『二度と楽しい人生を歩めない』からこそ、殺した人物を恨むものなのだ。

　自分はそうではない。だから、相手のことを考える余裕の態度を取れた？　だとしたら、とんだ驕おごりだ。命の大切さ、心の大事さを何も理解していないことになる。

　……だけど。

　もしも、俺のことを好きになってくれていたかもしれない、夕顔ちゃんが。どうしても、苦しくても、謝罪してでも、俺を殺さなければならない状況だったとしたならば。

　死ぬのは勘弁だったとしても。俺に殺意を持っていたとしても。なんとか、助けてやりたいと思ってしまっていたかもしれない。

　……俺はやっぱり、驕おごっているのだろうか。

「ううん。モンジローさんは誰だれかにストレートに好かれていて、それをとっても嬉うれしく思っているから、だと思うわよ」

　にこやかに否定してくれる朝あさ顔がおの顔には、どこか翳かげりみたいなものを感じる。

　どうしてだろう。さっきまで会っていたあの朝顔と、今の彼女は何かが違う気がする。

　ここが俺の精神世界だとすれば、この彼女は俺がイメージした幻想だから、ということかもしれない。だが……だとしても、何かが決定的に違う気がした。

「ふふっ」

　その疑問に対して答えるつもりはないのか、彼女は意味深に微笑ほほえむ。

「人は多分、自分のことを本当に好きになってくれる人なら、意外と『殺されちゃってもいいかなー』なんて思っちゃうのかもしれないね。少なくとも、とっても恨まれて、とっても憎まれて、嫌いで嫌いで嫌い過ぎるから殺害、とかよりも全然救いがあるもの」

　そういう……ものなのだろうか。実際に、俺を好きになってくれているかもしれない夕ゆう顔がおちゃんに刺された俺は、確かにそんな気持ちもちょっとはあったのかもしれない。だがそれは、俺が『不死身』という異能に甘んじていたからだと思うし。

「ううん、そうでもないんじゃないかしら？」

　うん？

「モンジローさんのことだから。まだ不死身じゃなかった一回目の死の時も、どうせ別のことを考えたんでしょ？」

　そういえば、確かにそうだ。あの時、俺の目の前で椎しい名な町まち先輩が殺されていた。そして、その直後に俺が殺されて。──思わず感謝してしまったんだ。

　一緒に殺してくれて、ありがとう、と。

「そういう、心が未熟な……まだまだ人間らしくないモンジローさんだからこそ、人間じゃなくても人間らしい人たちにとっては面白く見えるのかもしれないね」

　人間じゃなくても、人間らしい。それは先輩や藤ふじ里さとのような、ロードたちのことだろうか。それとも識しきや久く宝ほう、夕顔ちゃんのように特別な環境で生きてきた子たちだろうか。

「生き返ったとしてもね。自分の好きな人を殺してしまった事実というのは変えられないものだと思うの。だから、モンジローさんがそんな子たちにどう接するのか、というのは今後の課題なのかもしれないわよ」

　朝顔の言葉は胸の奥に染み渡るようだった。まだ、ちゃんとした人間らしさをきちんと持っていない俺にとって、そのお姉さんっぽい発言はとても有り難いものだ。

　だからとても、感謝の念が浮かぶ。

「いいって。三さん途ずの川かわを渡れないモンジローさんは、もしかしたら死んじゃった人たちとか、死ぬかもしれない人たちにとっての希望みたいなものかもしれないんだから」

　それは一体、どういう意味なんだろう。

　言葉の意味を深く考えているうちに、暗黒の世界が少しずつ明るくなってきた。

「あ、もう時間みたい。結構早いなー。識しきさまったら、意外と本気でモンジローさんのこと、好きだったりするのかもしれないね？　こんなに発見が早いなんて、それこそ心配してそわそわしてない限り無理だと思うもの」

　そうなんだろうか。あの識が心配でそわそわとかまるで想像出来ないんだが。ともあれ、識が俺の死体を発見してくれて、そして先輩に報告してくれたということだろう。

「夕ゆう顔がおのことよろしく頼んでもいい？　あの子、思いつめちゃってるだろうから」

　まあ、勿もち論ろんなんとかするつもりだった。そもそも俺は不死身というずるい体なわけだし、だとしたら彼女が心を痛めるのは『怪け我がをさせちゃった』くらいでいいはずなわけだ。

「うーん、そういうわけにもいかないんだけど……まあいいわ。まかせたわね！」

　まかせて！　が口癖だった朝あさ顔がおにそう言われると、やっぱり違和感を覚えてしまった。

　この朝顔は本当に、あの朝顔なのだろうか？

　そんな疑問を感じている俺には微笑ほほえむだけで何も答えず。




　やがて、視界は光に包まれていった。






【第二話】Second Story　心ハートと傷ハート










■朝顔（あさがお）：検索結果




　・ヒルガオ科の蔓つる性の一年草。

　・夏の朝に咲く花のこと

　・物事の衰えやすいことのたとえ。

　・日本ではポピュラーな花。




　・花言葉は「はかない恋」










　目を覚ますと、椎しい名な町まち先輩の大胆な胸の下側が見えた。

　それだけで「ああ、生き返って良かった」とちょっとした感動を覚える。

　……ちょっとした？　もっと感動を覚えていいはずなのに少し自分に違和感を覚えた。

「あ、お目覚めですか、次じ郎ろう君」

　ひょこっ、とその山から顔を出してくれた先輩の眉まゆは下がっていて、とても心配そうに歪ゆがめられている。無理もない。この館やかたの誰だれかが俺を殺すなんて夢にも思っていなかったのだろう。半ば安心していたところに俺の死が訪れたのだから、先輩だって不安になってしまうのは仕方ない。

　先輩が膝ひざ枕まくらしてくれている場所はどうやら、俺が殺された書斎のベッドの上のようだ。

「すみません、先輩……」

「いえ……ちゃんと目、見えていますか？　呼吸、出来ていますか？」

　それにしても心配し過ぎだ。ちゃんと先輩の胸の大きさも見えているし、先輩の愛らしいお顔だって目に焼き付けている。呼吸が興奮で荒くならないようにするのが大変かもしれないと思ったが、意外と頭は冷静だった。

　いや、やはりこの冷静さは少しおかしい。先輩の太ももの感触は柔らかく、かなり近くに感じている。その体温を熱く感じるのも、先輩が強く熱を持っているからだろう。だが、こんな状況にありながら俺はドキドキしていない。

　もしかして、メガネが外れているのだろうか。だとしたら早くあのメガネを装着しなくては。あれは俺の心をキープする為ための暗示装置みたいなものだ。寝る時や風ふ呂ろ場ば以外で外してものを見る時に、意識をスイッチする為のもの。だからこそ、あれを外したまま誰かと接するという行為は、俺の『心』が少しずつ消えていってしまい、やがては感情のない『殺人機械キリングマシーン』に戻ってしまうことに繋つながるかもしれないのだ。

　そう思って目元に手を当てると、そこには慣れ親しんだ伊だ達てメガネの感触があった。

　メガネはしている。だというのに、俺は周囲の状況を情報として認識し、あまり心が揺れ動かないという感覚を味わっている。そう、今の状況に対してもほとんど焦りを感じていないのだ。

　これは──椎名町先輩を助ける為に、藤ふじ里さとと戦った時に使った状態。

　心を完全に消去することで『完全な殺人機械キリングマシーン』として動けるようになった、あの時の状態に少しずつ近付いているということだ。

　それに対して恐怖を感じないということが既に、危険性が高い。

「次郎君……」

　そして考え込んでいる俺を心配する先輩がいる。

　彼女にそんな顔をして欲しくない。安心して欲しい。笑って欲しい。

　そう思う気持ちは強く残っていることに、俺は安心を覚えた。

「目覚め立てで動転しているのかもしれませんが、意識がはっきりあるのは確かです」

「そう……ですか。なら、いいのですが」

　先輩は安心するよりも、何か不安を維持したままの表情を浮かべていた。

「識しきさんが、次じ郎ろう君が遅い、夜よ這ばいされているかもしれない、と探しに行くと言い出したので、様子を見に行くようお願いしたんです。そうしたら、書斎で血ち塗まみれになって死んでいる次郎君を見つけた、と……」

　夜這いされているかもしれない、という理由はどうなんだと思いつつ。

　あながち間違っているわけでもない辺り、あいつの鋭さも流石さすがだった。

「その後は落ち着いて、私を呼びに戻って来てくれまして。今は書斎の前で待機してくれています。その……生き返らせるところは、見られたくありませんでしたので……」

　先輩が照れた顔で視線を逸そらしてしまった。やはり俺が生き返る方法は、先輩にしてみると恥ずかしい何かなのかもしれない。ただ、俺がそれを把握したり理解したりすることはそれこそ一生ないのだ。死んでいる時のことは覚えられない。これが俺にとっての『死の悔しさ』というものなのかもしれない。

　だが今はそんな悔しさに胸が締め付けられることもなかった。というより、むしろなんだか胸が軽いような、スカスカするような、不思議な違和感が……。

「本当に大丈夫ですか、次郎君？」

「ええと……意識ははっきりしているのは確かですが、そんなに確認しなければいけないほどの状況が何か発生しているのでしょうか」

　確認してみると、先輩の視線は俺の顔ではなく……胸の辺りに移動した。

　俺がなんとなくその辺りに手を当ててみると。傷は塞ふさがっているものの、慣れ親しんだ感覚がない。胸に当てた手に、返ってくる……反応がない。

　これは、もしや。

「次郎君、実は……心臓が、ないんです」

「……なんですって」

　そう、俺の胸からは鼓動が一切感じられなかった。

　だというのに、俺の体は今現在生命活動を継続しているらしい。

　心臓がないのに生きている、なんて。そんなの、常識を超え過ぎている。

「今、次郎君は私の命とリンクしているので……多分、私の心臓が頑張っている限り、次郎君の血もきちんと巡っているのだと思います」

　自分の脈を測ってみると、確かにとくんとくんと動いていた。そしてそれは、先輩の大だい腿たい動脈……足の付け根にある脈拍に酷似している気がする。先輩のそんな場所の脈拍を感じるなんてとても恐れ多いことをしているというのに、ドキドキする心臓がないというだけでこんなにも冷静になれてしまっていることにも驚いた。

　そうか、心臓がないからこそ、俺はこんなにも感情が薄れているのか。

　感情は血液循環に影響することが多い。照れれば赤くなるし、嬉うれしければドキドキする。だが、それらも心臓がなければ出来ないのだ。

「……ふはぁ……」

　自分の胸元を何度撫なでても、そこには何も入っていないように感じられた。

　それからようやく部屋を見回してみる。俺から無理矢理心臓を引き抜いたのだろう。凄すごく大量の血が飛び散っていて、床も本棚も真っ赤に染まっていた。いくつかの本にも血がかかってしまっていて、乾いてしまったら読めなくなってしまいそうだ。本って洗ったり出来ないんだろうか。

「ええと、次じ郎ろう君」

「あ、はい」

「実は、このままだと私の命もまた、二人分の体を支えることが出来なくなって、衰弱死してしまうんです」

「なんですって」

　途端に焦りの感情が浮かんできた。同時に納得もする。先輩の命と俺の命は繋つながっている、というのは聞いていた。つまり先輩が命を失うと、俺も死んでしまうというものだ。

　命がリンクしている、と仮定した場合。先輩一人の命で俺と先輩二人分の命を同時に保ち続けるというのは、確かに負荷がかかることだろう。

　すぐに死体に戻して下さい！　とお願いしたいところだが。先輩が俺を生き返らせたということは……俺に、この件を解決させたい、ということに違いない。

　──『危険日』だというのに。自分の身を、危険に晒さらしてでも。

「タイムリミットは、どれくらいですか」

　きちんと先輩の意図を把握した、と伝える為ために時間を確認する。

　先輩はちょっとだけ安心したように吐息を零こぼして。

「大体夜明けくらいまでに次郎君の心臓を取り戻していただかないと……です」

　夜明けが来たら、このままだと先輩は死んでしまう。

　つまり、危険日の物語が成立してしまう、ということか。

　結局物語の意味は解わからないままだったが、原因が俺になってしまうというのは確かだ。

「すみません先輩、守るべき俺が先輩を危険な目に遭わせてしまって」

「いえ、それは問題ないんです。次郎君のせいで危なかったり、怖かったりするのは、私は全然問題ないんですよ」

　そう、微笑ほほえんでくれることが、今の俺には少し嬉しかった。

　嬉しさを感じているということは、俺の心はまだまだ大丈夫ということ。

　この『焦り』みたいなものも併せて、大事に消えないようにしなければ。

　それもまた、俺にとってのタイムリミットだった。

　──犯人は解わかっている。夕ゆう顔がおちゃんだ。

　彼女が俺を刺し、そして何らかの理由があって心臓を持ち去ったのだろう。

　どうしてそんなことをしたのかはさっぱり解らないが、彼女に会うことはそんなに難しくないはずだ。この台風の中、双子の姉である朝あさ顔がおが吹き飛ばされそうになっていたくらいの暴風雨の中に飛び出して、同じ体格の夕顔ちゃんが館やかたから出られたとも思えないし。

「実は……今回、犯人は誰だれなのか知っているんです」

「あ、そうなんですね？　背後から刺されていたので、また、てっきり……」

　前回も背後から刺されたものの、今回は直前まで一緒にいた人物は一人だ。

　あそこで誰かと入れ替わったということも考えられなくはないが、背中に感じたあの甘い声と香り、そして柔らかさなどは夕顔ちゃんのものだった。だから確定で間違いない。

　だけど。

「ですが、それが誰なのかは話せません」

　夕顔ちゃんだ、と告げるのは簡単なことだった。だけど、彼女は椎しい名な町まち先輩ではなく俺を狙ねらった。そこには何か意味があるはずで、もしかしたら先輩と敵対したい、という理由はないかもしれないのだ。

　当然、先輩としては自分のナイツを殺した犯人を知りたいと思うが……。

「ならＯＫです、次じ郎ろう君」

　あっさりと受け入れてくれて、俺は少し目を丸くしてしまった。

「え、えーと？」

「次郎君が私に話せないということは、話せない事情があるんだと思うんです。勿もち論ろん、気になっちゃうのは確かなのですけれど、でも私は次郎君の心を一番大事にしたいので」

　先輩は。そうやって俺のことをとても気遣ってくれている。

　胸で何かを感じることは出来ないけれど、それが嬉うれしくて目頭は熱くなった。

「先輩、俺がなんとか解決してきます。俺の心臓を取り戻し、きちんとみんなで……笑って明日を迎えられるようにします。なので、信じて待っていてくれませんか？」

「はい、そうしますので……必ず、無事に戻ってきて下さいね？」

　先輩はそっと俺の額を撫なでて笑いかけてくれた。この人の為ために、この人が心を痛めない解決方法を探す。それが俺の方針になる。

「会話は終了しましたか」

　識しきがドアを開けて入ってくると、俺は先輩の膝ひざ枕まくらから体を起こした。

「俺を見つけてくれてありがとうな、識」

「いえ。この事態を想定し、心臓に斬ざん糸しを打ち込んでおくべきでした」

　こんな事態を想定してそんなことをされていたら、俺は気が気でなかったと思う。

「先輩～、迎えに来たよー」

「支えが必要だと思ってね」

　そしてドアからは藤ふじ里さとと久く宝ほうも顔を覗のぞかせてくれた。

　振り向けば、先輩は正座したまま立てないでいる。

　──それくらい、二人分の命を支えるというのは大変なことなのだろう。

「後は二人に任せて。自分と門もん次じ郎ろうは捜索に出発しましょう」

「ん、そうだな」

　俺は識しきの提案に頷うなずくと、先輩に手を差し出す。

「……多分、私は少しでも長く体力を維持する為ために、完全に眠ってしまっていると思いますので。起きたら、バッチリ解決している、そんなのを夢見ていますね、次じ郎ろう君」

「ええ、任せて下さい」

　先輩は俺の手を握ってくれたので、そのまま引き寄せて立たせると、やって来た久宝にその身を預ける。先輩に負担をかけない為にも俺は全速力での解決をするだけだ。

「藤里、久宝、先輩を頼む」

「ううん、モンジローくんこそ。色々頑張って『危険日』回避してあげてね？」

「うん。私たちに手伝えることなら何でもするよ。だから門次郎先輩も気を付けて」

　二人の優しい言葉に感動する心があることに安心しつつ。

「じゃあ、行こう識」

「了解しました」

　俺は識を伴って、先に書斎を出たのだった。





　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■






「まず最初に通達します。その状態では常に心の動作にご注意を。『感情』と血液の動きは影響があると考察されています。従って、心臓喪失状態が継続すれば、門次郎の心は再び消失する可能性を有します」

　廊下を歩きながら、識は淡々とその情報を伝えてくれた。

「ああ、理解している」

　その可能性に関しては先ほど自分で検証したし、身に染みて実感もしている。

　少しずつ感覚は鋭敏になり、周囲の情報を認識し易やすくなっていた。そして、外敵が現れた場合にどう対処すべきか。或あるいは、どのような可能性の襲撃が考えられるか、など。明らかに『殺人機械キリングマシーン』に近い合理性を持ったものに近づきつつある。

「無理矢理、感情を動かす為に、自分に欲情してみることも推薦します」

　じっ、と青い目で見上げられてしまった。

　なるほど、情欲は確かに感情に割と直結している。

　識しきみたいにオープンでＯＫを出してくれる女性相手にならば……。

　今の識は浴衣美人だ。学生服に白衣というお馴な染じみスタイルでは色香は薄いが、実際の彼女は目を見張るような美少女。特に、どうやら性的なことにも興味津々の様子だし、椎しい名な町まち先輩に対する俺の気持ちを知っていてなお問題ないと言い張る相手。

　だからこそ、そういう対象に最もふさわしいのではないか。

　だが、そこまで考えて、俺はすぐさま反省した。

　識に対してなんて失礼なことを考えてしまっていたのか。当人がＯＫと言っていても、そんな乱れた関係は良くないに決まっている。識は恩人なのだから、もっととことん大事にしなければいけないのに。俺というヤツは。

　──この、すぐに後悔出来る気持ちがあるうちは問題ないかもしれない。

「まだ大丈夫なようだ」

「そうですか……」

　なんで残念そうなんだ、と思いつつ。先輩のタイムリミットには当然間に合わせなければならないが、俺自身にもかなりの制限時間が設けられているのは確かだった。

　いざという時は本当に、情欲を利用して……。

　いやいや、落ち着け桜さくら田だ門もん次じ郎ろう。それは最低男だ。椎名町先輩が悲しむ。

　すぐにそちらに走ろうとするのは、もしかして合理的な判断なんだろうか。感情と合理性というのはもしかすると両立出来るのかもしれない。つまり、合理的に情欲を支配することが出来れば。いや、だから、何を自己弁護に使おうとしているのだ俺は。

「ぐおお……」

「大変そうですね」

「主に識の提案のせいだけどな」

「自分はエブリデイエブリタイムＯＫですので」

　なんで横文字を使ったんだ。内心そんなツッコミを入れつつ、識といる限りは心が揺れ動きまくるのは確かだった。こいつといる間は、少し安心して行動してもいいのかもしれない。……そういう風に、気を遣ってくれている、ということなのだろうし。

「しかし、どうして俺は心臓を奪われたのだろうか？」

　だから、疑問に思ったことや知らないことを、とにかく話しまくることにした。

「それは容易に返答が可能です。ナイツは体内、体外、何ど処こかに『異能核』……コアと呼称される部位を所持します」

「……コア？」

「はい。門もん次じ郎ろうの『神しん性せい異い能のうタナトス』のコアは正しく心臓部。そして自分のコアは、この片目です」

　識しきは髪をかき上げて金色の方の目を見せてくれた。

　見ているだけで不思議な気持ちになり、吸い込まれそうになるその瞳ひとみ。

　彼女の『妖よう魔ま異い能のうサトリ』のコアがそこにある、と言われれば納得出来るものだった。

「従って、外部にそのコア情報が存在しない場合、内部に有する。特に『不死身』のように身体状況に影響のある異能であれば、体内器官でも重要な箇所と推測可能です」

「つまり、タナトスのコアが心臓っていうのは考えれば解わかるってことか」

「おそらくは。異能に対する知識と、対象を観察する目を有するならば、比較的誰だれでも推論可能でしょう」

　つまり、夕ゆう顔がおちゃんは俺の異能を知っていて、心臓にコアがあると予想していた、ということなんだな。八や幡はたの家は異能とも縁が深いということも言っていたし。知識も識なみに所持していてもおかしくない。

「心臓がなくなったのに生きている、というのはとても不思議な気分なわけだが……」

「はい」

「そのコアを破壊されたらどうなるんだ？」

　確か今は、椎しい名な町まち先輩が命を支えてくれているから生きられているはずだ。

「殺害者が心臓を破壊すれば、コアも破壊され門もん次じ郎ろうは死亡します」

　つまり、俺の命はきっちり握られたままということか。

　いつでも殺すことが出来る。それをしないということは何かの交渉に使うつもりか？

　夕顔ちゃんがそこまでして欲しいものっていうのは、何なんだろう？

「それで。殺害者は朝あさ顔がおですか」

　そう尋ねられ、俺は一瞬だけ何を言われたのか解らなかった。

　ずっと藤ふじ里さとや久く宝ほうと一緒にいた識にとって、疑わしいのは姉妹二人のどちらかなのは当たり前だろう。俺も、それを否定するつもりはないし、何より嘘うそをついても仕方ない。だが最初に朝顔を疑ったことに驚いてしまった。

　すぐに、性格的に夕顔ちゃんは誰かを殺しそうにないからか、と納得する。

「いや。夕顔ちゃんだった。彼女に、話があると言われて……書斎に連れられたんだ」

「夕顔が？」

　珍しく、驚いたような声が識から漏れる。

「……門次郎が夕顔に対して何もないのに背中を向け、殺害されるまで待機を継続するとは想像不能です。詳細を」

「うぐ……ええと、だな……夕顔ちゃんが、その……服を、脱ぎ始めてだな……」

「………………」

　識の青い瞳に、何やら感情が浮かんだような気がする。

　とはいえ、そのまま続けないわけにはいかないので、ぽつぽつと語った。

「下着姿になったところで、その。その先を見るわけにはいかないから、と。背中を向けて、待機、しました……」

　識しきの言い回しを真ま似ねしてしまうのはちょっとした罪悪感からだ。

『また女性のそういうのに惑わされて』みたいな。

　だからってあのままじーっと見ていることなんて出来なかったのもまた、事実。

　そういうことが出来るほどのメンタルに成長しないといけないということだろうか？

「納得しました。門もん次じ郎ろう殺害は本当に容易ですね」

　その言葉にちょっとした刺とげを感じて、痛まないはずの胸が痛む。

「ですが、双子は容易に入れ替わりが可能です。夕ゆう顔がおは非常に真似し易やすい性格です」

　そう言われてみれば、髪型と性格くらいでしか二人を判別していなかった。

　明らかに元気なのが朝あさ顔がおで、夕顔ちゃんは引っ込み思案で物静か。

　おかげで間違えることはないと安心していたのだが、入れ替わりでどちらかがどちらかを演じていた、となれば確かに今日会ったばかりの俺では見分けがつかない。

「確か、俺が中庭の木を縛るのを手伝った後……朝顔は先輩の部屋に向かったはず」

「はい。すぐに門次郎たちも参上するから夜通し遊技に耽ふけるつもりと発言していました」

「その後、夕顔ちゃんが来なかったか？」

「いえ」

　確かあの時『わたしはお姉ちゃんたちに、ちょっと用事があるって伝えて来ますから、先に部屋で待っていてくれますか？』と言っていた。だが、来なかったということは、そのままどこかへナイフを手に入れに行っていた、ということだろうか。

「少々待機しても門次郎も夕顔も来ない。これはラブロマンスに違いない。そう考察した朝顔は『ちょっと様子を見てきまーす、にしし』と笑顔で退出しました」

　なるほど。それなら確かに、朝顔が俺を殺しに来たとしてもおかしくないのか。

　夕顔ちゃんが、俺を自分の部屋で待つように伝えて。

　実行犯は朝顔。この可能性は確かになくはない。

　だが夢の中で会った朝顔の印象もあって、俺は違うような気がしていた。

「とりあえず俺の部屋に来て、書斎に連れ出したのは夕顔ちゃんに見えたよ」

「納得しました」

　識は考え込むように、顎あごに手を当てながらスタスタと歩いている。そういえば、どこに向かっているのだろうか。あんなことがあって、俺が生き返るのも知っていたのだとすれば、夕顔ちゃんが大人しく自分の部屋にいるとは思えないのだが。

　案の定、識は夕顔ちゃんの部屋には向かわずに、そのまま進んだ。

　エントランスホール前の廊下に出て、左回りに歩く。

　その先は確か、トイレとお風ふ呂ろ場ばだ。

「そういえば、八や幡はたの血について識しきは知っているのか？」

「八幡家の血、ですか」

　識は考え込む仕草のまま俺へ振り向く。

「ああ。ナイツを……特に異性のナイツを惹ひきつける血を持っている、みたいなことを言っていた。俺もグラグラと頭のなかにもやがかかったみたいに、夕ゆう顔がおちゃんを見ていると……こう、なんというか、男性的な衝動が湧わき上がるのを感じた」

「つまり欲情ですね」

「ぐむっ」

　直球で言われると全く否定が出来ない。

「とはいえ、夕顔ちゃんがあんな大胆なことをするなんて今でも信じられないな。すぐに真っ赤になって、『あわわわー』みたいになっていた子だし。むしろ実は三つ子だったと言われた方が納得出来るくらいだ」

「その可能性は皆無ではありません」

　俺の戯たわ言ごとに、真剣な返事が戻ってきた。

「八幡の家は必ず双子以上が産まれるとされます。そして、その子どもたちは特別な力や技術の才能を持って産まれる可能性が高いそうです。出産の際、母親は高確率で死亡するそうで、八幡家はその子どもたちを『巫み女こ』として育成します。自分が二人と知り合ったのも育成機関でしたので、彼女らが何らかの特殊な技術、或あるいは異能とは呼べない程度の能力を所持していても不思議は存在しません」

「育成機関？」

「実は巫女属性でしたか？」

「あ、いや、普通に可愛かわいいとは思うが……」

　識が当然のように語ったその内容は、俺が殺し屋として育成されていたのとどこか似ているような気がした。彼女も朝あさ顔がおや夕顔ちゃんも、とっくに特別な育てられ方をしていた、ということなのだ。藤ふじ里さとはロードだから当たり前として、久く宝ほうの年齢に反する技術力からして、彼女もかなり過酷な人生を歩んできたはずだし。椎しい名な町まち先輩に至っては、三年くらい前以前の記憶がない、という自身すら知らない過去の秘密を抱えているほど。

　──自分の知り合いの女性たちは全員、そういう『普通じゃない』人生を歩んでいた。だからこそ、平穏で穏やかな日々を過ごすことが楽しいのかもしれない。

　そして、それを守る為ために頑張れるのかもしれない。だったら俺も、ちゃんと頑張ろう。

「門もん次じ郎ろうが内心、熱血になっているのを確認」

「そうなんだが、言われると少し恥ずかしいな」

「感情もまだ正常のようで安心しました」

　恥ずかしさというのはかなり感情的な精神の働きだ。確かに、それが感じられるというのは安心要素のひとつかもしれない。識しきは俺の心を動かすのが本当に上う手まいな。

「それで、えーと。あの姉妹の持つ特殊な技術とか、能力とかってどんなものなんだ？」

「その点に関する情報は所持していません」

「その時からの知り合いの従姉妹いとこなのに、識にはどんなものなのか知らされてないのか」

「八や殿とのと八や幡はたは親密ですが、同盟家ではありませんので」

　同盟家。そんな言葉も初めて聞くものだった。

　藤ふじ里さとと先輩はロードとして同盟を結んでいる。つまり、お互いの情報は共有しつつ、片方が大変だったら手伝う、みたいな形だ。おかげで今は先輩のことを守って貰もらっているし、逆に言えば『俺の身に起きた災難』に彼女らが関かかわらないのも当然と言える。

「つまり、八幡が画策し八殿、並びに自分のロードを陥れる可能性は考察範囲です」

「そう、なのか……？」

　あくまで淡々と。事実をそのまま告げるだけの識の声には……それこそ感情が含まれていないように感じられた。

「識とあの二人は、仲良しだったんじゃないのか？」

「所しよ詮せん、四年以上前の記憶です」

　冷たく言い切る識は、淀よどみのない歩調でスタスタと歩く。

　だが、その手が強く握られているのを見て、俺は考えを改めた。

『その可能性がある』のは確かで、仲良しだったのは四年より前のことだが。

　識自身は、彼女たちが自分たちと敵対しているというのを悔しく思っている。

　そういうことなのかもしれない。

「識は……」

「はい」

「彼女らに……何か事情があったとしたら、どうするんだ？」

　その言葉を受けて、彼女の足がピッタリと止まった。

　そして、長い髪をふわりと舞わせて振り向くと。

「事情が存在するのは決定事項です、門もん次じ郎ろう。自分は……」

　そして、その続きを言いかけて、言葉を止めて考え込むように俯うつむく。

「うん、識は？」

「自分は……その事情を知り、把握しても。彼女たちに協力出来ない可能性が高いことに。少々無力感を覚える程度には、彼女たちに好意を抱いています」

　握っていた拳こぶしを、そのまま胸に当てて、ただじっと俺を見つめる識。

　そこには、本当に珍しく……彼女自身の感情が表れていた。

　おかげで、俺の中にも熱いものがこみ上げる。

　感情表現や言葉選びが苦手な識が、ここまでの気持ちを見せてくれたのだ。

　俺が、それに乗ってやらないでどうする。

「事情を知って、それでも上う手まくやる方法、全力で考えよう。俺だって、殺してなんとかする、みたいな解決だけは絶対に嫌だ」

「門もん次じ郎ろう……」

　俺の技は確かに殺しの技だ。だけど、だからこそ誰だれも傷付けない、誰も殺したりしないで済む、そんな形で解決したい。ぶっちゃけ、死ぬのは不死身の俺だけにしたい。

「……それはあの姉妹が大事に思えたからですか、門次郎。それとも……」

「うん？」

「…………いえ。何でもありません」

　識しきは再び、くるっと背中を向けてしまうと、ゆっくりと歩き出した。

　それとも。その言葉の続きはなんとなく想像は出来るものの、今の俺が勝手に答えるものではないだろう。だから、心臓を取り戻し。本当の『俺』の心を取り返した時に。

　そうしたら識にちゃんと伝えるとしよう。

　そう思ったのだった。







　識と共に辿たどり着いたのは風ふ呂ろ場ばだった。

　一階のトイレは男女別に用意されているが、普通の別荘だけあって大浴場は共用だった。だからといって男女が一緒に入るわけではないのだが、それだけで少し気になる。今はドキドキする心臓がないので、なんとなく心もとない。

「貴方あなたの心臓を手にしたならば……まず最初に、必ず血液の処理が必要です。館やかたで処理が行えるのは風呂場のみと想定し、調査します」

　ガラッと横開きの扉を開くと、大きめの脱衣所が広がっていた。磨すりガラス戸の向こうに大浴場があり、こちらからはまだ中を見ることは出来ない。

「また、以降も心臓を所持する場合、部屋に保管するより水場の可能性はあるかと」

「そうなのか？」

　自分の胸辺りに触れながら尋ね返す。いつもドクンドクンいっていたものが何もないというのは、頼りない感覚だった。確か、心臓といえば男性の拳こぶしくらいあるはずだ。部屋の中に持ち込んでいてもおかしくないサイズだろう。

「まず貴方の心臓を、水で洗浄する必要があります」

「まあ、血ち塗まみれだろうからな」

　そもそも、その血を供給する為ために最も大事な器官だ。

　と、なるとそうか。まだ心臓の中に血液が残っていた場合、中から噴き出してしまうかもしれない。だから水場に保管している可能性があるのか？

「識しきは心臓を手に入れたことでもあるのか」

　そんな想像、全くしたことがなかったので思わず尋ねてみる。

「門もん次じ郎ろうが死亡するパターンとして様々な死因を想定した際、心臓を停止、切除、隔離、というのも随分考察しました」

「……随分も考察したのか……」

「はい。かなり。寝る間も惜しんで」

　それだけ情熱的に俺の死を考えてくれたというのを喜んでいいものなのだろうか。

「そんなことを考えるのは……いや、いい。もういい」

「？」

　しかし、ともあれ。ともあれだ。

　不思議そうに首を傾かしげているが、今は識のそれにツッコミを入れている場合ではない。

「水場と言えば、部屋にもシャワールームってあるよな？」

「門次郎の心臓がまだ脈動を繰り返し、次々に血液を放出していた場合。何らかの袋に封入したとしても足や体に付着した血液が階段に残留していると予測しました。ですが、階段を移動する際にそれらしいものは発見されませんでした」

　だから同じ階にあるこの風ふ呂ろ場ばで処理をした、そう考えるということか。

　刺しただけでも返り血は浴びるだろうし、それでなくても書斎は血が飛び散っていた。血も液体なので、棚や壁にぶつかれば跳ねて自分に返ってくることもある。そんな状態のまま廊下を移動し、階段を登り、自分の部屋に……とすれば、何らかの痕こん跡せきが残ってしまうのは確かだろう。だが、書斎から風呂場までならば廊下の掃除をすればいいだけだ。モップと洗剤があれば簡単に拭ふき取れるだろうし、この館やかたを管理する為ためにやって来た姉妹ならばそれくらい簡単にこなしてしまうはず。

「もっとも、キッチンの可能性も存在します。この場の後、そちらに向かいましょう」

「水場と言えば台所とトイレだもんな」

　いくらなんでも、俺の心臓を女子トイレで洗ったとかあまり考えたくはない。

　ただ、俺が入れないという点においては絶好の隠し場所なのかもしれないが。

「では入浴しましょう」

「その言い方はどうかと思うけどな」

「では混浴しましょう」

「もっと悪くなったので普通に風呂場に向かう、でいこう」

　そんなことを言い合いながら、俺は磨すりガラスの戸をガラリと開く。

　そこには──。







　無数の、バラバラ死体が浮かんでいた。







「っ」

　息を呑のむ程度で済んだのは、それを見て一瞬大きく跳ねる心臓がなかったからだ。

　だから、その情景を見た瞬間には、それらをきちんと把握して見ている自分がいた。

　無数の手、無数の足。何人分だろうか、五人や六人では到底数えきれないような手足が湯船の中から伸びている。見れば頭と胴体も風ふ呂ろ場ばの片隅に山となっており、その所々から綺き麗れいな切断面が見えた。髪はボサボサだが、見覚えのある色合いで。少女のような小柄な胴体はあまり起伏のない体つき。そして滑らかな肌……。

　それらは全すべて、夕ゆう顔がおちゃんを想起させるものだった。

　……まさか。

「人形ですね」

　識しきがぽつりと呟つぶやいたおかげで、我に返る。確かに、切断面があまりにも滑らか過ぎた。血が飛び散っている様子もないし、死体にしては全てが綺麗過ぎる。

「人形？　どうしてまた……」

「おそらく……」

　識が言いかけた時。俺は視界の端に何かが動く気配を感じ取り。

　すぐに識の腰回りを右腕に抱えると、そのまま前方にジャンプした。




　ヒュッ！




　それまで俺たちがいた場所に飛んできたのは『足』だった。膝ひざから下の部分。それが、まるで鋭利な刃を投げたかのように──大理石を思わせるフロアに突き刺さっている。

「襲撃だと？」

　もう片方の手でメガネをついっと直してから辺りの気配を探る。

　人の気配、つまり息遣いや臭におい、音は全くない。

　だというのに……複数の『視線』は感じられた。

「自分より先に気付くとは」

　俺の腕に抱えられながら、識が感心したように呟く。

「今の俺は、感情による動揺が少ない状態だからな」

「ぷちカルヴァリオモード、つまりぷちヴァリオですね」

　随分可愛かわいい言い方をされてしまったが『微妙に殺人機械キリングマシーンモード』とか浮かんでいた自分のものよりも全然ましだったのでそっちを採用することにした。

「飛来します」

「解わかっている！」

　識しきを抱えたまま、すぐに大浴場を出ようかと思ったが。そちらに、今度は腕が二本と足がもう一本飛んできたので慌ててバックステップした。

　僅わずかにだが足が滑ったのを見逃さないかのように、別の腕が俺の足元を狙ねらってくる。

「人形使いという技術者がいるのは既知でしたが、念動力のようなもので操作するとは、想像を超越していました」

　惜しみない賞賛を俺の腕の中から送る識。『人形使い』なんて言うからには通常、糸のようなもので操作するのだとは思う。だが、今飛んで来ている手足にそれらはない。

　フロアに突き刺さっていた足だけでなく、湯船に浮かんでいたものたちも全すべてがふわりと浮かびあがる。明らかに操作されていて、糸では出来ない動き。浮かんだ後は何かで弾はじくみたいに一直線に進むことしか出来ないようだが。

　そう相手に思わせるフェイクで、いざという時に曲げてくる可能性もある。まずは単純軌道に慣れさせてから、本命の一撃を加えるというのは戦略として正しい。

　とはいえ。




　ヒュンヒュンヒュン！




　それぞれが、いつだか久く宝ほうが投げたナイフくらいの速度で襲いかかってきていた。

　反してこちらは丸腰だ。武器くらい何か持つべきだと識には言われているのだが、ナイフなんて持ち歩いて警察に捕まった時は言い訳が大変だと断ったのだ。

　足場によっては滑る場所も多いこの場所では、このまま避よけ続けるのも困難だろう。かといって脱出しようにも、磨すりガラス戸に向かおうとすれば一斉攻撃を仕掛けて来るかもしれない。

「自分を抱えていても通常時と遜そん色しよくない動作なのですね」

　右腕に抱えている識は、朝あさ顔がおの時のようにきゃあきゃあ騒いだりはしなかった。こうしている今も、なるべく濡ぬれていない場所を確認しながら走り、お風ふ呂ろ用の椅い子すに乗っかって跳躍し、そのまま一回転して天井を蹴けって、そして着地したというのに。

　俺を追いかけてきているせいか、既に手足によって大浴場内は亀き裂れつだらけになってしまっていた。水道管を傷つけていないのは幸いか。これ以上足場が悪くなったら避け続けられる自信もなくなってしまう。

「おかげで概おおむね準備完了です。次の攻撃は湯船にダイブで回避して下さい」

「湯船に？　そんなことをすれば……いや、解った」

　そんなことをすれば移動が制限され、より回避が困難になるのだが。とはいえ識が……『準備完了』と言っているのだから、それを信じることにした。




　ヒュバッ！




　と思っていたら、さっきまでより数倍も速く『腕』が飛んできて、俺は咄とつ嗟さに湯船に向けて飛び込んでいた。曲げて来るのではなく速度を変えてくるというのも意識はしていたのだが、この速度までは想定していなかった。だからうっかり、飛びながら識しきを手放してしまっていたのだが……。

「動かない方が賢明です八や幡はた夕ゆう顔がお。八や殿とのの斬ざん糸しは既に張り巡らせてありま──わぷ」




　ザパーン！




　俺と識はほぼ同時に、二つの水柱を上げて湯船に落ちた。少しでも識のダメージが減るように、俺は彼女の下敷きになる位置に飛び込んだが……その前に見た光景は、識が両手を前に突き出す姿だった。

　八殿の斬糸。識の特殊な技術であるそれは、彼女の持つ『妖よう魔ま異い能のうサトリ』によって五感を強化することで、指先だけであらゆる動きを可能としている。それこそ、念動力のように糸を操ることで対象を縛ったり、切断したりが出来るのだ。

　識は俺の腕の中で振り回されている間に、この風ふ呂ろ場ばの中に自分の糸を張り巡らせておいたということだろう。驚くべきはその技術で、俺があんなに動きまわったのにその糸に触れることは一切なかった、ということだ。今、識は俺が背中から抱っこする形で沈んでいる。さっさと上がらないとその糸も使えないだろう。

「ぷはっ！」

「……ふぅ」

　すぐに頭を水面から出してメガネを直し、識も同時に息を整えた。

　俺が支える腕の中で、識はその手をさっきのポーズのまま。

　くいっ、と内側に寄せる。




　バシュッ！




　激しい炸さく裂れつ音と共に、大浴場の片隅に積まれていた無数の頭と胴体が弾はじけていた。

「あ……」

　そこには驚いた顔の──夕顔ちゃんがいた。

　どうやら彼女は、あの中に隠れることで俺たちを足止めしていたらしい。

「発見しました、八や幡はた夕ゆう顔がお」

「識しきさま……」

　震える声には覚えがある。あの時、俺を殺す前に囁ささやいていた、あの声とそっくりだ。

　そんな彼女はチラッと俺を見て、識を見て、まだ浮かんだままの無数の手足を見て。

「す、すみません……！」

　そう謝罪を口にすると、そのまま一目散に磨すりガラス戸まで走って、この現状から逃げ出してしまった。

「あっ！」

　追わなければ！　と思った矢先に、ふわりと大量の手足が浮かんでいるのが見える。

「遠隔操作……いえ。自動操作可能ということでしょう」

　俺の腕の中から冷静に数々のそれらを見上げる識。

　……浴衣が体に張り付いていて、その真っ白な肌が透けていた。そういえばこいつ、下着を着けていなかったような、とか思い出す。つまり、今こうして抱き寄せている部分は正に胸の辺りであり、そして濡ぬれて薄くなった衣服はいとも容易たやすく──。

「……識」

「自分としては、このまま門もん次じ郎ろうが浴場で欲情しても問題ないのですが」













　上う手まいことを言ったつもりかもしれないが、現実問題、俺の手は識を支える為ためという名目でその慎つつましくも柔らかく、弾力がきちんとある胸を包んでしまっている。しかも、両手でしっかりと、だ。

「門もん次じ郎ろうが自分にドキドキし、ハァハァし、野獣のようにはならない。というのであれば、単純な接触損として受理します」

「……今、正直なことを言うとだな」

「はい」

「心臓があったら、きっと今までの人生で最速の鼓動を刻んでいたと思うし。──女子の重要箇所に初めて接触してしまったこの経験は、俺の生涯でも忘れられないものとなるだろう。むしろ、感情が薄れているはずの俺をここまで動揺させる識しきは凄すごいのかもしれない」

　全すべて洗いざらい、正直に伝える。と。識の頬ほおがさっと赤くなった。

「………………なら、接触損ではなかったと。自分も羞しゆう恥ちを我慢します」

「すまん、助かる」

「もっとラブ・コメディを続行したい心境ですが、門次郎。夕ゆう顔がおを追跡して下さい。自分がこの場の人形を始末します」

　識は手は前に伸ばしたまま、くいっと指先だけ動かした。

　パシュッ。

　軽い音を立て、入り口付近に集まっていた手足がいくつか、輪切りに切断される。

「解わかった。任せてくれ」

「信頼しています」

　識がパチャッ、と音を立てて湯船から立ち上がると同時に、俺もザバッ！　と水みず飛沫しぶきを上げて駆け出していた。一直線に走る俺の方に向かってくる手足もあったが、途中で無理矢理軌道を変えられたかのように回転し、そのまま輪切りになってフロアに落ちる。

「識……っ」

「振り向き禁止ですっ」

「あ、す、すまんっ」

　戸に着いたから、礼を告げる為ために振り向こうと思ったのだが。

　そういえば今、識の浴衣は透け透け状態なのだった。珍しく、妙に焦ったような声だったことをちょっとだけ気にしながら、慌てて戸を潜くぐり抜けて脱衣所に出る。

「自分の従姉妹いとこを宜よろしくお願いします、門次郎。そして心臓を取り戻した後、自分と先程のラブ・コメディの続きを」

「ああ……考えておく！」

　背後から聞こえた声に返事をすると。

「はい」

　更に珍しく、どこか嬉うれしそうで、はにかんだような声が聞こえて。

　その表情を見られないことが残念でならなかった。
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　夕ゆう顔がおちゃんを追いかける──というよりは、彼女の残した痕こん跡せきを追う。

　さっきの足場は濡ぬれていた。おかげで、床には僅わずかに水滴が残されていて、それを落ち着いて追えば彼女が移動した場所も解わかるということだ。

　こうしている今も識しきは大量の人形のパーツと戦っているのかもしれないが、既に糸を張り巡らせた識にとって自動操作になった人形に後れを取ることはないだろう。

　心配なのは、ああいった罠わなが他ほかにも仕掛けられていることだ。先輩の部屋は藤ふじ里さとと久く宝ほうがいるから安心だとは思うものの、別の何かに襲われている可能性だってある。

　だが。ここは仲間を信じることにした。識は抜け目ないから大丈夫。藤里と久宝はあんなに恐ろしい相手だったのだから、味方になった今は先輩を預けても平気。

　だから俺は俺に出来ることを。

　夕顔ちゃんの足あとは、彼女の部屋まで続いていた。

　どうやら逃げるのをやめて、ここで俺を迎え撃つことに決めたらしい。

　夕顔ちゃんの部屋の前に来た俺は、その部屋をノックしようとする。

　だけどその時、僅かに躊躇ためらいが生まれた。

　自分が殺した相手に会いに来られるというのはどんな気分なのだろう。

　久宝は俺を殺した翌日、会った時にはどんな気分だったのだろうか。

　せっかくそれから何度も会っているのだから、尋ねておけば良かった。

　コンコン。

　それでもなんとか、あまり強くならないよう、それでいてちゃんと中の人には聞こえるような強さを心がけて部屋をノックした。

『……はい。どうぞ、門もん次じ郎ろうさん……』

　消え入りそうな声は確かに夕顔ちゃんのもので、俺は一度首を振って気を引き締める。

「失礼するよ」

　ガチャリとドアを開くと、そこにはやはり俺たちの部屋と同じような間取りの、大きな１ＬＤＫが広がっていた。

　部屋に明かりはついておらず。夕顔ちゃんはスカートの前で手を合わせ、楚そ々そとした風ふ情ぜいで俺を見つめて立っていた。──あの時感じた、彼女の血に対する情動は今は浮かばない。既に俺の『コア』が奪われているからかもしれない。だから、取り返してしまったら、再び彼女のことをふしだらな目で見てしまうのかもしれない。

　そういう意味では、落ち着いて話が出来る今は大変有り難かった。

「あの大量の人形は君が？」

「はい。私が操作していました」

　落ち着いた声。だけど、何かを我慢しているかのような不自然な声。

　そこに、一体どんな気持ちが込められているのか。

　まだ、俺には想像することも出来ない。

「識しきさまが心臓の処理に行き着き、いずれ大浴場に来ることまでは予想していましたので、待ち伏せしていました。出来れば全すべてが終わるまであの場にいて欲しかったのですが、予定通りにはいかないものです」

「そう、だよな」

　夕ゆう顔がおちゃんがどれくらいのことを予定しているのかは解わからない。だけど、きっと途方もないくらいの計画やシミュレーションをしてきたに違いない。

「殺されたことにも、驚いたけどな」

　そんな会話の続け方もどうかと思ったが、気の利いた言葉なんて浮かばなかった。

「普通、驚くと思います。殺されたりしたら」

「まあな。そして、その後……生き返ったら心臓がなくなっているなんて、二度ビックリだったよ」

「それは……そうでしょうね」

　夕顔ちゃんの声は平へい坦たんで、感情がまるで読み取れない。表情も薄暗いせいであまり見ることは出来ない。泣いているのかもしれないし、冷たい無表情なのかもしれない。

　どちらにせよ、姉にからかわれて困って赤くなっている、あの顔をなんだか懐かしく感じてしまった。

「どうして俺を殺したのか、聞かせて貰もらっていいか？」

「簡単です。このまま──コアが力を失い、心臓が停止すれば、異能だけが残ります。その異能のコアを、移し替える為ためです」

「でも、俺の異能は確か……椎しい名な町まち先輩、ロードがいないと意味がないはず」

「はい。なので、貴方あなたの心臓の完全停止を確認した後、そのコアを使ってナイツにして貰う。そういうつもりです」

　そういうことが、出来るのだろうか？　俺よりも、ロードやナイツに詳しい家系である夕顔ちゃんなら、そういう方法を知っていてもおかしくない。以前に藤ふじ里さとと戦った時、あいつは久く宝ほうからあっさりと異能を回収して自分で使っていた。ということは、異能の移し替えというのは出来るということだ。

　つまりあれは久宝の中から『コア』を移した、ということなんだな。

　そして今、俺のそれは正に移し替えを待っている、ということか。

「門もん次じ郎ろうさんが『不死身』であることは、識さまから教えて貰わなくても調査して知っていました。それくらい、椎しい名な町まち香かぐ夜やというロードは警戒されていたんです。異能の中でも、最も重要性が高いとされている『神しん性せい異い能のうタナトス』の持ち主であり……そして、不死身の従者を使う凶悪なロードとして」

　まさか先輩が『凶悪』とか言われるとは夢にも思わなかった。当の本人はあんなに『ぽわ～』としていて、むしろいつもふわふわしているかのような優しく柔らかな人なのに。

　だけど、理解出来なくもない。

　誰だれかを。何かを。『不死身にする』という力は、正に異能の中の異能だ。

『死』という絶対的なものがあるからこそ、人はそれに抗あらがうように生きるのだから。

「ですから、椎名町さんがどのような英雄に……或あるいは、最悪の存在にその不死を与えるのか、というのは八や幡はたでも、八や殿とのでも、他ほかの家系でも警戒対象でした」

　ロードを守る最強の存在を不死身にする。それが成り立てば、確かにそれは凶悪と言われるレベルの脅威になるだろう。だが、実際に不死身になったのは俺だった。

　確かに殺しの技術みたいなものは学んでいるが、久く宝ほうの方がレベルは上だし、識しきの方が知識や経験も高いだろう。右肩に封じられた『一族の力』を使えば、彼女たちにも並べるくらいの力は発揮出来るかもしれないが、それをしてしまうと俺の『心』が完全になくなってしまうという欠陥品だ。そして今。心臓を失うという状態のせいで、僅わずかずつだが──封じた力に近付くかのように。まるでそれが目覚めようとしているかのように。俺の心もまた、タイムリミットが迫っていた。

　だが、俺のことはこの際我慢したり頑張ったりすればなんとかなるからいいとする。

　問題は。

「今、俺がこうして動いて生きているのは……椎名町先輩が、自分の体にかなりの負荷をかけて、俺に命の力を分けてくれているかららしいんだ」

「え……」

「つまり、俺が……俺の心臓が死ぬのを待ってからコアを抜くという方法だと。『神性異能タナトス』を夕ゆう顔がおちゃんに渡してくれる、先輩も死んでしまうかもしれない」

「え……そんな……だって……ロードは大抵のことでは死なないはず、です」

「識からは知らされてないと思うけど。先輩は今日『危険日』なんだ。だから、今日の先輩は何か条件が合ってしまったら死んでしまう。……異能を手に入れることも出来なくなってしまうんだよ、夕顔ちゃん」

　もっと上う手まい説得は出来なかったものだろうか。

　こんな、相手の知らないことを教えて諦あきらめさせるなんて方法は、正直嫌だった。

　これじゃあまるで脅迫だ。事実を突き付ける。だから諦めろという強要だ。

「きっと夕顔ちゃんは、何か凄すごく……事情があって。だから俺からタナトスを奪いたかったんだと思う。あの時だって、とてもすまなそうにしていたもんな。だから、俺は殺されたことに関しては正直、まるで恨んでない。不死身じゃなかったとしても、俺のことを、こんな心の乏しい俺みたいなヤツを、たとえ近付く為ための嘘うそでも好意的に見てくれていた相手を、俺は絶対に恨んだり憎んだりしないから」

　だから、取り繕うように今の想おもいを全すべて口にする。

　とっくに卑ひ怯きようなのかもしれないし、手遅れなのかもしれない。

　だけど。

「今、一度俺に心臓を返して、それから先輩に相談するっていう方法だってある。先輩のことを凶悪とか言ってたけど、会ってみたらそんなことはなかっただろ？　椎しい名な町まち先輩は、とても……なんていうか、凶まが々まがしいとか、悪とかの反対で。とっても純粋なんだよ。俺が、誰だれに殺されたのかを言わなかった時も『ならＯＫです』なんてサラッと言えちゃうような人なんだ。だから……だからさ。一緒に話してみないか、夕ゆう顔がおちゃん？」

　だけど、俺はもう必死だった。目の前にいる子も救いたかったし、先輩のことは当たり前に助けたい。ついでに言うと、自分が死んだり心を失ったりするとみんなが悲しむというのも、前回の時に痛いほど理解したので、それもしたくない。

　だから、必死に語りかけるしかないし、想像するしかなかった。

　夕顔ちゃんの『理由』は解わからなくても『覚悟』なら想像出来る。

　ここには識しきもいれば、ロードとナイツのペアももう一組いる。そんな中で俺を殺害するなんて、自分の身が危なくなることくらい当然解っていたはずだ。

　だけど、それでも。夕顔ちゃんはそれをしなければいけない事情がある。

　だから、やった。そこに、覚悟がないはずがないからだ。

「……門もん次じ郎ろうさんが、自分が死にたくないから、嘘を言っている可能性もありますよね」

「君から見ればその可能性は充分にあるだろうし、俺は確かに死にたくない。死んだら、心を失ったら、みんながとても悲しんでくれるんだ。こんな、殺し屋として育てられただけの、まだ心が生まれてから二年くらいしか経たっていない俺なんかに、いなくならないで欲しいらしいんだ。そして俺は、そんなみんなに報いたいし恩返しもしたい。だから死にたくない」

「……椎名町さんが、危険日、というのも本当ですか？」

「本当だ。というか俺も日中に知らされてビックリした。だから識は、別荘に移動して危険日対応をしようとしたらしいし、同盟しているロードとナイツにも同行して貰もらったんだ。なんでも、その危険日は……条件が揃そろうと命を失う、みたいな日らしい」

「……そうだったんですね……」

　夕顔ちゃんの表情は相変わらず見えなかったが、その顔が俯うつむいたのだけは解る。

「もうひとつ聞きたいのですけど……」

「ああ。なんでも答えるよ」

　俺に出来ることは駆け引きなんかじゃない。ただひたすら、真まっ直すぐにぶつかることだけだった。だから夕ゆう顔がおちゃんが抱えているものがあるなら、それを聞きたいし。それに対して、俺に出来ることがあるならば。『死』以外ならなんとかしたい。

「どうして、あの時……あんなに頑張った私を受け入れてくれなかったのですか……？」

　あんなに頑張った。そう、確かに夕顔ちゃんの声は震えていたし、男性に肌を見せるなんて怖くて仕方ないことだっただろう。もしかしたらその後、俺を殺すからなるべく服を血で染めない為ためというのもあったのかもしれないが……だからって、理屈で実際の気持ちが変わるものではない。

　あの暗がりに咲いた可か憐れんな花のような姿を思い出して──。

「受け入れるだけだったら、簡単だったよ」

　そう、素直な気持ちを吐露する。

「あの時の俺は、どうも……夕顔ちゃんが気になって仕方なかったし。その……こういうのも酷ひどい話かもしれないが、体にも興味があった。だから、その体を受け入れるだけ、だったら出来てしまっていたと思う」

「でしたら……どうして？　私の気持ちを、とっくに疑っていたのですか？」

「いや、そんな器用なことは出来ない。俺は多分、冗談で『好き』って言われても真に受けてしまう男なので、誰だれかの口から出た感情を疑うなんて高度な真ま似ねは出来ないんだ」

　そもそも自分の心や気持ちでさえ不安定なのだから。

「だけど、夕顔ちゃんは追い詰められていただろ？　あの時、とても怖がっていたはずだし。たとえその後殺すことになる男だとしても、肌を見せるなんて嫌なはずだ」

「…………でも、見せてもいい、って。それくらい、きちんと覚悟、してましたよ？　つらくて、苦しいから。せめて、門もん次じ郎ろうさんになら、って思っていましたし……」

「だとしたら余計に、だよ。つらくて苦しい君を。それをただ慰める為だけに受け入れるなんて多分出来ない。夕顔ちゃんがそこまで本気で想おもってくれていたのなら……俺だって、ちょっと気に入ったからとか。可愛かわいいな、と思ったからとか。魅力的だから、とか。そういった、衝動的なものじゃなくて……こう」

　自分で自分の言葉が上う手まくまとまらない。

　こういう時、藤ふじ里さとみたいに口が上手いといいのに、なんて思う。

「本気で、ちゃんと、受け止めたいんだよ。俺としても、全部」

「………………」

　無言で、じっと見つめられる気配を感じる。

「一時的なものじゃない。今後の夕顔ちゃんの人生……はちょっと言い過ぎかもしれないけれど。でも、それくらいのものを背負う覚悟を持って、受け入れたいんだ。だから、一時的にちょっと体を……なんてのは、俺には、無理だ」

「…………っ」

　夕ゆう顔がおちゃんが息を呑のむ気配を感じ、その口元が見えるように目を凝らす。

　すると。




「ぷっ……あはははははっ！　モンジローさんったら！　あははははは!!」




「むぐぅっ!?」

　まさかの大爆笑を食らってしまった。え、ど、どういうことだ？

「そっかあ、夕顔ったら、裸になったせいで、むしろモンジローさんにそこまで覚悟させちゃったかぁー。まあ、仕方ないわよね。夕顔が読んでる少女マンガだと、男の子は強引に迫ってくるもの。ぷっ、ぷはははっ」

　夕顔ったら？　と、いうことは。あれ、いや。おや？　まさか……。

「……あ、朝あさ顔がお、なのか？」

「あはははっ、うん、ごめんねモンジローさんっ。いやあー、そっかあー。性欲っていうのはそういう風に抑えるものなのね、男子って。漫画やアニメじゃあんまり表現されないから解わからなかったなぁー」

「あー、いや、こう、俺がちょっと理屈っぽいだけかもしれないが……」

「んー、確かに。半裸の女の子に、欲情もちゃんとしているのに、手を出さないって失礼よね。こう、ヘタレ男子！　みたいな？」




　グサリ。




　俺の心にまたもその言葉が突き刺さった。

「いや、だが、だからって手を出してしまったら、夕顔ちゃんの心に傷が……」

「女の子って、好きな人には傷つけられても喜んじゃったりするわよ？」

「……だ、だけど、ほら。その後、俺の……椎しい名な町まち先輩とか、識しきとかとの関係が……」

「後先なんて関係ない！　今、お前が欲しいんだ！　なーんて押し切られたら、ドキドキしてメロメロになっちゃって大変なのになー、女の子って」

　………………。そういうもの、なのだろうか。

　それとも、少女マンガ特有の価値観なんだろうか。

「すみません、ハードルが高過ぎます」

　俺は力なくうなだれるしかなかった。男としてはどうしても理屈っぽくなってしまうのだが、女子としては感情に押し流されたりするのも有りということなのか。

　しかし後悔したりするんじゃないだろうか。いや、むしろその後悔すらも楽しんだりするのか？

　──男には、女心は一生解わからない。そういうものなのかもしれない。

　先輩、識しき、みんな。ハード過ぎるよ、俺には……。

「しかし、ええと、どういうことなんだ」

　相手が朝あさ顔がおと解れば、口調も合わせたものになってしまう。

「女心？」

「いや、それは反省した」

「反省しちゃうのね、モンジローさんって。あははっ！　でも大丈夫よ。解らなくてもいいって私は思うし。男の子ってそういうトコが可愛いのよっ」

　底抜けの明るさ。そして見た目に反するお姉さんっぽさ。

　これはもう完全に朝顔のはずだ。

　いや、しかし。双子の入れ替わりトリックというのも常じよう套とう手段だ。

「本当に朝顔なのか？」

「へ？　ほんとほんと。ほら、えーと……」

　ポニーテールを解ほどいて、テキパキとツインテールにする朝顔。

「ほらねっ！」

「いや、それだけじゃ納得なんて出来ないって」

「えー、じゃあどうすればいいかしら？」

　うーん、と顎あごに手を当てて考え込んでいる朝顔。

　その近くに、俺はスススッと忍び寄った。

「うん？」

　きょとん、と見上げてくる朝顔を。

「それ」

　ひょい、と片手で担いでみる。

「ひゃわああああ!?　な、なになになに!?　攫さらわれるの私!?」

「なるほど、この重さと感触、確かにさっき抱えた朝顔のものだな」

　いくら一卵性双生児だったとしても。いくら外見がほぼそっくりだったとしても。

　人間、生きていれば多少肉付きが変わったり重さも変化したりするはずだ。

　幸いなことに俺は人間の状態を把握する方法をいくつか教えて貰もらっていたので、今回は重さと手触り、筋肉の付き方などで確認してみた。

「え、これって確認方法なの？」

「さっき持ち上げた時と、そのままだな。うん、朝顔だ」

「なんか物みたいな覚えられ方してるー」

　抗議の視線を感じたが、こっちは入れ替わりというややこしいことをされたのだから、これくらいは許して欲しいものだ。ともあれ、朝あさ顔がおの体をちゃんと床に下ろす。

「しかし、えーと……夕ゆう顔がおちゃんが俺を殺したのは確かだよな？　さっき人形を使っていたのは朝顔ってことか？」

「まあね。私は人形使いの技術があるのよ。勿もち論ろん、夕顔がモンジローさん殺害計画を練っているのも知ってたわ。だから『殺す前に思い出作っちゃうのよ！』って後押ししておいたんだけど、ヘタレメガネにはやっぱりダメだったみたいねー」

　グサグサ。非難がましい言葉が俺の胸を痛めつける。

　心臓がなくても。感情が薄れつつあっても。痛いものは痛いのだと学ぶことが出来た。

「でもね、そういうモンジローさんでいいと思うのよ。私、夕顔の初恋相手が、モンジローさんみたいな面白い子で良かったって思っちゃった」

　そういうもの、なんだろうか。

　ヘタレメガネとか言われているのに、意外と好意的ということなのか。

　女の子の気持ちというのは本当に解わからない。

「なあ、朝顔。夕顔ちゃんが覚悟して、俺を殺したっていうのも事実なんだよな？」

「うん、そうよ。だって、あの子はもうずーっと……真まっ暗くら闇やみの中にいるんだもの。そして、すっごく悔しいけど、私じゃ助けてあげられなかったの。私に出来ることは、あくまで夕顔の側に立って、ああやってサポートしたり、入れ替わってあげたりすることだけ。でも、モンジローさん殺しはちゃんと、自分でやらなきゃ、だったんだって。泣きながら決意してたよ」

　泣きながらだったのか。なんでそんなつらいこと、あんな子がしなきゃいけないんだ。

　世の中というのは、本当にままならない。

「ま、こうなっている以上、上う手まくいっているの半分、失敗半分、なのかな？」

　朝顔はあっけらかんとした口調で俺に告げる。

　割り切っている。諦あきらめている。単に事実を述べている。そうとも受け取れる態度だったのに……どうしてか。俺はそれが、彼女の精一杯に感じられた。

「夕顔はどうしても、どんなに予想外の事態が起きても、不死の命を手に入れたい。その為ためには、もう悪いことをする覚悟もしちゃったわ。椎しい名な町まちさんがこのままだと死んじゃうっていうのなら、夕顔も……更なる覚悟をするだろうし」

「更なる覚悟……まだ、方法があるってことか」

「館やかたものの犯人というのはね、モンジローさん。二重、三重に計画を練っているものなの。それも、何年も何年もかけてね。でも、不測の事態はどうしたって発生しちゃう。だから、犯人たちは時々運を天に任せるしかないのよ」

　椎名町先輩の事件があってから、俺も結構ミステリーものを読むようにしていた。

　確かに、どんなに綿密な計画を立てていた犯人でも、いざというところで『ここは運だった』とか『ここは綱渡りだった』みたいな部分がある場合が多い。

　その度に、彼らの土壇場の度胸やギリギリで閃ひらめく対応などに感心していたのだが……。

「だから、夕ゆう顔がおもそういった犯人たちと同じく。どんなに不測の事態になってもいいように、最後の手段っていうのを用意しているわ」

　それを教えてくれる、この朝あさ顔がおの立ち位置というのは……一体、何なんだろう？

「朝顔、お前は……」

「私はね、モンジローさん」

　俺の言葉を遮るように、人差し指が俺の唇に当てられた。

　身長差があるせいで、背伸びしながらになっているが。見上げてくる明るい視線の中には、どこか強い意志を感じさせる。

「なんとなく、今、ようやく、確信出来たことがあるの。私のこと。夕顔のこと。本当のこと。でもね、夕顔は全然それを知らないの。闇やみの中に、ずっと引き篭こもっちゃっているの。ずっと、一緒にいたのに……夕顔だけがそうなっちゃったの」

　俺の唇に当てられていた指が、そのまま──。

　朝顔の唇に当てられる。

　そして、彼女はどこか……とてもサッパリしたような顔でクスッと微笑ほほえんで。













「だから、助けてあげて。貴方あなたが明るい世界に辿たどり着けたみたいに、あの子が四年間も囚とらわれ続けている闇やみの中から、引っ張りだしてあげて？　……ちょっと、つらいことさせちゃうことになるかもだけど、でも、私じゃどうしても出来ないことだから……」

　そのまま、ぎゅっ、と。俺の体に抱き着いてきた。

「だから、任せていい？」

　その抱擁には、様々な想おもいが込められている気がした。

　姉なのに、妹を助けてあげられない、という苦しさ。

　それを誰だれかに託さなければいけないという申し訳なさ。

　そして……。俺なら、と思ってくれた、信頼感。

「ああ。解わかった。頑張ってみる」

「……うん、頑張ってみて」

　ぎゅっ。

　口調は明るくて、いつもの調子だったのに。

　その、強くなった手に込められた気持ちこそが、朝あさ顔がおの『心』であるかのように……。

　俺には、感じられたのだった。
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　わたしは闇やみに囚とらわれていました。

　あの、真っ暗な日。真っ暗な時間。

　そして、真っ暗な人。

　あの時のことを夢に見ない日はありません。

　それはずっと続く苦しみみたいなもので。

　祈りと願いは、簡単に呪のろいと絶望に繋つながるもので。

　ただただ、何も見えない日々をひたすらに歩み続けるしかありませんでした。




　でも。




　もしかしたら、今日くらいは。

　初めて、この胸にときめきを感じたこの日くらいは。

　或あるいは、何もしなければ──。……彼の夢を見ることが、出来たのかもしれません。

　何もしなければ、少女らしい淡い想おもいに身を任せられたのかもしれません。

　何もしなければ、新しく明るい場所に出られたのかもしれません。

　いつもは暗いだけの夢の中に彼が出てきてくれたら。

　その時くらいは、本当のわたしでいられたのかもしれませんけれど。

　だけど、やっぱり今日も真っ暗な中に一人っきりの夢を見るのでしょう。

　何な故ぜなら。




　わたしは、彼を殺してしまったから。




　彼が不死身でなかったらどうだったでしょうか。

　彼がそんな異能を持たない人だったら素直に甘えられたでしょうか。

　彼が何の関かかわりも持たない、ただの人だったら──。

　そう。もしそうだったら、会うことすら出来なかったのです。

　だから、わたしが彼を殺すことは決まっていた事実でした。

　もしかしたら、止めることも出来たかもしれませんけれど。

　それでも──それをするには、わたしは長い時間。

　暗くら闇やみに囚われ過ぎていました。




　彼が生き返っても、自分を殺した女の子のことなんて嫌いになるに決まっています。

　最期の時はあんなことを言ってくれましたが、生き返れば恨むに決まっています。

　そしてわたしに、あの困ったような優しい目は見せてくれなくなるのでしょう。

　わたしのことを、敵として排除するように見るのでしょう。

　そんなの、一人では抱えきれません。これ以上、一人でなんていたくありません。

　だから、早く。

　早く、一人きりじゃなくなりたい。

　早く、わたしは二人になりたい。

　そう思います。

　それなら、喜びも楽しみも半分こだったあの頃ころに戻れます。

　それなら、つらさも苦しさも分け合っていたあの頃に戻れるはずです。

　一人でこれ以上背負い続けるなんて。

　──彼からの怒りとか。恨みとか。そういうのを受け止めるなんて。

　今のわたしにはもう、無理です。

　だから。

　だから早く、なんとかしなくてはいけません。

　だから早く、このコアから異能を取り出さなければなりません。

　椎しい名な町まちさんは完全に防衛態勢を固めてしまいました。

　あの場にいるロードとナイツをなんとかする力はわたしにはありません。

　ですが、あの場から二人が離れられないようにする方法はあります。




　……識しきさまはどうされるでしょうか。




　あの方が本当に彼のことを好きなのだとしたら。

　わたしは……とても勝てる気がしません。

　今はお姉ちゃんが足止めをしてくれていますが、あまり長くはもたないでしょう。

　もうすぐ、彼もわたしの所に来てしまうはず。

　だから。本当は、最後の手段でしたけど。

　多分、しないといけないんだろうな、とはずっと思っていました。

　最初から解わかっていて『あの人』はわたしにそれを教えてくれたのでしょう。

　思えば、もうあの時から、全すべては決まっていたことなのかもしれません。

　わたしが闇やみに囚とらわれて。

　初めて憧あこがれた人を殺すことも。

　その人に恨まれることも。

　そして──。




　……いずれにせよ。

　成功しようと、失敗しようと。

　わたしはもう、一人でなくなるのは確かです。

　だからもう迷いはありません。




　──だから。




　だから。




「待っていてね、お姉ちゃん」






【第三話】Third Story　糸力テンシヨンと意図インテンシヨン










■夕顔（ゆうがお）：検索結果




　・ウリ科の蔓つる性の一年草。

　・夏の夕方に咲く花のこと。

　・源氏物語第四帖の巻名。また、その女主人公の名。

　・儚はかなさ、神秘的さの代名詞。




　・花言葉は「はかない恋」










　俺は夕ゆう顔がおちゃんを探すべく、まずは二階の廊下に立っていた。

　吹き抜けの窓を見ると中庭は暴風雨に晒さらされていて、ワイヤーで縛ってあるにも拘かかわらず木々が倒れそうなほど歪ゆがんでいた。木々が、草花が、まるで悲鳴を上げているかのように軋きしんだ音を立てている。

　早くこんな嵐あらしが過ぎればいい。

　夕顔ちゃんが俺の心臓を返してくれて、先輩の危険が去り。

　きっと晴れるに違いない明日には、またみんなで笑って過ごしたい。

　そしてなんとなく。

　彼女らの従姉妹いとこである識しきが、安心出来るといい──なんて思った。

　さっきのあいつからはとても必死さを感じた。それはきっと、識の中にも朝あさ顔がおや夕顔ちゃんに対する強い気持ちがあるからに違いない。

　あいつの、薄い笑顔を思い出して。

「っし」

　自分に気合を入れ直す。

　心臓を喪失したことによる精神の希薄化はなんとか緩やかになっていた。識のことを考えていたり、朝顔から夕顔ちゃんのことを託されたりしたおかげだろう。

　──そう。夕顔ちゃんを早くなんとかしないといけないという気持ち。

　それがただの自己防衛や椎しい名な町まち先輩の為ためだけではなく、彼女自身の為と思えている。

　その胸に、今は何もなくても。この胸の奥には、確かに熱いものを感じていた。

　これがあれば、俺は心を失わずにいられるんじゃないか、そう思える。




　と、その時だった。




　ゴゴゴゴゴゴ!!




　突如、大きな地震が襲ってきた。

「っ！」

　慌てて窓枠に手を添えて体を支えたが、揺れはかなり大きなものだ。

　縦揺れと横揺れがほぼ同時に起きているかのような。まるで世界そのものが震えているみたいな揺れに、僅わずかに動揺する。

　ビシビシと至る所から壁や床が軋む音が聞こえる。

　今、この館やかたが崩壊してしまったらどうなるのだろう。

　崩落していく建物の中から誰だれかを助け出すというのを想定した場合、真っ先に考えなければいけないのは椎しい名な町まち先輩のことであるのは確かだ。だけど、俺は他ほかのみんな……藤ふじ里さとや久く宝ほう、識しき。そして夕ゆう顔がおちゃんや朝あさ顔がおのことだって助けたい。

　自分がとことん欲張りになっていることを自覚しながら、なんとか手が窓枠から滑り落ちないように必死に掴つかまり続ける。

　この揺れでは椎名町先輩の部屋まで行きたくても、上う手まく動けそうもない。

　多少の揺れならなんとでもなるのだが、この震動は明らかにおかしい。




　ビキィィ!!




　凄すさまじい炸さく裂れつ音に、吹き抜けの窓に大きな亀き裂れつが走ったのかと思った。

　だけど、目を向けてみると『何もない空間』に真っ黒な亀裂が走っていた。

「これは……!?」

　途端に、ぐるんっと視界が一回転した。

　いきなりのことに目め眩まいと吐き気が襲ってきそうになるのを必死に耐える。今まで掴んでいた窓枠にかかる重力がいきなり反転し、俺の体はあっさりと空中に投げ出された。

　館やかたの、長い廊下を『落ちていく』。

　なんとかすぐに意識を切り替えて状況把握をしようと、メガネに手を当てた途端。

　くんっ！

　と、自分の体が何かに引っ張られて、天井だった場所に『着地』した。

　──廊下を落ちたということは、天井は壁になっていたはずなのだが。

　重力の方向性が完全におかしくなっている、と把握したところで上から声が聞こえた。

「これは『八方陣』の起動です。この八や殿との家の別荘に搭載されていた機能のひとつである、『異空間閉鎖』を何者かが使用し、隔離を開始している状況です」

　そこには、制服姿に白衣を纏まとういつもの格好の識がいた。上にいる、という位置のおかげで彼女のスカートの中が見えそうになったが、絶妙に白衣が防いでくれて安心する。

「下着を希望されるなら白衣をたくし上げますが」

「すまん、混乱している時にパンツまで見てしまったら、もう混乱から戻れない気がする。出来ればセクシーはなしで頼む」

「残念ですが了解しました」

　いついかなる時でも、その手の話題からぶれない。識は流石さすがだ。

　頭からパンツについては一度消し去り、そのまま識のいる方によじ登る。

　どうやら完全に垂直な壁になっているわけではなく、この天井面は強い傾斜がついた状態のようだ。天井や床だった場所が壁になるなんて、館はどんな形にひっくり返ってしまったのだろうか。

　かろうじて識しきの横までやってくると、識は左手をくいっと動かした。

　俺の体に巻き付いていたらしい糸が解ほどけ、ヒュルリと僅わずかな音だけ残して識の手の中に戻っていく。相変わらず、どんな原理でそれを操っているのかはさっぱり解わからない。

　幸い、そこには手を引っ掛けるのに丁度いい豪華な屋内灯があった。試しに体重をかけてもびくともしなかったので、安心してその場に身を固定する。

「ふぅ……」

　落ち着いて見てみると、館やかたの雰囲気がガラッと変わっていた。

　明かりが消えたというのに真っ暗になったわけではなく、何な故ぜか館の壁全体が仄ほのかに赤黒く明滅を繰り返している。おかげで視界は悪くないのだが、そのまま見ていれば精神に悪影響を及ぼしそうな光加減だ。

「異空間閉鎖……だっけか。その『八方陣』ってのは？」

「八や殿との、八や幡はたの家などに伝わる技術のひとつです。我々の家系はロードやナイツたちの持つ『異能』に対応し、対抗する為ため、様々な現象を人間の手で意識的に操作出来るよう、太古の昔より日々研けん鑽さんと研究を継続してきました」

　これが異能ではなく『人の作り出した技術』と語る識。

　前回、識は俺と椎しい名な町まち先輩が殺された事件に関して『異能が使われた』と断じていた。

　あれは彼女が『異能』について研究している家の人間だったからこその断定だったのだと、今になって理解する。

　ロードやナイツに匹敵する為の研究。

　なんだか人間全体が敵に回ったかのような錯覚に、少しだけ頭がくらっとした。

「つまり、これを使ったってことは」

「はい。『敵』はロードやナイツとの交戦を覚悟したのでしょう」

　あの、夕ゆう顔がおちゃんが。はにかんで、赤くなって、困った顔をしていた彼女が。

　ロードやナイツという『人間じゃないもの』と戦う決意をしたなんて。

　そこには本当に、どんな強い想おもいがあるのだろう。

「異界化が完了すると、この空間は完全な『異世界』に変化します。何が発生するか不明です、自分から離れないで下さい」

　識は俺の横に寄り添うように身を近付けてきた。

　そして、自由になっている左手で、ぎゅっと俺の右腕を握る。

「了解した」

　俺が頷うなずくと、識は問いただすような目で見上げてきた。

「風ふ呂ろ場ばで自分たちを襲ったのは夕顔でしたか、それとも朝あさ顔がおでしたか」

　俺が会ったのは朝顔だ。だから──そのままを伝える。

「朝顔だった。夕顔ちゃんを頼むって言われたよ」

「…………そうですか」

　識しきの表情はそれを聞いても変わらなかった。ただ、どうしてか……どこか、寂しそうに見える。いつも全くの無表情で、淡々と喋しやべる少女。そんな識が。

「門もん次じ郎ろう、貴方あなたは……」

　識の青い瞳ひとみが俺を見上げていた。その目は何かをじっと訴えかけるようで。

「いえ。何でもありません。今は空間が安定していない為ため、無む闇やみに移動すると突然空間ごと体が引き裂かれるなどの事故が発生する可能性がありますので、少々待機します」

「あ、ああ、解わかった」

　そういえば、突然空間に亀き裂れつが走ってたもんな。つまり、あの場所に俺がいたら、俺ごと引き裂かれていた、ということなのか。

「この、ええと……空間が安定？　したら、先輩の部屋に様子を見に行きたいんだが」

「問題ありません。むしろ推奨します」

　ホッ。先に夕ゆう顔がおちゃんをなんとかしろ、と言われるかもしれないと思っていたが、やはり識も先輩のナイツ。心配要素を減らすことを優先してくれたか。

　藤ふじ里さとと久く宝ほうが頑張ってくれるのは確かだと思うものの、だからって状況が変わったらお互いに情報交換した方がいい。それはチーム作業の鉄則のはずだ。

「八方陣により異空間閉鎖が発生すると、隔離空間内に異世界生物が出現しますので。場合によっては藤里唯ゆい香かと久宝那な岐ぎだけでは対処も困難かと」

　その後に続いた言葉は聞き逃せられないものだった。

「異世界生物って、なんだ？」

　その響きからは、いかにもモンスターっぽいものを感じる。

「その呼称通り、異界の怪物、モンスターです。様々な特色を持つ生物で、大変危険性が高いものも多く、視認で死亡、接触で死亡、出現と同時に全員死亡なども有り得ます」

「おいおい、待て待て、なんだってそんな」

「それが『異世界』と『接続する』という意味ですので」

　そんな危険なものと接続してまでロードに対抗しようというのか。

『人』がロードを恐れるというのは、俺が考えるよりもっと深い業なのかもしれない。

　……夕顔ちゃんはここまでして『不死身』になりたいのか。

　それとも……誰だれかを『不死身』にしたいのか。

　ぐっ。

　屋内灯を掴つかむ手に力が篭こもる。

「なあ、識、夕顔ちゃんはどうして……」

「現在の自分の世界に変革を求めたのでしょう。自分にも理解出来ます」

「識も……？」

　その意外な言葉に、俺はまじまじと彼女を見つめて。

「門もん次じ郎ろう。自分にも、貴方あなたに知られたくない情報は存在します。同時に、だからこそ。早く、夕ゆう顔がおの計画停止を希望します」

　識しきの目……髪から覗のぞく青と金色の瞳ひとみは真剣に俺を見つめていた。

　──夕顔ちゃんを止めたい、識としての本気の理由がある。

　それが解わかっただけで、俺の中で最後のピースが埋まった気分だ。

「絶対に止めよう。そういうことならじっとしてる場合じゃない。識、最速での移動補助を頼めるか？」

「まだ館内の空間の安定はしていませんが……」

「状況把握は俺がやる」

　俺は、メガネに手をかける。識が。夕顔ちゃんが。朝あさ顔がおが。みんなが自分の何かを賭かけているのだとしたら。俺が覚悟を決めるのは当然だ。

「……了解しました。ですが、自分が糸を使って捜索と移動を実行します。門次郎は、出来るだけ力を温存願います」

　メガネにかけていた手を、識の左手がそっと撫なでた。

「ですから。これ以上……貴方に負荷をかけないで下さい」

　そして識の目には、哀願するような色があった。

　負荷。確かに、これ以上詳細な状況把握を進めれば、俺の心は危険域に達する。

　だけど、夕顔ちゃんを救うには……そう思ったのだが。

「自分も、皆さんもいますから」

　きゅっ、と。識の手が俺の手を握る。

　そこから感じられる温かさが、そのまま──空洞になっている胸の奥を埋めていくような、そんな気がした。

「そう……だな。すまない、識。助かった」

「お礼は一晩のベッドインで」

「それは流石さすがにヤバくないか？」

「ヤバくなるかどうかは門次郎次第ですから」

　なるほど。識は何をしろとは言っていない。俺が一晩何もしなければそれで……。

　しなきゃしないでまた『ヘタレ』とか言われそうだが。

　そんなことを考えている自分は『いつもの自分』であることに気付いてホッとした。

「ん、よし。大丈夫っぽい。ありがとうな」

「ですからお礼は」

「考えておく」

　俺の手を握ってくれている識の手に、自分の額をそっと当てた。

　手の甲の冷たい感触が、妙に心地良い。

「あ……はい。考察、宜よろしくお願いします」

　珍しくどこか照れた雰囲気に、口元が緩みそうになった。

「さて。それじゃあ、識しき、移動を頼む」

「了解しました。香かぐ夜やの部屋でＯＫですか」

「ああ。これが先輩の危険日である、という可能性を潰つぶしておこう」

　識がさっき言ったような生物が現れるとしたら、それはつまり対ロードやナイツ。

　藤ふじ里さとや久く宝ほうにそれらを仕向けて、その隙すきに先輩を攫さらうという可能性もある。

　だから、先にそちらを潰しておかなければならない。

「……夕ゆう顔がお発見は後回しで問題ないのですね？」

「彼女はきっと、逃げも隠れもしないよ」

　俺がきっぱり言い切ると、識は一度だけ瞬まばたきをした。

「感情的な上で冷静になれているようで、何よりです」

「本当は動揺したいんだが。今は識のおかげで助かっている。それと無茶が出来ないのも把握しているから安心してくれ。それじゃあ移動を頼む」

「了解しました。では、自分を強く抱き締めて下さい」

「……む」

「いやらしい意味ではありませんが、いやらしい意味でも問題ありません」

「そ、そうか」

　識にこの空間を上う手まいこと誘導して貰もらうつもりだったが、どうやら識は自分と俺ごと糸で運ぶという手段を選んだようだ。しかし、識はちょくちょくこうやって扇情的なことを言ってくれるわけだが、どういうつもりなのだろうな、本当に。

　本気なのか、それとも興味本位なのか。

「早速どうぞ」

「お、おう」

　まだ心も館やかたも揺れている中、俺はおそるおそる、識の体を抱き寄せた。

「んっ……」

「すまん、ええと」

「……この抱擁強度では門もん次じ郎ろうが落下します。より自分が苦痛を感じるくらい、強度を上昇させ抱擁して下さい」

　言い回しは識らしい熟語の多い奇妙な言葉だったが。その内容はとても色っぽい台詞せりふ過ぎて、どうしたものか悩みそうになる。しかし、もしかしたら俺の感情を揺り動かす為ためにわざと言ってくれているのかもしれない。そう思えば……。

「では、失礼する」

「はい。……んくっ」

　ぎゅっ。ちょっと苦しいかもしれないな、と思うくらいに識しきの細い体を抱き締めた。

　ほのかに漂うシャンプーの香りと、その奥に感じられる別の……どこか懐かしい香り。

　それが識自身のものなのかもしれないと思うだけで、存在しないはずの心臓の辺りが疼うずくような気分になった。

「ん……門もん次じ郎ろう……」

「やっぱり、苦しいか？」

「いえ……ふ……ぅ……」

　吐息混じりの声を聞いているだけでどぎまぎしてしまう。

　ともあれ、ともあれだ。これも別に識とイチャイチャする為ためではなく、移動する為のもの。もっと感じていたいのもやまやまだが、あまり長い間こうしては……。




　きゅっ。




　だが、識が……なんというか。まるで、大事なものをとても愛いとしく抱き締めるみたいに。

　俺の背中と腰に手を回して、俺のことを抱き寄せた。

「……識？」

「…………」

　無言。その頭は俺の胸に当てられているせいで、表情を見ることは出来ない。

　今、こいつはどんな顔で俺に抱き着いているのだろう。いつものように無表情のままなのか。……それとも少しは赤くなったり、しているのだろうか？

「……血が臭いです」

「あ、ああ、それはすまん」

　そういえば心臓を抜き取られて、大量の血を噴き出した後だ。

　体から血の臭においがしても全くおかしくない。

「……でも、別の匂においもします。これが、門次郎の匂いでしょうか」

　……似たようなことを識で考えただけに、何も言えなくなってしまった。

　どうすればいいか解わからず、俺は識の背中をなんとなく撫なでる。

　もしかしたら識も、仲良しだった従姉妹いとこがこんな行為に走っていることが若干つらかったり、苦しかったりしているのかもしれない。

「……もう大丈夫です」

「そうか？　……そうだな」

「はい」

　あまり時間を取るわけにもいかない。

　だが、僅わずかでも識しきの心が軽くなるなら、この抱擁にも意味はあったのだと思いたい。

「では、八や殿とのの斬ざん糸しによるスーパーワイヤーアクションです。振り落とされないよう注意し、自分をぎゅうぎゅうに抱擁し、手て篭ごめにして下さい」

「抱き締めるだけでは手篭めには出来ないが了解した」

　識の体をきちんと支えると彼女は俺の背で手を伸ばした。

「参ります」

　直後。




　シュバッ！




「うおっ!?」

　凄すごい速度で体が引っ張られ、いきなり視界に窓が迫っていた。

　そう思えば、今度は反対側に体が引っ張られ、床に頭がかする。

　ぐいっ、ぐいっ、ぐいっ！

　信じられない牽けん引いん力で俺の体は四方八方に振り回されて、上も下も左も右も、何もかもがさっぱり解わからなくなった。みるみる見ている風景が変化し、振り子の原理で俺と識の体はどんどん館やかたの中を縦横無尽に突き進んでいく。

　天井だけでなく、壁、床、窓。

　全すべての『面』が、識の糸にとっては『フック』であり。着地点であり。通過点なのだ。

　無重力を体験しているかのような錯覚を覚えながら、俺はその糸の力強さと精密さに翻ほん弄ろうされるがままに──。

「着地を」

「お、おうっ！」

　言われて慌てて両足に力を込めた。途端、スタッ、と。

　足はほとんど衝撃を感じないレベルで椎しい名な町まち先輩の部屋の前の天井に着地していた。

　ドアが完全に、斜めにひっくり返っている。そもそも重力が天井側にあるのかどうかも怪しいこの空間で、識は正確にこの一点を見極めて着地させたということだろう。

　……『五感の強化』の異能だけでそんなことが出来るのだろうか？

　識には俺の知らない何かがまだあるのかもしれないな。

　あまりの移動に発生した酔いを誤魔化しながら、そんなことを考える。

「ドアは、普通に開くよな？」

「多分」

　多分なのか、とやや不安になりながら。

　俺は変に斜めになっている先輩の部屋のドアを、天井側から開けたのだった。




　シュバババババッ!!




　先輩の部屋に入った瞬間、襲いかかってきたのは雷撃の火花だった。

「っ」

　咄とつ嗟さに前転して室内に入り込む。今転がっているのは壁か？　ドアから入った途端にまた重力がおかしなことになっているのか、天井だった方向は既に左側の壁だった。

　識しきは既に糸で『上』にぶら下がっているのを確認したので、俺も身構えながら体を起こしたところ──。

「っ」

　あと僅わずかにでも前に進んでいたら、首が胴から離れていた。

　そんな位置に、ナイフが丁度突きつけられている。

「ふむ。どちらもギリギリ避よけたということは、君は本物の門もん次じ郎ろう先輩のようだ」

　切っ先を喉のどに当てて、久く宝ほうが俺に顔を寄せた。

「……け、警戒ご苦労、二人とも」

　冷や汗が背中を流れるのを感じながらそう告げると、久宝はいつも浮かべている余裕の笑みを見せて、ナイフを引っ込めてくれた。

「モンジローくんってば、こんな危ない時に普通に入ってくるんだもん」

　右手をパチパチ言わせながら、雷撃を放った藤ふじ里さとが寝室の方からのんきに現れる。

　そのドアの向こうには……ベッドで眠っている椎しい名な町まち先輩の姿が見えた。

　あの部屋だけは、たまたま重力が正常に働いているということなんだろうか。

「確認します」

　ヒュッと空を切る音がして、識がその部屋に飛び込んでいった。

　藤里は来ることが解わかっていたかのように、スッと横に避けて識を通すと、まるでどこに重力の『下』があるのか解っているかのように、つかつかと壁、天井、壁、床、壁、と歩いて俺たちの方にやってきた。

「なんかアトラクションみたいだよね」

　その顔は、全くもっていつも通りの楽しそうな笑顔だった。その余裕の態度と表情を見て、改めて彼女は正真正銘、本物の『ロード』なんだな、と思い直す。

「それで、状況はどんな感じなのモンジローくん？」

「ああ、なんというか……」

　どう説明すればいいのか悩む。八方陣が起動して異世界化していることは、もう解っている様子だし。だとしたら、それをした人物を教えるべきなのだろうか。

　そんな、藤里への返事に間が空いていた時のことだった。

　周囲の暗がりから、じわじわと……何かが染み出しているのを見つけてしまう。

「おっと。お出ましのようだね」

　久く宝ほうは俺に突きつけていたナイフをすぐにもう片手に持ち替えて、辺りの様子を見た。

「うん。異世界化はちょっと久しぶりだね。この別荘の形からして、最悪そういうのが来るだろうなー、とは思っていたけど」

　藤ふじ里さともとっくに予想していたようだ。じわじわ、じわじわ、と赤黒く明滅する屋内に染み渡るように現れる黒い影。あれが識しきの言っていた『異世界生物』というものだろうか。

「ふー。現れたのは下等の異世界生物みたいだね。良かったー、見たら死ぬ、触ったら死ぬ、エッチな触手がにょろにょろする、とかそういうのじゃなくて」

　藤里がホッとしている。というか三番目のそれはどんな生物なんだ。

「藤里、ロードにしてみると、異世界の生物と戦うって結構あることなのか？」

「わたしの場合は特にね。他ほかのロードがナイツに召喚させたりすることもあったし」

　そういえばこいつの『ロードとしての物語』は『他のロードを倒していく』というものらしい。だから前にも椎しい名な町まち先輩を狙ねらったのだ。

「じゃあ今回のこいつらから先輩を守るのは割と簡単なのか？」

「んー、数が無限に湧わいて出てくるタイプだから、長引き過ぎると危険かな。だけど、うん。大丈夫だと思うよ？　異世界邪神系とかじゃないしね」

「そんなのもいるのか」

　邪神って、と内心ツッコミを入れていると、久宝が渋い顔をする。

「まあね。姿を見たり声を聞いたり存在を理解しようとしたりすると、こっちの精神が壊れてしまうという類たぐいのものだったよ。私が戦った時は、一いつ旦たん別の異能で心を操って貰もらって、それで倒したんだ」

「そ、そうなんだな……」

　俺の知らない所でかなり人じん智ちを超えた戦いがあったようだ。

　先輩や識たちと接するようになって大抵のことでは驚かないことにしているのだが、まだまだ世界は俺の知らないことがいっぱいである。

「ともあれ、ここはわたしたちに任せておいて大丈夫だと思うよ、モンジローくん」

「そうだね。君の大事な椎名町先輩には指一本触れさせないよ」

　藤里はニッコリ笑って、自分の胸をぽよんと叩たたいてくれた。

　久宝は二本目のナイフを取り出し、俺に差し出す。

「それで。君にこれは必要かい？」

　俺はそのナイフを一度見て──メガネをついっと上げた。

　夕ゆう顔がおちゃんと戦うことになる……なんて考えたくもない。ましてや、彼女にこんなものを向ける自分は想像出来ない。だけど、彼女が『覚悟』しているなら。俺もちゃんと、立ち向かう覚悟を持たないといけないんじゃないだろうか。

　これを突き立てるという覚悟ではなく。これを持つくらい、本気であるという覚悟。

　絶対に使わない為ために、使うという矛盾を抱える覚悟だ。

「……ありがとう。使わせて貰もらう」

　久く宝ほうの手から受け取ったそのナイフは、手にズシッと重く感じられた。それはまだ手に馴な染じんでいないからなのか、それともこれからこれを使って戦う責任の重さなのか。

　俺はもう一度、メガネを直してから──朝あさ顔がおと夕ゆう顔がおちゃんの顔を思い出した。

　元気で明るい姉と、引っ込み思案ですぐに赤くなってしまう妹。

　そんな二人の仲の良い姿を、もう一度見たい。その為に、もし何かが邪魔をするなら。

　戦ってでも、切り開かなければならない。

「ありがとう、久宝」

　グッ、とそのナイフを握り締めて頷うなずくと、彼女は笑ってくれた。

「いいさ。門もん次じ郎ろう先輩のそういう顔が見られただけでも、私はこの旅行について来て良かったと思えたよ」

「そういう顔？」

　自分が今、どんな顔をしているのかが解わからずに久宝の目を見てみる。

　彼女の鋭い眼光の中には、穏やかな色があった。













「私は、門もん次じ郎ろう先輩がどんな決断をし、どんな戦いをするのか。楽しみに待っているよ」

「本当は見ていたかったんだけどね、君のこと」

　久く宝ほうに続いて、藤ふじ里さともニコニコといつもの笑顔のまま俺を見ていた。

　どんな決断をして、どんな戦いをするのか、か。

　色々な経験がある二人は、この先に何があるのか大体解わかってるということなんだろうか。

「ありがとう。頑張ってみる」

　俺が頷うなずくと、久宝も力強く頷き返してくれた。

　その時、シュルッという音と共に識しきが俺の横に降り立つ。

「ここは二人に委任して大丈夫と判断します。門次郎、行きましょう」

「識は来てくれるのか」

「当然です」

　きっぱりと言い切るその青い目。そこにはとっくに、何かを決意した様子が見える。

「解った。それじゃ、行ってきます」

「うん、ファイトだよモンジローくん！」

「行ってらっしゃい、先輩。三人でのんびり待っているよ」

　ああ、と久宝に頷こうとその姿を見たら、彼女の周囲には無数の投げナイフが空中に浮かんでいた。どういう手品だ、と目を見張りそうになった途端。

　ズシャアアア!!

　無数に現れた黒い人影が一斉にナイフに切り刻まれていた。

　──『時間停止』の異能『クロノス』で何かしてるんだとは思うんだが、その原理がさっぱり読めない。彼女の行動は全すべて『結果』しか認識することが出来ない。

　投げナイフを用意していたことも、敵が既に現れていたことも、もう倒し終わっていたことも、彼女の意識の『外』にいる人間には『過程』が解らないのだ。

　あんな異能をなんとか倒した識は、本当に凄すごいよなあと改めて感心しつつ。

「っし！　行こう、識！」

「はい」

　俺たちは颯さつ爽そうと、その部屋を飛び出したのだった。





　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■






　廊下に出ても、地震のような揺れはまだ続いていた。その震動に合わせるかのように、廊下の隅や天井の脇わき、窓枠などから黒い染みがじわじわと滲にじみ出している。

　ある程度の量が館やかたの中に出現すると、その影は人影になって襲いかかってきた。




　シュッ。




　しかし、次の瞬間にそれらは真っ二つ、或あるいは八つ裂きになっている。

　奴やつらは断末魔の叫びを上げるわけでもなく。何かが千切れたり、弾はじけたりする音を立てることもなく。ただ静かに、消えていく。

「異世界生物の中では下等です。実体化するまでに時間がかかり、実体化した後も物理攻撃により霧散させると、再び実体化出来ない程度ですから」

　実際に『異世界生物』なんてモンスターと戦っているのを見て、そしてその対処を話しているのを聞いて、俺はすっかり感心していた。

「夕ゆう顔がおもこの異世界生物による香かぐ夜や殺害を狙ねらっているわけではないでしょう。あの部屋の防衛は完全に任せて問題ありません。藤ふじ里さと唯ゆい香かと久く宝ほう那な岐ぎの二人は正直、もう一度戦闘したら勝利出来る見込みは薄いロードとナイツですから」

「なんか、この手のモンスターと戦うのも慣れてるみたいなこと言ってたもんな」

「いずれ門もん次じ郎ろうも上級の異世界生物とも戦闘することになるでしょうから、今のうちに下等な彼らで慣れることを推薦します」

「やっぱり、いずれ戦うことになるんだな」

　先輩を守るということは、様々なものと戦い続けないといけないということなんだろう。それこそ、異世界生物であったり、もっと恐ろしい異能を使う相手であったり。

『不死身』だからって、今回のようにコアである心臓を奪われてしまえば、先輩は前後不覚になってしまい、俺の精神も危なくなる。

　学ばなければいけないことはまだまだ大量にあるのだ。それを、痛感させられていた。

「今は目先の目的を最優先で」

　そう、今はこの事態を引き起こしている夕顔ちゃんを探し、そして止める。

　識しきの内に秘めた想おもい。朝あさ顔がおから託された信頼。そして俺自身のやりたいという気持ち。

　胸に仕舞ってある久宝から預かったナイフに手を添えて、俺たちは上下が逆さまになっている廊下を走った。

「どこに夕顔ちゃんがいるのか、あてはあるのか？」

「はい、八方陣起動は中庭にて実行出来るようになっています。木の配置、草の位置、石の並び、それら全すべてが陣として成立しているからです。台風で木が一本でも倒れていれば実行は不可能だったはず」

　その言葉を聞き、一生懸命木を直そうとしていた朝顔の姿を思い出した。

　あれが既に、その準備だったということなのか。朝顔は──夕顔ちゃんにそれをさせる為ために、あの時から精一杯行動していたのか。それが姉だからなのか、それとも別の理由があるのかは解わからない。その理由も……また会えば、聞くことが出来るのだろうか？

　俺は中庭を見ようと思って窓を見る。今は『天井』になっているその窓の外は、漆黒に包まれていた。台風で大荒れだった様子も何も見えない。

　まるで、この建物の外側は全すべて、この滲にじみ出ている黒い影が密集して包んでいるかのような不気味さを感じる。建物から一歩でも出たら、この闇やみに呑のみ込まれてしまうのではないだろうか。そこまで考えてから不意に思い出した。




『共に道を歩む者、真の心を得し者、闇の中より出ずる輩ともがら現れし時。

　王、その生命の幕を引く』




　闇の中より出ずる輩。

　あれは、この中から何かが出てくるというのを意味しているのではないだろうか？　だとしたらやはり、先輩の『危険』は刻一刻と近付いていることを意味している。

「門もん次じ郎ろう。思考を複数持つことで焦燥するのは時期尚早です」

「……忠告なのかもしれないが、あまり上う手まくないぞ」

「そうですか……」

　識しきの駄だ洒じや落れのおかげで、少し落ち着くことが出来た。先輩の危険が迫っていることは解わかっていたはずだ。今更それで焦っても仕方ない。しかし、識は当たり前のように黒い人影を両断しながら、ちゃんと俺のことも気にかけてくれているんだな。

　あれだけの糸、確か識は無限に生み出すなんてことが出来るような異能は持っていないはず。ということは、事前に館やかたの中に大量に仕掛けていた、ということだ。

「識の斬ざん糸しって事前に準備や設置が必要なんだよな？　一体いつから仕掛けてたんだ？　俺と再合流する時か？」

「いえ。最初からです」

「最初？　えーと……俺が死んだ時とかか」

「いえ。この別荘に来た時です」

　そろそろ一階に向かう階段に差し掛かるという辺りで聞いた言葉に、俺はすぐに二の句が継げなかった。

「先輩の危険日だから、外敵から身を守る為ために仕込んでおいた、ってことか？」

「当然それもあります」

　識が返事をしながら手を伸ばしてきたので、俺はその手を握った。

　瞬間、またも唐突に引き上げられる感覚が襲った。縦横無尽、様々な方角に飛び回る自分と識の体。今度はそれほど翻ほん弄ろうされることもなく、無事に一階エントランスホールに着地する。着地した場所が大きなシャンデリアの横、つまり天井であるというちょっと混乱しそうな場所であることを除けば、問題のない移動だった。

「門もん次じ郎ろう」

「ん？　あ、悪い」

　握り続けていた識しきの手を離す。が、識の側から妙に名残惜しそうな、ちょっとした抵抗を感じた。確認しようにも、その無表情には何も尋ねてはいけないような空気を感じる。

　エントランスから廊下に出るドアは結構『上』の方だ。床と接しているドアなのだから、今は天井が地面である以上そうなってしまうのは仕方ないだろう。

「識、あそこまで行けるか？」

「エントランスにも充分に糸を仕掛けてありますので問題ありません」

　識が左手をくいっと引くと、ふわっと彼女の体が浮き上がった。

　こんなこともあろうかと、にしては先読み過ぎる行き届き方だ。

「門次郎、抱擁を」

「あ、ああ」

　手だけで識が大の男を引っ張り上げることは出来ないのだろう。だから俺ごと糸で運ぶ、ということのわけだが。女の子の体を抱き締めるのが当たり前になるというのは、あまりよろしくない気もする。だから俺は再び、自分の顔の辺りにまで浮かんでいる識の体を抱き締めて──その顔が肩辺りにきた時に、尋ねてみた。

「識の準備の良さ……本当は何を警戒していたんだ？」

　この手際の良さは明らかに何かを予想していないと無理だ。念のため、と言うにはあまりにも『最初からこの八方陣が起動されるのが解わかっていた』と思えることだったからだ。

　識は俺の耳元で小さく『ほぅ』と息を吐くと、静かに語った。

「当然、藤ふじ里さと唯ゆい香かが裏切る可能性。久く宝ほう那な岐ぎが別の仕事を請けている可能性。それらも考慮していました」

　識の言葉は相変わらず淡々としているものの。

「ですが……」

　次の台詞せりふだけは、どこか沈んでいるように聞こえた。

「本日が危険日である以上、八や幡はた姉妹が敵対者である可能性は高確率だったので」

　再び識が俺を抱き締める手に、力が篭こもる。

『そうじゃないといい』

　識もそう思っていた、ということなんだろう。

「識にとっても仲良しな友達だったんだろ？」

「はい。八や殿とのや八幡の育成機関において、自分に優しく接触してくれたのはあの二人だけでした。朝あさ顔がおはいつも明るく。夕ゆう顔がおはいつも優しく。自分を、人間として。大事な友達として、大事に想おもってくれました」

　識の、内心の告白は珍しい。だからこそ、それがどれだけ彼女の中で大切なものだったのかが理解出来る。

「四年。会っていませんでしたが……再会を、とても、楽しみに……していました」

「……そっか」

　そんな大事な友達すら、疑わなければいけなかった識しき。そして、そうならなければいいと思っていたのに、夕ゆう顔がおちゃんは俺を殺して。八方陣なんてものを起動してしまった。

　平気な顔をしていたわけじゃない。識はクールなまま、ずっと苦しんでいた。

　だから俺の死亡にいち早く気付くくらい、気を張っていたし。

　館やかたの中には、必要以上に糸が仕掛けられているのだろう。

　──俺にこうして抱擁を求めたのも、或あるいは心細いからなのかもしれない。

「良かったこともあるよな」

「はい？」

「実際、先輩の敵ってわけじゃなさそうだし」

　識の背中をよしよしと撫なでてやりながら、そう呟つぶやく。

　実際、先輩を亡き者にしようという類たぐいの敵ではなかったわけだ。

　むしろ先輩に対してはきちんと礼を尽くしていたようにも感じられる。

「……ですね。門もん次じ郎ろうが死亡するだけなら、問題はありませんし」

「実際、死ぬのも問題だと思うんだけどな……」

　生き返っている身としては、命を軽く扱われても仕方ないのかもしれない。

「まあ『不死身』なんて死なないとアイデンティティが保てないものか」

　冗談めかして言うと。

「……」

　くす、と。本当に微かに、吐息だけで識が笑ったような気配がした。

「門次郎の存在意義は存在します」

「不死身以外にか？」

「自分のセクハラ対象です」

　ようやく、いつもの識らしい言葉が出たので、ぽんぽん、とその背中を叩たたく。

「心臓を取り戻してからにしてくれ。せっかくのときめき発言なのに、このままドキドキ出来ないのはもったいない」

「はい。では、それ以降は容赦なく」

　その言葉に『嬉うれしい苦笑い』を浮かべるという貴重な経験をした俺は。

　よし、とその体をしっかり抱き締め直した。

「んぅっ……と、唐突ですね……」

「あ、悪い、つらかったか？」

「……その台詞せりふは、特別な夜にお願いします」

　………………。

　この台詞せりふを、どうして特別な夜に言うのか。

　それを考え込んでいる隙すきに、俺の体は一瞬で引っ張りあげられていた。

「うおっ!?」

「不意打ちの仕返しです」

　ぐんっ、と一瞬でドアが近付く。だが、場所がどう見てもドアノブの位置ではない。

「門もん次じ郎ろう、キックです」

「やっぱりか！」

　識しきの体を改めてしっかり抱き締め直すと、俺は引っ張りあげられた勢いそのままに、足をドアに向けて。

「せああああっ!!」

　そのドアを思いっきり蹴け破やぶった。途端、グルンッとまた重力が反転するような感覚に襲われ、慌てて識を両手に庇かばいながら着地する。

　──そこはちゃんと『床』だった。

「一階の廊下は重力が正常な方向の様子ですね」

「ああ──」

　だが、それを『良かった』と安心出来るような状況ではないようだ。

　エントランスから出た廊下。中庭への入り口は、そこから少し歩いた場所にある。

　本来ならばすぐに辿たどり着けるのだが……。

「団体さんですね」

　そこには──大量の人影が、密集して壁のようになっていた。

　前も後ろも、どちらにも奴やつらは集まって蠢うごめいている。

　一階は全体が完全にこいつらで埋め尽くされている、そう考えるべきか。

「これは仕方ありません。門次郎にも働いて貰もらいます」

　識は俺の腕からストンと着地して。両手を顔の前でクロスした。

　その指先には、無数の糸が既に絡みついているのだろう。

「了解した。普通に切ればいいんだよな？　何か注意点があればそれも頼む」

「そうですね。なるべく一体一体は両断して下さい。刺殺、裂傷、打撲などでは霧散させ消滅させることが不可能なので」

「了解した」

　手元のナイフだと長さ的に心配だが。まあ、長さを補う技術ならある。殺し屋としての技術が異世界生物にどれだけ通じるのかは不明だが、久く宝ほうが上う手まくやっていたのだから俺にもなんとか出来るはずだ。そこまで考えてから、最後に言っておくことにした。

「なあ、識」

「はい」

「識しきがいてくれて良かったと思ってる。俺、心臓がないから感情が消えかけてると思ってたんだけど、今はずっと熱いものが胸の中にある。多分これって、割と識のおかげな気がするから。ありがとうな」

　乱戦になったら流石さすがに言えないので、伝えておいた。

　すると、識はこっちに向けていた視線を──ふいっと逸そらしてしまう。

「自分への感謝は行動で実行を。自分より多く異世界生物を消滅させるなど、で」

「ああ。……あれ？」

　てっきり『夜のベッドで』みたいなセクハラネタが来るかもしれないと思っていただけに、ちょっと驚いてしまった。

　まあ、識もこういう時くらいは空気を読んだということなんだろうか。それとも……照れている、とか。もし後者だったら嬉うれしいと思う辺り、俺の心も感情も、むしろ普段通りレベルまで回復しているんじゃないかと思えてくる。

　それもまた、こいつといるからなのだろうか。

　ありがとうな。

　もう一度だけ内心で感謝をし、俺はナイフを逆手に構えた。

「で、だ。あいつらは意志とか、そういうのは？」













「……異世界生物なので詳細は不明ですが、あちらの世界における空気中の微生物みたいなものと認識しています」

「つまり、躊ちゆう躇ちよはいらない、と」

「不要です。全力でどうぞ」

　俺はナイフのグリップを手の中でしっかりと確認すると。

　識しきと同時に、大量に蠢うごめく人影の中へと突撃していった。
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　永遠の闇やみとか、真っ暗闇とか、真の闇とか。

　何にもない場所のことをそんな風に表現するでしょ？

　何もないはずなのに闇があるじゃない！　なんて無粋なことを言うつもりはないのだけれど、それでもやっぱりおかしい気がするのよ。

　つまりそこには『闇』っていう『物』があるんだろうなー、って。

　そう思った方が解わかり易やすいわよね。だから私はここにいる時ずーっとそう思ってたわ。

　だって、それなら『何にもない』よりも『何かある』ってことになるし。

　それってつまり、何か変わるかもしれないってことだものね。

　例えば宇宙空間ってあるじゃない？　勿もち論ろん行ったことはないけど。

　真空だから何もない！　ってわけじゃないでしょ？

　なんかこう、あると思うのよ。なんだっけ。ダークマターとか。宇宙っぽい因子とか。

　そういう何かがあるから星とか生まれたんだと思うし。

　だから結果的に地球も出来たんだと思うし。

　つまり『無』なんてものはない！　いつか、必ず変わるのよ！

　そう思っていれば、そういう所にいてものんびり寝てればいいだけになるから楽よね。

　暇かどうかで言えば、暇なわけではないし。

　ちゃんと考えることがあるっていうのは暇とは違うもんね？

　暇っていうのは『何か色々したい』っていう欲望があるからだと思うの。

　何かをすることも出来ない状況だったら暇なんて感じられないんじゃないかな？

　でも、ずーっとひとつのことを想おもい続けるのって大変だけど。

　本気で想い続けられれば暇じゃないでしょ？

　え、解らない？　うーん、そうねえ。

　例えば恋とかどうかしら！

　好きな人のこと考えて眠れない夜っていうのは暇じゃないと思うわ。

　あんなことしたい、こんなことしたい、あんなことされたい、こんなことされたい。

　そういう自分本位なことを考えるだけでも充分楽しいもんね。

　好きな人に別の好きな人がいたらどうしよう。好きな人に嫌われたらどうしよう。好きな人と二度と会えなくなったらどうしよう。

　そういう不安を膨らませるだけでも楽しいでしょ。

　これってつまり『本気』ってことだから、私はそれを想い続けるって最高だと思うの。

　成就するとかしないとかは二の次ね。成就する為ための努力とかも別にする必要ないもの。

　え、何でかって？　だって、そんなのはほとんど運よ運！

　相手がたまたま恋人が欲しい時に、こっちがたまたま好きになって。

　そしてたまたま相手の好みに合って、たまたま気が合う。

　そんなたまたまだらけでお付き合い出来るなんて運以外の何物でもないわ。

　だから世の中の恋人同士のほとんどはお互いに恋愛関係じゃないとみたわね。

　どっちかが、たまたま「ま、いっか」ってなっただけとみたわ！

　うん、でも、そういうのは正直どうでもいいのよ。

　そんなことより、誰だれかのことをずーっと考えるっていうのは自分だけいれば簡単に出来ることでしょ？　運に頼らず、頑張って、自分の力だけでやれること。

　だから、恋って素敵なんじゃないかな？

　自分磨きに使ってもいいし、届けないラブレター書いてもいいし、気休めのおまじないしまくってもいいし、友達とキャーキャー話すだけでもいいし。

　それだけで楽しめるエンターテイメントだと私は思うわけよ。うん。

　え？　私？　あはは、やだなあ、恋なんてしたことないわよー。

　そういうのする前に、出来なくなっちゃったものね。

　想おもい続けるだけでいいって言っても、やっぱり先立つものって必要じゃない？

　お金って意味じゃなくて。相手とか。

　あ、でもでも。だから、恋が出来たらかなりドラマチックにするつもりよ！

　だって、人と人との出会いなんて一期一会じゃない？

　一回会ったら、もう二度と会えないかもしれないじゃない？

　二度と会えないってことは、チャンスは逃すな！　ってことなの。

　あ、これ大事なことだからね？　いーい？

　どうせ恋愛なんて運なんだから、どんどんぶつかっていけばいいのよ！

　いい思い出にしようとか、悪い思い出になったらどうしようとか。

　そういうこと考えるのも楽しいからそれはそれでいいんだけど。

　チャンスはオンリーワン！　その瞬間はその時にしか来ないの。

　時間はいつだって進んでいるから、二度と取り返したりなんて出来ないんだからね？

　だから、かなりドラマチックにするの推奨よ。

　もう、服を脱いでからナイフで突き刺して告白してもいいじゃない。

　運が良ければ相手は不死身だから、きっと上う手まくいくわ？

　ってそんなの普通はないわよね。あははっ。

　まあ、今のは特殊な例だからいいとして。

　ん？　恋愛は相手がどう想ってくれるかが大事だろうって？

　ぜんっぜんそんなことないわ！

　いーい？　どんなことでも、本気で想い続けることに相手とか他人とか関係ないの。

　もっと言うと、良いこととか悪いこととかもないの。人はあくまで自分一人。

　そして考えたり思ったり出来る心もひとつだけなんだから。

　だから、もしもね。もしも、本当の本当にやりたいこと、したいことが出来て。

　それが誰だれも応援してくれないことだったり。絶対に許されないことだったりしてもね？

　楽しいことも嬉うれしいことも、苦しいこともつらいこともいっぱい考えて。

　それのことだけずーっと考えられるようになって。

　それで、自分が満たされるんだったら。




　私はあなたの味方よ？




　あはは、大丈夫。任せて！

　ちゃあんと、ずっと。

　この闇やみの中から見守り続けてあげるから。




　だから──。




　頑張って、生きてね？　






【第四話】Fourth Story　朝デイと夜ナイト










■夜顔（よるがお）：検索結果




　・ヒルガオ科の蔓つる性の一年草。

　・夏から秋にかけて咲く花のこと。

　・白花で、芳香がある為ため人気が高い。

　・夕顔とは別の種類の花。




　・花言葉は「夜」










　一体、何体の人影を切り裂いただろう。

　一体、何度このナイフを振るっただろう。

　一体、何分戦い続けたのだろう。

　気が付けば、壁のように存在していた大量の人影は俺たちの前方にいなくなっていた。

　振り返れば、まだ押し寄せてくる黒い波はあったが。

「もう充分です」

　ピィィン。硬質な音が鳴り響くと同時に、背後から迫ってきていた大量の黒い人影たちも一斉に消滅している。

「前方の敵殲せん滅めつ、お疲れ様でした」

「ああ」

　軽くずれたメガネを直して改めて周囲を見回す。

　中庭のドア周辺の大量の黒い人影は、識しきとの連係攻撃により完全に一掃出来た。

「さて。行くとしようか」

　俺が中庭のドアに手をかけると。

「はい。宜よろしくお願いします」

　識は、俺の背に寄り添うようにしてそう口にした。

「一緒に来ないのか？」

「先にも教示した通り、外界は異界です。つまり中庭は異界化が最も進行した場所。門もん次じ郎ろうと共に自分も突入し、そのまま異世界のどこかに放出された場合……香かぐ夜やを守護するナイツがどちらも同時に消失することになります」

「……なるほど」

「故に、自分は待機します。門次郎が帰還せず、消失した場合。次なるナイツ候補を香夜と検証するという役目も存在しますので」

「ん、その通りだ」

「ですから、自分は……」

　識はとても冷静で的確な判断を口にしているつもりなのだろう。実際、彼女の言っていることは正しい。ここで俺と識が同時にいなくなってしまったら、椎しい名な町まち先輩を守るナイツがいなくなってしまう。だったら、今は異能を失っている俺が先に進み、識は様子を見てから臨機応変に対応した方がいいのだから。

「自分は……」

　だから、俺は全く識を責めるつもりもないし、非難するつもりもない。だけど。

「識」

「……はい」

　俺は、その頭に手を乗せた。

「あ……」

　その髪が。頭が……いや、識しきの体は僅わずかに震えていた。そういう台詞せりふは、もっとクールに。冷淡に告げなければならないはずだ。こんなに申し訳なさそうに、つらそうに……目を逸そらされながら言われても、とても落ち着いた気持ちで向かうことなんて出来ない。

「お前の分も頑張る。夕ゆう顔がおちゃんはちゃんと連れてくる。だからここの守りは任せた」

「…………はい」

　識の手は。糸を操る時は必ず緩く開いているのが構えであるはずの彼女の両手は、ぎゅうっと強く握られていた。

　それだけで、さっきの冷静な判断を、苦しみながらしてくれたというのが解わかったのだ。

　戦闘中には彼女の意図が全すべて解ったわけだが、そうじゃない時でもこうやって識の心みたいなものが伝わったのが嬉うれしい。

「今、俺の心は薄れているはずなのに、胸が熱くて頑張るぞって気持ちになっているのって、識の心が入って来てくれているからなんだ」

「自分の心、ですか」

「ああ。だから俺は自分が消える心配なんかしないで、頑張れる。──と、いうわけで。識の心も連れて行くけどいいよな」

　識は返事の代わりに、俺が撫なでていた手を両手で握って。

　──そのまま、自分の胸に重ねた。

　ふにょん、という微妙な柔らかさが直接手に伝わって、流石さすがに少し動揺する。

「し、識？」

「──この鼓動も所持願います、門もん次じ郎ろう」

「あ、ああ」

　とくん、とくん、と。少し速くなっている鼓動が手に伝わってきた。

　見れば、識の青い瞳ひとみも金色の瞳もどこか濡ぬれたように潤んでいて、頬ほおは上気している。

「ありがとうな識。大丈夫だ、任せてくれ」

「はい。任せました」

　ぎゅっ、と両手で俺の手を握り。そして、そっとその手を離す。

　俺の手には識の感触と温ぬくもりが残ったままだった。

「っし！」

　この先は異界。もしかしたら戻って来られないかもしれない場所。だが、この識の温かさを覚えていれば大丈夫、そんな気がする。もしどこかに飛ばされたとしても、必ず帰ってきてみせる。そう決意出来た。

　だから、力強く告げる。

「行ってきます！」

「はい、行ってらっしゃいませ、門もん次じ郎ろう」

　俺の名前を大事そうに呼ぶ識しきに、親指を立ててみせてから。

　そのまま、中庭に続くドアを開け、異界へと続く闇やみの中に、飛び込んだのだった。





　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■






　まず最初に感じたのは『熱さ』だった。

　むせ返るような熱気、息を吸うと喉のどが焼けるほどの熱量。

　パチパチと聞こえる音は、何かが至近距離で燃えている音だ。

　肌を突き刺す痛みもまた、その炎が近くにあるせいだ。時折、弾はじかれたように激痛が走るのは、炎の中から何かが弾けて飛んで来たからだろう。




　──そこは、灼しやく熱ねつの炎に包まれた世界だった。




　じっとしているだけで服が、髪が、肌が、どんどん焼けて爛ただれてしまう。

　自分の両手を見てみると、そこにあったのは火傷やけどで赤く膨らんでしまった……。

　幼い誰だれかの手だった。

　その瞬間に悟る。

　これは、俺ではない。この炎に包まれて、その身を焼かれているのは俺ではない。

　この小さな手の持ち主なのだ。




「いやああああ!!　お姉ちゃん、お姉ちゃん!!」




　耳に、絶望的な絶叫が響いた。抱き寄せられて初めて、この体の持ち主が倒れていたことに気付く。叫んだ少女の服にも炎が移っていて、このままでは彼女もこの体と同じように炎に包まれてしまうことだろう。

　そうなれば二人とも死んでしまう。それだけは、どうしても……。

『そう、嫌だったの』

　どこからともなく、そんな声が聞こえた。

　俺は辺りを見回そうとするが、熱気で焼かれた目は正確にものを見せようとしない。

　全すべてが霞かすんでしまい、全てが歪ゆがんでしまう。炎の中で、人はここまで無力になるのか。何もかもが『痛み』で表現出来るほどの苦痛。感覚の全てを『痛がらせる』なんて、炎じゃなきゃ出来ないのかもしれない。

　眼球が痛い。だからものが見られない。

　鼻び腔こうが痛い。だから鼻から息が吸えない。

　口こう腔こうが痛い。だから口の中が焼けてものが喋しやべれない。

　肌が痛い。だから全身麻ま痺ひのように何も動かせない。

　耳が痛い。

　──が。そうか、耳だけは熱によって妨げられることなく、音を届けてくれる。

　だからか。だから。

「いやっ、だめ、いやだよ、お姉ちゃん、お姉ちゃあああん!!」

　この体を支える少女の絶望と嘆きの悲鳴が、余すことなくダイレクトに響いてくる。

『つらいでしょ、ごめんね？　こんなの追体験させちゃって』

　困ったような声は頭の中に直接響く──。というよりは。

　心の中で、俺自身が『思っている』声に感じられた。

　俺がこの子の感覚を共有しているから、その心の声が俺にも届くということか。

『そういうことみたいね。異界の中で、私の意識と過去とモンジローさんがグチャ混ぜになっちゃったみたいだわ。しかもつらいとこ、全部モンジローさん持ち。これは困ったわね。どうしようかしら』

　つらいし痛いのは、確かに恐ろしい。この絶望的な状況を味わえば、恐怖に包まれても仕方ないだろう。幸か不幸か、今の俺は自分の精神状態をコントロールすることが出来る状態だった。痛覚や感覚のシャットアウトも完かん璧ぺきではないが、『意識しない』という方向性で半分くらいならば我慢することも出来る。

『へえ、そんなこと出来るのね殺し屋さんって。あ、拷問対策とかそういうの？　それとも、腕がもげた、痛い、でもやっつける！　みたいな時用の心構えとかそういうの？』

　まあ、概ねそういうのなわけだが。それにしても、テンションが明る過ぎないか──。




　朝あさ顔がお。




『うん、正解』

　俺の霞かすむ視界の中に白い服を着た、どこか幼い彼女の姿だけがぼんやりと映し出されていた。これは、つまり朝顔の記憶で。それを俺が彼女の身になって体験している、ということなのだろうか？

『そうみたい。もう、こうなったら全部話すけど……』

　見えないはずの視界に映る彼女は、困ったような笑みを浮かべて俺に向き直る。

『四年くらい前に。八や幡はたの家がね、火事になったの。まあ、解わかり易やすいくらい不審火だったんだけどね？　勿もち論ろん、誰だれかが火を放ったのよ』

　あっさり言うその言葉に、俺は渋い気持ちにならざるを得ない。

　放火ということなら、つまり二人は誰だれかに殺されそうになったということだ。

『識しきさまは知らないはず。丁度、識さまはあの頃ころは特別な状況になっちゃってたみたいだしね。あ、これは内緒よ？　詳しく知りたかったら本人から直接お願いね』

　確かに識のことも気になるが、それは本人から聞いた方がいいだろう。

　あいつが何らかのハードな人生を歩んでいるというのは薄々感じていることだしな。

　──しかし、四年前、か。何か、気になる数字ではある。

『とにかく。私と夕ゆう顔がおは、家で寝ていたら火をかけられた。それはもう、絶対的に絶望的に大ピンチ！　ってくらいの炎に包まれたわね。見て解わかる通り、ボーボーだったのよ。よく火の中に助けに行くー、とかあるでしょ？　あんなの普通は無理よね。こんなに火だらけの中に飛び込むなんて、人間には本能的にも、そして感覚的にも出来るわけないわ』

　確かに、本能は死を拒絶するから火には近付かないようにするだろう。

　そして、感覚器もこうして熱を痛みで伝えることにより、その危険性を伝達する。

　意志の力だけではどうしようもない。それが『火で殺される』ということなのか。

　そんな炎に包まれてしまうと、人は冷静でなんていられなくなる。

　だから、どうにかして逃げ場を探せばいいのに。

「お姉ちゃん、お姉ちゃん！　やだやだ、死なないで、死なないで!!」

　こうして絶叫し、火に包まれた体を抱き締めている夕顔ちゃんも、もうすぐ火だるまになってしまうのだろう。薄れている視界で見る限り、今より多少幼いくらいか。いや、あまり成長はしていないかもしれない。

『それはひどいわよー。ちゃんと、ちょびっとずつは背も胸も成長したんだからね？』

　ああ、思ったことは全部朝あさ顔がおに筒抜けなのだった。滅多なことは考えられないな。

　しかし。これが追体験でしかないとすれば、俺に助けられることは何もない。

　せめて朝顔がこれくらい痛くてつらかった、というのを共有出来たことが幸いか。

『え、なんで？』

　一人だけ、こんな苦しい目に遭ったなんて絶望的過ぎるからな。

　つらいや怖いを共有した人がいれば、少しは気分的に楽になるかもしれないだろうし。

　少なくとも、言葉で言われても解らないものを体験出来ただけ俺は嬉うれしい。

　朝顔がこんな痛い目に遭った。それを俺も知っている。だからお前のつらさが、せめて痛みの部分だけでも解ってやれることが、嬉しいということだ。

『ふへー、モンジローさんって本当に変人だわっ！』

　……この胸がズキッとしたのは、俺の痛みなのかもしれないな。

　変な思考かもしれないとは思っていたが、ストレートに変人と言われると流石さすがに傷ついたのかもしれない。

『あははっ、でもありがと。そういう気持ちも嬉うれしいわよ？　こっちとしては申し訳ないなー、という気分なんだけど』

　まあ、勝手に喜んでいるだけだからそこまで気にしないで欲しい。

『ん、解わかった。でも、モンジローさんがこれを見ちゃうっていうのが、やっぱりちょっぴりつらいなー、と思うのよ』

　まあ、そうだな。過去なんてものは見せたくないだろうし、ましてや火に焼かれたなんて経験。体のどこかに火傷やけどが残ったりしていたら女の子は……。

　……火傷？

　これだけの火に包まれて、それがどこにも残ってない？

『あ、うーん。夕ゆう顔がおは、あの子が火に包まれる前に私が庇かばったからね。ちょっとは残っていた火傷も、ちゃんと皮膚移植とかで治ったみたい。自分のお尻しりの肌で。お尻見る機会があったらあんまりじろじろ見ないであげて？　痕あとは残ってないけど、ちょっと気にしているみたいだし』

　ああ、解った。いやいや、お尻をじろじろ見る機会なんてそうそうないだろう。

　それこそ水着の時にたまたま目に入るくらいだが、彼女はそんなお尻が丸見えになるような大胆な水着は着ないだろうし。

『そうね、せっかく買ってあげたのに奥深くに仕舞いこんじゃってたもんね』

　買ってあげるのもやめてあげるといい。

『あははっ、引っ込み思案もちょっと大胆になれば治るかなー？　って姉心だったの』

　そういう姉心は俺には解らないとして。夕顔ちゃんは庇ったから大丈夫だった、ということは朝あさ顔がお。お前は……？

『モンジローさんは不死身なんだよね。死んだことって二回だけ？』

　いや、藤ふじ里さとたちと戦った時にも一回死んでしまったみたいだから三回かな。

　……そういえば識しきに、毒を盛られて仮死状態、ほぼ死亡状態、というのも入れれば四回か。あれは不意打ちだっただけに、自分の中でも思わずカウントしたくないが。椎しい名な町まち先輩が生き返らせてくれなければ目覚めなかったのも考えれば、死亡カウントとして含んでもいいんだろうな。すっかり仲良くなったから忘れていたが、識も危険な女なんだった。

『そんなことされていたのね。識さまったら殺やるわね……』

　その『やるわね』の使い方はあまりよろしくないと思うんだ、俺は。

『あはは、まあいいじゃない。ちなみに私は、まだ死んだことないのよ。でもね、モンジローさん』

　ああ。




『──私、生きてもいないの』




　…………それがどういう意味の言葉なのか、俺には解わからなかった。

　だから、それっきり聞こえなくなった朝あさ顔がおの声ではなく。

　俺は、夕ゆう顔がおちゃんの泣き声の方をぼんやりと聞き続けるしかなくなる。

「ひくっ、お姉ちゃん、やだよう、死なないで……いつまでも、ずっと二人でいようって言ったでしょっ……好きな人作って、恋人も二人で共有しよう、とか言ったじゃないっ。わたし、お姉ちゃんがいないと、なんにも、なんにも出来ないよ……ひくっ、ひくっ」

　こんな泣き声。聞いているだけでつらくなる。

　この時の朝顔は全すべての感覚で痛みを感じながら、大事な妹の嘆く声で胸まで痛めていたということだ。しかも、このままだと。せっかく庇かばった夕顔ちゃんまで同じ苦しみの中で死んでしまう。目が鼻が口が肌が。全部焼け爛ただれて、痛みの中で死んでしまう。

　それだけは、嫌だった。せめて彼女だけは。大事な妹だけは、生きていて欲しかった。

　だから願った。

　誰だれか、この妹を助けて欲しい。

　誰でもいい。この妹の命を救って欲しい。

　どんな存在でもいい。この妹の命が助かるなら、私は何を失っても構わない、と。

　だからその時に現れた人物はそれこそ奇跡を運ぶ天使だったのか。

　それとも──誘惑をしにきた悪魔だったのか。




『愉快なものね。そっくりな存在がそっくりな願いを抱くなんて』




　──誰だ？　その女性の声に俺は覚えがあるような、ないような。知っている人間の声のようで、まるで知らない人物のような。不思議な印象を受ける声だった。

　それは朝顔が感じたものなのかもしれないし、俺が感じていることなのかもしれない。

　だが少なくとも、こんな火に囲まれた場所に現れるという点で、普通の人間であるはずがないだろう。こんなタイミングで現れるという段階で、お人ひと好よしな正義の味方ということもあるまい。

　だが、この時の二人にとっては……なくてはならない救世主のようなものだった。

「ひくっ……どなた、ですか……？」

「私が誰かよりも。もっと強く願うべきことがあるはずよ？」

「強く、願うべきこと……」

　夕顔ちゃんはその声にすっかり魅せられたかのように、言葉を繰り返す。しかし、そこには──不穏な気配しか感じられなかった。この存在は、善意で助けにきたはずがない。

　この絶体絶命の二人が願うことなんてひとつしかないと知っていて、それで来たのだから。完全に二人を利用する意志しか存在していないはずだ。

　俺は中々開かない目を、一生懸命に開けようとしてみた。

　だが、目に映るのは恐ろしく長い黒髪だけ。しかもその髪がふわふわと動き続けることで──周囲の火を妨げているという、有り得ない光景だった。

　それは余りに人外を思わせる存在だったおかげで逆に納得する。

　ここに現れたのは人間ではなく、ロードかナイツだったのだ、と。

「わたしは、お姉ちゃんを失いたくないです……！」

「そうね。そして、姉も貴女あなたには生きていて欲しいそうよ」

「お姉ちゃん……」

　そう、朝あさ顔がおの願いはただただ、平穏無事に妹が生き続けること。こんな火事を生き抜いても、その後の人生は大変になるかもしれないけれど。それでも、自分の幸せを見つけて静かに暮らして欲しい。

　そんなささやかな願いだった。

「でも、貴女の姉はもう助からないわ。この体は使い物にならないもの」

　冷たく響く女性の声。それは──この体の持ち主である朝顔が一番よく知っていた。

「え、え……ふぁ……や……おねえちゃ……」

　希望の中に、再び絶望を突きつけられた夕ゆう顔がおちゃんが泣き始める。

「だけど。『死なない』ようにすることは出来る。仮初の命、仮初の体を作り、無理矢理『生かす』ことなら出来る。そういう『異能』を貴女にあげることなら出来るわ？」

「ひくっ……い、異能……？」

「そう。八や幡はたの女ならば知っているでしょう？　私はロード。人じん智ちを超えた力を与えることが出来る者……。神話の。伝承の。奇跡の。悪魔の。そんな力を人に与えることが出来る『物語』を持つ者よ」

　ロードを名乗る彼女は、言葉の中に妖よう艶えんさを含んでいた。甘く、限りなく深い誘惑の果実。ロードに魅せられた者は、もう彼女らの物語の中から逃げることは出来ない。

　そう思わせるのに充分なほどの威圧感と圧迫感だった。

「……それを使えば、お姉ちゃんは……お姉ちゃんの命は助かるのですか……？」

「どうかしら。仮初の命、仮初の体に宿ることで、それは本当に助かったと呼べて？」

「うくっ……」

「でも。少なくとも『死』という絶望ではないわね。もう二度と、絶対に会うことが出来ないわけではなくなるわ」

　そう、本来『死』は永遠の別れ。

　生き続ける限り、死を迎えた存在との邂かい逅こうは不可能となる。

「或あるいは──そうね。『神しん性せい異い能のうタナトス』。そう呼ばれる異能さえ手に入れられれば。『生と不死』を司つかさどる神の異能を姉の命に与えることが出来れば。もしかしたら、いつか本当に姉は復活するかもしれないわね」

「神しん性せい異い能のう……タナトス……」

　……そうか。だから、夕ゆう顔がおちゃんは俺の異能を欲しがったのか。

　このロードがそれを教え。だから、夕顔ちゃんは俺を殺すことを実行したのか。

「そうよ。その持ち主の心臓にコアは宿る。そのコアを、姉の心臓に移し替えることが出来れば──生き返ることもあるかもしれないわね」

「…………でも、わたしには、そんな力は…………」

「ふふ、どうかしら。貴女あなたにはナイツを誑たぶらかす血の力があるから、上う手まくやれば……上手くいく可能性もあるわよ？　当然、上手くいかない可能性もあるけれど」

「………………」

「さあ、どうするの。私から異能を受け取って、一時的に仮初の姉を作り──そして、いつの日か本物の姉を蘇よみがえらせるのを夢見るのか。それとも──」

「……い……します……」

「よく聞こえないわ。もう一度言って御覧なさい？」

「お願いします……わたしに、異能を、下さい……ロード様！」

　かすれた声を、張り上げて。夕顔ちゃんはそのロードに宣言していた。

「よく出来ました」

　ロードは満足そうな笑みを声に乗せると、真っ白な手を夕顔ちゃんに差し向ける。

　──止めたい。そう、俺は思っていた。

　それは同時に、朝あさ顔がおの想おもいでもあった。

　妹が悪魔と契約をしようとしている。それを黙って見ていることしか出来ない自分。

　それが情けなくて、悔しい。痛みで苦しむ全身が、そう感じていた。

「さあ、いらっしゃい。貴女に私のとっておきの異能をあげる。それは、生命と死を操る天使の力。死者を、泥の人形として操ることの出来る、異端の力──そう。私の持つ異能の中でも奇跡のひとつ──『天てん使し異い能のうアズラエル』よ」

　女性の影が、夕顔ちゃんの影と重なる。

　その瞬間──夕顔ちゃんの背から黒い翼が大きく広がり──。

　そして、周囲の炎を一掃した。

　黒い羽が舞い散る中、俺と朝顔は確かに夕顔ちゃんの涙を見る。

「お姉ちゃん……ごめんね。もうちょっとだけ、待っててね……」

『……もう、夕顔ったら。しょうがない子だなあ……』

　その朝顔の声は泣いている夕顔ちゃんには届かない。

　そして、周囲が。朝顔の体が白い光に包まれると……。

　この体は、ボロボロと静かに、白い灰となって──。







『こうして出来たのは私の人形だったの』

　気が付けば、見える風景が変わっていた。

　肌色の何かが並ぶ薄暗い部屋の中。どこかの地下倉庫、といった風ふ情ぜいだ。

『って、あああっ！　ちょっと目を閉じて！』

　と、慌てて言われて初めて気が付いたが、並ぶ肌色は──朝あさ顔がおそっくりな人形たちだった。どれも服を着ているわけではないので、朝顔からすれば恥ずかしいのだろう。

　しかし俺は人形に欲情する趣味は流石さすがにないので安心して欲しい。

『それもなんか悔しい気分だけど……うぅー……』

　まあなるべく朝顔ボディになっている人形は見ないようにすると、部屋の中には真剣な顔で人形の頭を作っている夕ゆう顔がおちゃんの姿があった。

　彼女の周囲にも大量のパーツが整然と並んでいる。腕や足、胴体や頭。僅わずかずつだが大きさが違ったり、膨らみが違ったりしている。そうか、あれらは全すべて……。

『……うん、私の成長に合わせて作られていった、異能で作られた人形たちね。夕顔が貰もらった異能『アズラエル』は、私の灰を振りかければどんなものも人間の体そっくりな人形に作り変えることが出来る異能だったの。そして、一番新しい出来が良かった物に私の心臓……と言っても赤い宝石みたいなものになっちゃってるんだけど。それを胸の中に入れると、モンジローさんが会ってたプリティーな人形の私になるってこと』

　さっき識しきと一緒にお風ふ呂ろ場ばで襲ってきたのは、朝顔の人形だったということか。

『成長用の私の人形たち。メイン人形は意志の力でそれらを操ることが出来るみたい』

　この言い分からすると、この朝顔の意識が人形に入っているわけではないんだな。

『……うん。私はずっとこうして見ているだけ。心臓が死んでいないから、死んでないってだけね。魂だけ闇やみの中に漂っているみたいなものかな？　だから、モンジローさんがこうして話し相手になってくれてるのは、実は凄すごく嬉うれしかったりして』

　俺自身も生と死の狭はざ間まによく漂う存在だからなのだろうか。こうして体が存在しないから生きていない朝顔の意志と会えたのは、奇跡的な偶然だったのかもしれない。

『そうね。運命かもしれないわ？　つまりモンジローさんは私の運命の人ねっ』

　そんな色っぽいものだと嬉しいのだが、少しでも朝顔の寂しさが紛れるなら何よりだ。

『寂しくはないの。闇の中からでも、ずっと夕顔のことは見守って来られたし。だけど、だから心配もずっとしてたわ。この子、私を生き返らせる為ためにしか、この四年間を過ごして来なかったから……もっと女を磨いたりしていれば、モンジローさんのことだってイチコロだったかもしれないのにね？』

　女性に免疫がほとんどない俺としては、この段階の夕ゆう顔がおちゃんだってかなり可愛かわいいと思っているわけだが。イチコロというほどちょろいと思われるのもなんとなく悔しい。

『あははっ。夕顔の血じゃなくて夕顔自身をそうやって見ようとしてくれるモンジローさんは、やっぱりいい人だと思うよ？』

　夕顔の血。あれは俺を惑わせる困ったものだった。ただでさえ女性に弱い俺が、更に弱くなってしまうという恐ろしいもの。夕顔ちゃんは普通に可愛いだけに、とても厄介だ。

　俺が何か粗相をしないよう、姉の朝あさ顔がおにも頑張って貰もらいたい……。

　そう思って、気付く。朝顔の意志はここにあって、人形にはない。

　ということは、人形の意志は一体……？

『……夕顔ったら、凄すごく頑張ってプログラムしたの。私の心……好きなものとか、嫌いなものとか、趣味とか、主義とか、主張とか、癖とか、こだわりとか、考え方とか、ポリシーとか、ええと、そういうの全部。長い年月をかけて、いっぱいね』

　プログラム。

　人形が朝顔らしさを持つ為ために、夕顔ちゃんはずっと教え込んだということか。

『モンジローさんが話していた朝顔は、私を模した性格と人格を持ったもの。言うなれば、ロボットの人工知能みたいなものかな？　最初は本当にカタコトしか喋しやべれなかったんだけどね。夕顔は、それはもう、すごーく努力したのよ？』

　人形の朝顔は、人形の朝顔。知識や人格を与えられた仮初の存在。そして、ここでこうして話しているのは、四年前に体を失った朝顔。

　俺は二人の朝顔と会っていたということを、ようやく実感する。

『勿もち論ろん、夕顔がここで見ている私に気付くはずなんてなかったわ。あれから四年間、ずーっと……この人形を姉に見立てて、姉としてきたんだもの。まあ、四年間頑張っただけあって、かなり私っぽくなったけどねっ』

　確かに、館やかたで話していた朝顔にプログラムであるとか、人工知能であるとか、そういう雰囲気はまるで感じなかった。むしろ、本当に妹のことを案じている優しい姉で。妹がしようとしている凶行を止めることが出来ずに悩んでいる、そんな素振りすら見えた。

　だけど、確かに違和感はあった。

　最初から、どこか自分に似たような……全く違う性格なのに妙に親近感を感じたのを思い出す。あれは、俺も心を持っていないまま育てられたから、だったのだろうか。

「ふう、お姉ちゃん……新しい体の調整終わったよ。大丈夫？　見えてる？」

　夕顔ちゃんは頭の調整が終わったらしく、それを新しく作った人形に取り付けた。

　それまで閉じていた目がパチッと開くと、朝顔の人形はニッコリと微笑ほほえむ。

「あははっ、うん、お疲れ様夕顔！　それにしても、もうちょっと胸とか、お尻しりとか大きくしてもいいと思うのよ。お姉ちゃん的には成長期なんだし」

「わ、わたしがそんなに成長してないんだから、お、おんなじ大きさでいいのっ」

「あ、おんなじなのね。へええ、お風ふ呂ろで確かめようかなっ」

「そういうのはいいからっ、もう、お姉ちゃんたら……あ……」

　ぽろ。夕ゆう顔がおちゃんの目から、一粒の涙が零こぼれた。

「あ……ご、ごめんね、お姉ちゃん……」

「う、ううん。こっちこそごめんね、夕顔……えっと……服、着てくるねっ」

「あ、うん……」

　そしてその部屋から『人形の姉』が立ち去る時。

　その耳は、夕顔ちゃんの声を聞いてしまっていた。

「お姉ちゃん……ごめんなさい……」

　──おそらく。

『姉の代わり』として作った朝あさ顔がおの人形と、本物の姉妹のように話すこと。

　それが既に、夕顔ちゃんの中では罪の意識になってしまっているのだ。

　代用品で満足してしまっているかのような自分。心のない人形に、それっぽい対応を取らせているだけなのに。──本物の姉はそこにはいないのに。

　そんな想おもいが、夕顔ちゃんの心を苛さいなんでいる。

『別に、いいのにね。夕顔ったら真面目まじめでしょ？　だからすぐ泣いちゃうのよ』

　だから朝顔の、本物の心も……どこか悲しそうな声音だった。

　姉妹は四年も前から。ずっと一緒にいるのに、ずっと一緒にいないのだ。

　それは果たして、幸せだったのだろうか。

「お姉ちゃん……でも、もうすぐだよ」

　夕顔ちゃんは、そう呟つぶやく。

「もうすぐ、識しきさまが『ロード』を連れて来てくれるんだって。そしてそのナイツに……念願の『神しん性せい異い能のうタナトス』の持ち主がいるんだって」

　その声は、震えていた。歓喜なのか。それとも恐怖なのか。

「だから、もうすぐだよ。わたしがその人の心臓を奪って……お姉ちゃんに、また、命をあげるから。だから──」

『──モンジローさん。私は貴方あなたの命を奪ってまで生き返るなんてしなくていいからね。こうして、闇やみの中からずっと大事な妹を見守り続けられるだけでも嬉うれしいもの！　だから。だから──』
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　二人の『だから』を聞いて、俺はゆっくりと目を開いた。

「だから門もん次じ郎ろうさんを殺して、そのコアを、お姉ちゃんの心臓に移すんです……」

　夕ゆう顔がおちゃんの声が聞こえて、そちらを向く。そこには、困ったような顔の彼女が──祭壇のような場所の上に立っていた。

　彼女の背には漆黒の翼が生えており、その手には皿に載せられた……俺の心臓がある。直接手で持っていない辺り、少しは気を遣って貰もらっているみたいだ。

　だが、ここがどこなのか。俺は今どうしてここにいるのかが、さっぱり解わからない。

　だけど、祭壇の上に寝かされている朝あさ顔がおを見て。そして、祭壇の周囲十メートルを取り囲むように炎の壁が立ちはだかっているのを見て。ここが何かの儀式を行う場所だ、というのはなんとなく理解した。

　その炎の勢いは激しく──ここから逃げ出す場所は存在しなかった。

「夕顔ちゃん、会いに来たよ」

「門次郎さん……」

　その声はやっぱり震えたままだ。そして同時に、頭の奥に響く甘さを感じる。

　ああ、そうか。夕顔ちゃんの『血』。同じ血を朝顔だって持っているはずなのに、彼女からはこの感覚がなかった。つまり、最初から朝顔は人形だったということ。

　そして今ようやく、入れ替わりでもなく。

　俺を殺した後に、姿を隠していた本物の夕顔ちゃんに会うことが出来た。

「止めに、来たんですよね。……わたしを」

「朝顔を生き返らせる為ため、というのは見てきたよ。過去の出来事を、ついさっき」

「っ！」

　夕顔ちゃんは目を見開いて俺を見た。まあ、過去を見るなんて確かに失礼な話だ。

　だからその謝罪はきちんと後ですることにして、今は──。

「そして、俺は多分──本物の朝顔とも会って話をしてきた」

「本物の……？」

「うん。普段会ってた朝顔とそっくり同じ性格過ぎて、区別がまるでつかなかったけど。でも、あれは朝顔だ、本物の。俺は生きているけど死んでいるようなものだから、ちょいちょいそういう場所に行けるおかげで、会えたみたいだ」

「そっか……そうなんだ、お姉ちゃん……まだちゃんと、意識はあるんだね……」

　ぽろっ、とその目から再び涙が零こぼれ落ちる。夕顔ちゃんは知らなかったはずだ。姉の意識がまだ、残っているということを。そして、ずっと妹である彼女を見守っているということを。だから俺がメッセンジャーになれればいい。

　信じて貰えないかもしれない。戯たわ言ごとだと思われるかもしれない。だけど、精一杯に伝えよう。姉の想おもいを。夕顔ちゃんに、ただ幸せでいて欲しいという強い一いち途ずな気持ちを。

「どっちの朝顔も言ってたよ。──夕顔ちゃんには、苦しんで欲しくないって」

　人形の方の朝あさ顔がおが、プログラムされた人格だったとしても。

　闇やみの中を漂う朝顔が、もう心しかない存在だったとしても。

　どっちもただひとつだけ。ただただ、大事な妹のことだけを、ずっと考え続けていたのだから。二人ともに託された俺は、それを伝えなければいけない。

「お姉ちゃん……」

　夕ゆう顔がおちゃんは口元を両手で覆い、大粒の涙を零こぼす。

　四年間、ずっと……ひたすら、苦しんできた夕顔ちゃんを。人形の朝顔も、闇の中の朝顔も、ずっと心配していた。だから今、託された俺が彼女を解き放とう。

　四年間の苦しみから。もう、罪悪感の中で生きなくてもいい、と。

「さあ、帰ろう夕顔ちゃん」

　俺はゆっくりと近付いて、そして右手を差し伸のべる。

「でも、でも、わたし……門もん次じ郎ろうさんのこと、殺しちゃいましたし……」

「それなら問題ない。久く宝ほうも識しきも俺のことを殺したのに、今は仲良くしている」

「このままだと、椎しい名な町まちさんが危ないの知ってて、それでも止めなくて……」

「それも大丈夫。先輩は、そういうことを咎とがめたりするよりも、一緒にお茶会をしたがるような、そんなほわほわした人だから」

「識さまだって、騙だまして……！」

「識は悔しがっていたよ。あの識が、感情的になっていた。夕顔ちゃんを助けたいのに、助けることが出来ないって。疑うのが悔しいって。あいつも君のことを好きなんだ」

「でも、でも……っ」

　俺は手を伸ばしたまま待っていた。いやいやをするように首を振っている彼女を見つめたまま。もう、いつだって手が届く距離にいる。

　──俺は、これからどうするべきなんだろうか。

　このまま抱き締めるのは簡単だ。一人で苦しかった彼女を、もう一人にしないと約束することも出来る。手続きは大変かもしれないが、識に頼めば色々と手配して同じ学校にだって通うことが出来るようになるかもしれない。

　いざとなれば妹と祖父を説得して、同じ家に招くことだって出来るかもしれない。

　或あるいは先輩の部屋ならもう一人か二人なら入居したり出来るだろう。

　だけど、夕顔ちゃんが求めているのは本当にそういうことなんだろうか？

「……門次郎さん……」

　ぐしゅぐしゅに泣いている夕顔ちゃんが顔を上げる。もう何度も泣いたのだろう。何度も後悔したのだろう。何度も──縋すがり付きたいと、苦しんだのだろう。

　その目は、痛々しいほどつらそうだった。助けを求めて、もがいている目だった。

　手を伸ばして、そしてその頬ほおを包み。そのまま抱き寄せれば、きっと安心してくれる。

　朝あさ顔がおの本当の心は闇やみの中のままだけど。でも、いつだって見守ってくれている。

　それに彼女そっくりな、優しい人形はいつだって傍そばにいてくれるのだから。そして、俺だって一緒にいてやれるのだから。だから、このまま彼女の細い体を抱き寄せて、その涙を拭ふいて。夕ゆう顔がおちゃんの思うまま、彼女の心を救ってあげれば……。

「夕顔ちゃん……」

　その透明な涙がとても切なくて愛いとしくて。俺はその涙を掬すくおうと更に手を伸ばし──。




　シュザッ！




　閃ひらめく銀の光と共に、鮮血が舞い。ぱたたっ、と夕顔ちゃんの頬ほおに血が降りかかった。

「え……？」

　きょとん、としているのは彼女だった。何が起きたのか解わからないという顔で、銀の光に切り裂かれた俺の右腕を見つめる。俺の手の甲から肘ひじにかけてがバッサリと、鋭利に切り裂かれていた。血が噴き出し、咄とつ嗟さにもう片方の手でその血を押さえ付ける。

「なっ……!?」

　慌てて振り向いた夕顔ちゃんは、そこに信じられないものを見たように硬直した。




「今のをその程度の傷で済ますなんて。モンジローさんったら凄いのねっ」




　今まで祭壇で眠っていたはずの、人形の朝顔がにこやかに口にした。

　その右手の爪つめが鋭く伸びていて。今の刃のような閃きがそれだったことを物語る。

「朝顔、お前──！」

「ふふーん、でも油断してたわよね。夕顔を手て篭ごめにしようとしてたもの。でも残念でした！　私は夕顔の手助けをする為ために生まれてきたの。夕顔の目的の為だけに存在しているのよ！　夕顔の四年間を、苦しみを、頑張りを、昨日今日会っただけの貴方あなたになんて、邪魔させないんだからっ」

　ふわっ、とその身が宙に浮かぶと、スカートの奥から無数の『腕』が飛び出した。

「っ!!」

　今度は不意打ちではなかったからか、襲いかかってきた──合計十本の腕をなんとか後ろに転がることで避よける。

　だけど、俺は内心混乱していた。夕顔ちゃんを助けて欲しいと俺にお願いしたのは彼女だ。それなのに、何な故ぜ朝顔は俺と敵対している？

「ふふっ、なるほどね。夕顔の色香に惑わされている時以外の反応はとってもいいんだね。そんなに夕顔はいい香りがした？　そんなに、夕顔の涙を舐なめてみたかった？」

　人形の朝あさ顔がおは、煽あおるように俺を責め立てる。

「……そうか」

　さっきの俺は確かに、夕ゆう顔がおちゃんの涙に魅せられていた。彼女に触れて、抱き締めて。ただそれが出来ればいい、そう感じていた。あれは──その血に、完全に心を奪われていた、そういうことなのか。心臓にコアがなく、異能がない状態であっても夕顔ちゃんの『血』は俺に影響しているらしい。

　彼女自身の心を救うことよりも、俺の欲望を優先しようとした自分に嫌気が差す。

「朝顔……」

　右腕の血は止まらない。動脈辺りを切られたようだ。今の俺は椎しい名な町まち先輩から生命を供給されている。このまま出血が長引けば、先輩の命をも削り続けることになるのだ。

「お、お姉ちゃん、ど、どうしてっ！」

　夕顔ちゃんは浮き上がっている朝顔に向けて叫んでいた。

　自分は救われるところだったのに。そんな非難が少しだけ見え隠れする。

「ダメだよ、夕顔。その人は、夕顔の体が目的だったんだもの」

「そんな、そんなことない、門もん次じ郎ろうさんは、わたしを助ける為ために……」

「助かっちゃっていいの夕顔？」

「っ!?」

　朝顔の冷たい言葉が夕顔を襲う。

「私は貴女あなたに作られたから解わかるけど。ずっと、ずっと願い続けてきたんだよね？　私じゃない、本物のお姉ちゃんを助ける為に。モンジローさんが言ってたじゃない。その心はちゃんと、残っているって。つまり、ちゃんと生き返らせることが出来るのよ！」

「あ……」

　……そう、その通りだ。俺は無意識にそれを夕顔ちゃんに伏せていた。俺のコアを使えば、元の朝顔を蘇よみがえらせることが出来る。それはあのロードが言っていたことだ。

「だから諦めちゃダメよ、夕顔！　私に命令して、モンジローさんを倒してって！」

「そんな、お姉ちゃん、でも……」

　でも、夕顔ちゃんは迷っていた。それで本当にいいのか。本当は誰だれかに止めて欲しい。

　そう思っていたからこそ……すぐに俺の心臓を破壊しなかったのだろうから。

　だから、泣いている夕顔ちゃんには決められるはずがなくて。

　彼女はすっかり、立ち尽くしてしまっていた。

　──そうか。だから、朝顔。お前は……。

「──解った、朝顔。戦おう」

「も、門次郎さんっ!?」

　息を吸って、吐く。胸には重いものがのしかかったままだ。

　何が正しくて、何がいけないことなのかは、解わからない。だから思い出していた。




『だから、助けてあげて。貴方あなたが明るい世界に辿たどり着けたみたいに、あの子が四年間も囚とらわれ続けている闇やみの中から、引っ張りだしてあげて？　……ちょっと、つらいことさせちゃうことになるかもだけど、でも、私じゃどうしても出来ないことだから……』




　この、人形の朝あさ顔がおが俺に告げた言葉を。




『だから、任せていい？』




　そして、人間と何も変わらない温ぬくもりで俺に託した想おもいを。

「朝顔。頑張るって約束したもんな」

　俺は左手でナイフを握ると、そのまま朝顔に向けた。

　朝顔は笑顔のまま、こくんと力強く頷うなずく。本当は朝顔となんて戦いたくない。

　だけどもしかしたら、あの時既にこいつはこれを覚悟していたのかもしれない。

　──こうなることを予測していたから、抱き着いてきたのかもしれない。

「私は強いよ、モンジローさん」

「知ってるよ、多分な」

　夕ゆう顔がおちゃんが目を見開いて泣きじゃくっている姿に、申し訳なさを感じながら。

　俺は『本気』を出す為ために、メガネを取って横に放り投げた。




　カキィン！




　直後にナイフが弾はじいたのは朝顔の爪つめだった。伸ばして剣のように攻撃するだけでなく、こうして飛ばすことも出来るようだ。飛行している腕は合計十本。

　ただし、今視界にあるのは『腕』のみ。

　いつどこから『足』や他ほかのパーツが現れるかも解らない。

「ふぅん、流石さすがに警戒しているのね」

　俺の視線を読んで朝顔が軽口を叩たたく。その声すらも警戒しなければいけない。

　もしかしたら『頭』もどこかに飛んでいて、そこから発している可能性もあるからだ。

「ふふっ。流石は識しきさまが選んだナイツ。さっきまでの人とは大違い。むしろ、どっちかと言うと本当の……『私』そっくりだわ、モンジローさん」

　本当の私。つまり、人形ということか。俺は殺人をする人形として徹底的に育て上げられた。物心ついた時に全すべての感情は既に持っていなかったし、幼い頃ころに泣いたり笑ったりした記憶というものも持ち合わせていない。苦しくてもつらくても、それは『そういう身体状況である』という認識に過ぎず、精神的な負荷、ストレスであると判断して打ち消す訓練を徹底していた。

　だからこそ、こうして『人格』をプログラムされた朝あさ顔がおに共感を持っている。

　彼女は四年前から。俺は二年前から。だから、朝顔の方がより人間らしくて当然とすら思える。根本的な違いは、彼女が人形で俺が人間という差しかない。

　故に、その強さは『知っている』。




　キィン！




　俺は振り向き様に、自分の頭を狙ねらって放たれた『蹴けり』をナイフで撃ち落としていた。

　そのつま先には刃が仕込んであったらしく、硬質な音と共に飛行していた膝ひざから下の部位が地面に叩たたき落とされる。

　そして回転する体をそのままに、傷ついた右手で顔の前を握り締めた。

　そこには丁度、飛んできた指の爪つめが握り込まれる。

　背後からの蹴りにわざと反応させ、本当の攻撃は視界で捉とらえづらい爪の投とう擲てき。

　そして──。

「はっ！」

　そのまま、大きく足を振り上げると。

「わっ」

　いつの間にか間近まで現れていた朝顔の手を大きく蹴り上げていた。

　基本、連撃は三段重ねで考える。特に不意打ちを最初に持ってきた場合、俺だったらとる手段の順番はその後に飛び道具、そして止とどめに接近戦攻撃だ。

　最初に対応出来なければそれだけで致命傷だし、投擲に対応出来なければ動きを阻害することが出来る。そのどちらに上う手まく対応出来たとしても、最初から全力で接近戦攻撃を繰り出すつもりであれば、対象が回避することは難しい。

　俺が母親に習った基礎であり、対象を殺すことに特化すれば自おのずと身につく判断力。

　つまり、朝顔は作られたその瞬間から、とっくに殺人人形だったということだ。

「凄すごい、流石さすがは殺人機械キリングマシーンのモンジローさんねっ」

　だが、俺と彼女には決定的な違いがある。朝顔にはそもそも『心』という機能がないのに反して、俺は人間として『心』を取り戻してしまっている。

「いや……やめて、二人が戦うのなんて……いやだよぅ……」

　両目を覆って、小さく震えている夕ゆう顔がおちゃんの姿は否いや応おうなしに見えているし。

「ふふっ？」

　それを知っていて、俺が『攻撃』に転じることが出来ないのも朝あさ顔がおは把握している。

　これがプログラムされた人格と、妹や周りの人から心を与えられた俺との違いなのだろうか？　きっと彼女は夕ゆう顔がおちゃんの為ためならば、俺を殺すことも躊躇ためらわないだろう。

　反して、夕顔ちゃんは……一度俺を殺した負い目からか、もうこの戦いを見ることすら出来ずにいる。

「朝顔、決着まで続ける、でいいんだな？」

「当然だよモンジローさん。夕顔の悲しみとか後悔とかなんて一時的なものでしょ？　そりゃ、確かに夕顔は四年間ずっと後悔してきたけど。でも、四年間ずっと悪いことばかりってわけじゃなかったのよ？　私の前で笑ってくれたり、安心してくれたりすることもあったもの。それって、人間はつらい現実はなるべく忘れるように出来ているからでしょ？」

　それを聞いて、俺はどこかで安心した。本物の姉を失ってからの四年間が、夕顔ちゃんにとって苦しいだけの日々ではなくて良かったと、心からそう思う。

　それを与えていたのはこの朝顔だということもまた、俺は嬉うれしかった。

「朝顔、お前……」

「ねえ、モンジローさん」

　俺の言葉を遮って、朝顔は一瞬で距離を詰めてきた。

　咄とつ嗟さにバックステップしようとした時、着地した場所に──何か丸いものがあって。

　それがまさか『眼球』だとは思わず、俺はバランスを崩してしまう。

　確かに『腕』や『足』、『頭』などは想定していた。だが、人形使いを俺は甘く見ていた。彼女は元々自分であった全すべてのパーツを、意のままに操ることが出来る。つまり、眼球を落としておけばそこからものを見ることが出来るし、こうして踏ませればバランスを崩すことにも使えるのだ。

「油断大敵っ」

　全くもってその通りだった。夕顔ちゃんが泣いていることが気になることとか。攻撃に転じることが出来ないとか。眼球を想定していなかったこととか。それらは全て俺が油断していたからだ。心のどこかで、この朝顔とも解わかり合えると思っていたのかもしれない。

　戦っていれば、いつか心が通って。そして、綺き麗れいなハッピーエンドに向かうなんて甘い考えを抱いていたのかもしれない。だけど現実はそうではない。

「私は決断したのよ、モンジローさん。貴方あなたはまだ決めてない。それだけっ！」

「や、やめてええええ、お姉ちゃあああああん!!」

　夕顔ちゃんの絶叫と同時に、視界が朱色に染まる。

　それは。朝顔の手刀が、俺の胸を貫いた時に迸ほとばしった、血ち飛沫しぶきだった。





　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■






　俺の勝率なんてものは、結局の所かなり低い。

　というのも、そもそも相手が女の子で。しかも、割と好きな子というのがいけない気がする。霞かすむ視界、飛びそうになる意識の中で、そんな文句のひとつも言いたくなった。

　時間がとてもスローに進む。朝あさ顔がおの手は正確に俺の胸を貫いていた。心臓があったら即死だったな、なんて胡う乱ろんな気持ちで実感する。

　これで。これで俺の異能は朝顔に移り。そして彼女は復活するのだろうか。

　人形ではない、本物の意志を持った朝顔の方は俺の命の代わりに生き返って、それからどう生きるのだろう。案外、気にしないものかもしれないな。

　女の子というのは強いものだ。俺の分まで楽しく生きよう、とか言ってくれるかもしれない。出来れば、人形の方の朝顔にもそのまま生きて貰もらって。そして、椎しい名な町まち先輩の護衛も引き継いでくれれば嬉うれしい。彼女は俺みたいな中途半端な殺人機械キリングマシーンではなく、本気を出せばガチの殺人人形だ。目的遂行の為ためなら、主人の制止すら振り切って俺を殺すことが出来たくらいだ。もし壊れたとしても、夕ゆう顔がおちゃんがいればまた作り直せるわけだし。

　──なんだ、夕顔ちゃんたち姉妹がいればかなり強いじゃないか。

　せっかくだから、人形の彼女にも名前を付けるといい。ずっと朝顔、人形の朝顔、という呼び方だと混乱しかしないし。

　例えば、そう。夜よる顔がおとかどうだろう。これで朝、夕、夜。全すべてが揃そろう。生まれた順番通りの姉妹になるし、いかにも三つ子っぽいもんな。朝顔は強かに、ずっと二人を見守るお姉さんで。夕顔ちゃんはお姉さんになったのだから、もう姉に甘えてばかりじゃなく。

　夜顔はそんな二人にきちんと従って、二人を守り続ける。

　そんな仲良し三姉妹になるのなら。




　──俺は死んでしまってもいいんじゃないか。




　なんて。

「思うわけ、ないよな……！」

「っ!?」

　俺は自分の胸を貫いた朝顔の腕を掴つかみながら、体を無理矢理起こした。

「な、何してるの、モンジローさんっ」

「ようやく解わかった──いや、最初から解っていたのに、危うく騙だまされるとこだった……げほっげほっ」

　喉のどの奥から血がせり上がってきたので、咳せきと共に吐き出す。相変わらず俺は血ち塗まみれだな。また、識しきに『血が臭い』と怒られそうだが、まあいい。心臓もなくなり。メガネも捨て。感情が消えかけているはずの俺の胸に、今宿っているのは熱い気持ちだった。

「な、何が……」

「朝あさ顔がお……お前、心があるはずだ、とっくに」

「えっ……」

　驚く声は、夕ゆう顔がおちゃんの方から聞こえた。朝顔は笑顔のまま、軽く首を傾かしげる。

「何を言っているの、モンジローさんったら。あ、そっか。人格というのはね、実は存在していないものなのよ。それを形作るのは、周囲の環境なの。モンジローさんだって、私の時と夕顔の時じゃ性格違うでしょ？　だから、本来その人の決まった人格、心というものは相対的で、そこに『本心』なんてものは存在しないのよ？」

　いかにも、朝顔らしいレクチャーだった。言われてみれば確かに、人の人格なんてものは場所によって使い分けるものだ。おかげで人によって印象なんてまるで違うし、生きていれば性格が変わることも多々あったりするのだろう。

　だけど、それは『心』じゃない。

「私は、モンジローさんが気に入ってくれるよう、朝顔としてプログラムされた人格で接していただけ。だから、心なんてない。夕顔が作ったのよ。夕顔を慰める為ために。夕顔を喜ばせる為に。夕顔を満足させる為に。そういう為にプログラムされた朝顔だもの」

「だったらどうして、夕顔ちゃんが泣いているのに、俺を倒そうとしているんだ？　夕顔ちゃんが苦しんでいるのに、慰めたりしないんだ!?」

「だって、それは……夕顔が、これを。本物の朝顔の復活を望んで──」

「それを望んでいるのは、お前自身だろう!!」

「っ！」

　彼女の動揺は、俺の胸を貫いている腕を通してダイレクトに伝わってきた。

「お前はとっくに心があるから、つらかったんだ。悲しかったんだ。夕顔ちゃんが自分に向けて笑顔を見せてくれた後、本当の姉に謝っているのを聞いて、苦しかったんだ……」

「そ、そんなの……」

「だから願った。自分が消えて、本当の姉が戻ってくることを。夕顔ちゃんが、本当の笑顔を……心からの喜びを取り戻すことを、お前は願っていたんだ。いいか、朝顔、よく聞いてくれ」

　俺は自分の胸に、更に腕が深く突き刺さるのも気にせずに。

　そのまま彼女の体を引き寄せる。

「あ……も、モンジロー、さん……」

「願いは。誰だれかの為に願うことは、それは自分だけの気持ちなんだ。誰かに幸せになって欲しい。そう強く想おもう気持ちこそが……お前自身の『心』なんだよ、朝顔」

「……あ……」




　ぽろ。




　朝あさ顔がおの。人形の彼女の目から、涙が落ちる。

　それは、彼女自身の内側から溢あふれた感情の欠片かけらそのものだった。

「お、お姉、ちゃん……」

　夕ゆう顔がおちゃんが、口元を手で押さえながらボロボロ泣いてこちらを見ている。

　──多分、そういうことなんだ。

　闇やみの中にいる本物の朝顔も、それを知っていた。だから、自分が生き返ることよりも。

　妹たちが幸せに過ごす世界を見届けたい──そんな気持ちでいたに違いない。

「だからもう、いいんだ朝顔」

「……あは……モンジローさんったら……」

　涙声が俺の耳元から聞こえると、ドンッ！　と俺の体は突き飛ばされた。

「ぐふぁっ！」

　いきなりその腕が引きぬかれたせいで、かなりの激痛が体を襲う。

　そのまま俺は尻しりもちをついてしまい、俺を弾はじいた朝顔を見上げた。

　──彼女は、笑っていた。

　笑いながら、泣いていた。

「あはっ、モンジローさんったら。ちょっとだけ、願いの内容が違うよ。私、それは勿もち論ろん、夕顔には幸せになって欲しいけどね？」

　ふわり、と。

　彼女の周囲に無数の腕と足、そして頭部が浮かび上がる。

　その頭部の目は全すべて窪くぼんでいるのに、何な故ぜか全部、泣いているように見えた。

「私の本当の願いは──そんなんじゃない。もっと残酷で、もっとずるくて。もっと、貴方あなたが考えているような綺き麗れいなものじゃないもの」

「朝顔……」

「お姉ちゃん……」

　何かを決意したような、その顔にはそんな強さが見えた。

「だから。次で殺すわよ、モンジローさん。わざわざ、ない心臓を貫いてワンチャンあげたけど、今度はそうはいかないからね。ズタズタに引き裂いて──コアなんか取り戻してももう無駄なくらいにしちゃうから」

　ビキ、ビキビキビキ──。

　嫌な音が、朝顔の方から響く。

「あ……だ、ダメよお姉ちゃん！　そんなに力を使ったら、体がもたない！　わたしのアズラエルでも、復元出来ないかもしれないよ！」

「夕ゆう顔がお……大丈夫よ、まかせて」

　そして、朝あさ顔がおは夕顔ちゃんに柔らかく微笑ほほえみかけて。

「私は、ちゃんと。ずっと。四年間。貴女あなたのこと、大好きだったんだからっ」




　ビシィィィィィ!!




　途端に、周囲の空間に無数の亀き裂れつが走った。

　まるで──彼女を取り巻く空間全すべてに、その影響力が働いたかのように。

　その力は念動力だ、と識しきは言っていた。

　意のままに自分のパーツを操る力だと思っていたが、それは認識が違ったのだ。

　本来それは、空間に作用して物質に働きかける為ためのもの。

　つまり、本気を出した彼女は──全てのパーツだけでなく。

　この周辺全ての空間すらも手中に収めることが可能なのかもしれない。

「お姉ちゃん……」

　夕顔ちゃんはもうどうしていいのか解わからず、へたり込んでしまっている。

　四年前の火事で大好きな姉を失い。そして、ずっとその姉を追い求めて頑張ってきた。

　仮初の姉を作ってしまうくらいに苦しくて。そしてようやくその姉が本当の心を持ったのに。このままだと、その姉すらも壊れてしまうかもしれない。

　──散々苦しんできたその結末が、こんなことになるなんて。

　そんなのは、とても許せるものじゃない。

「本気なんだな、朝顔」

「そうよ、モンジローさんっ。だから、多分──貴方あなたも本気を出してくれないと」

　俺の本気。右肩に封じられているそれを解放することが出来れば、確かに空間を制御出来る力に対してさえも、何らかの対応策を講じられるかもしれない。

　だが、制御装置であるメガネはもう外している。心臓がないから、情動を司つかさどる器官も存在しない。そして、俺をコントロールするマスターもここにはいない。

　待っているのは単なる暴走だけかもしれない。

　だけど、それでも。




「覚悟、するのですか門もん次じ郎ろう」




　その声は背中からかけられた。

　一瞬母さんの声かと思ったが、すぐに識の声だと気付く。

　どうして母さんと間違えたのかは解わからないけれど。

「ああ。する」

　俺は振り向くことなく、頷うなずいた。

　すると識しきは、静かに俺に語りかけてくる。

「『真の覚悟を持った相手には。真の覚悟をもって対応しなさい』ですか」

　──その言葉は、正に、母さんが俺に教えてくれたもののひとつだ。

　だが、それを識がどうして知っているのか？

　……いや、今はそれを尋ねている、場合では、ない！

「ああ──カルヴァリオの起動を頼む、識！」

　俺は俺の覚悟をもって、そして『絶対に殺人機械キリングマシーンにならない』という強い意志と共に。

　識に、血の封印解除を依頼した。




「コード：カルヴァリオ、限定使用リミツトモード──『クリス・クロス』」




　初めて聞くその言葉と同時に、俺の右肩が熱くなった。

　刹せつ那な、頭の奥底にまで熱が響き渡り、意識が急速に渦巻く。

　──限定使用？　クリス・クロス？

　それがいったいなんなのかは解らない。聞いたこともなければ、感じたこともない現象だ。自分の体がどうなってしまうのか。これから何が発生するのか。何もかもが不明。

　だけど、解ることがある。

　それは──。

「見える──」

　俺の『目』は、今や全すべての状況情報を把握していた。

　朝あさ顔がおが使っている力は、目に見えない想念のようなもので出来た『糸』だ。

　それが蜘く蛛もの糸のように無数に広がり、絡まり、人形のパーツを操り。

　そして、空間すらも引き千切ろうとしている。

「モンジローさんの本気──見せて貰もらうわよ！」

　だから彼女がその『糸』を繰り出す時、どの糸がどのパーツを動かすつもりなのか。

　どの空間を広げ、亀き裂れつを生もうとしているのか。全てが、ありありと『見えた』。

　俺は一歩彼女に近付き、飛来した『腕』を回避すると、その『糸』をナイフで切断。

　ぽと、と音を立てて腕は落ち、それっきり動かなくなった。

「え……」

　驚いた朝顔は、今度は無数に『腕』と『足』を投じてくる。そこに『眼球』も交ざっているのを見た俺は、彼女が俺の動きを把握するつもりであることを理解した。

　だからまず、その猛攻を潜くぐり抜けるように前まえ屈かがみになって移動し、振り上げたナイフで眼球たちの『糸』を一気に切断する。コロコロと転がり落ちたそれらを認める間もなく、飛んでくる腕と足を体にかすらせるようにかわし。

　体に引っ掛けたその『糸』を使い、向かってきた勢いをそのままに朝あさ顔がおの方に返した。

「わっ。私に戻ってきた!?」

　朝顔は慌てて『空間』を『糸』で引き裂き、その中に腕や足を吸い込ませる。

　無む闇やみに空間の亀き裂れつに近寄っていれば俺の体が吸い込まれていたということを把握した俺は、軽く跳躍し──。その『空間』に絡みついた『糸』を、ナイフによって切断した。

「え……」

　着地した瞬間には、軋きしんでいた空間の亀裂が全すべて、再び『ギギギ』と軋んで閉じてしまう。

　そのまま見上げると、朝顔は俺のことを──目を見開いて見つめていた。

　その胸からは一本の……彼女から伸びている想念の糸とは別の『赤い糸』が見える。

　その先は『夕ゆう顔がお』の胸に繋つながっていた。

　あれが『天てん使し異い能のうアズラエル』。朝顔という人形を『生かしている』力の糸だ。

　あれを切断すれば、この朝顔は。

　俺は一気に跳躍してナイフを振りかぶり、その『赤い糸』を──。




「だ、だめぇぇぇぇぇぇ!!」




『夕顔』が翼を大きく広げ、俺のナイフと朝顔の間に猛スピードで飛行してきた。だが、俺の攻撃は一瞬だ。彼女が来るより先に、胸の糸を断ち切ることが出来る。

　だから俺は躊躇ためらいもなく、その切っ先を朝顔の胸に向けて──。

　向け、て──────。

「う、おおおおおおおおおおおおおッッッ!!」

　俺の絶叫。いや、それはもう、咆ほう哮こうと言ってもいいほどの獣染みた叫びだった。

　あまりに無理矢理出したものだったせいで喉のどが裂け、血を撒まき散らす。

　激痛が体中に走り目の前にパチパチと火花が散った。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　だが、そのおかげか。ナイフは朝顔の胸、スレスレで止まっていて。

　夕顔ちゃんが間に合って、飛びつくように朝顔を抱き締める。

「ぐっ、はぁ、はぁ、はぁっ!!」

　頭が痛い。ナイフが重い。体中が軋む。だけど、どうやら朝顔と夕顔ちゃんを助けることは……。俺が誰だれかを傷つけることはせずに、済んだようだ。

　俺は──自分の意志でカルヴァリオを止めることが、出来たようだ。

「お姉ちゃん……お姉ちゃんっ」

　朝あさ顔がおの体を抱き締めながら、泣いている夕ゆう顔がおちゃん。その背中を、どこか困ったように撫なでている朝顔。これで、ようやく終わったのだろうか。

　だとすれば、もう、このナイフは重くて重くて仕方ない。出来れば使いたくない。だけど使わなければ戦えなかった。正に、これは俺にとって戦いの象徴なのだ、と実感する。

　そんな俺の手からスッとナイフが抜き取られた。

　見れば、識しきがナイフを持ち上げて。俺の頭をそっと胸に抱き寄せる。

　──ふわっと、どこか懐かしい香りが識の胸からは感じられた。

「カルヴァリオに打ち勝つ姿を拝見しました、門もん次じ郎ろう」

　……ああ。俺は、この右肩にある呪のろいに、勝てた。

　限定使用、つまり本物の解放ではなかったとしても。

　それは、ようやく踏み出せた──俺が血に勝てる、一歩だったのかもしれない。

　識の胸の感触は、程よく柔らかくて。そうしているだけで、体から力が抜けていく。

「門次郎、自分のボインを堪たん能のう中申し訳ありませんが、これを」

　ボインは嘘うそだろう、と思わず内心ツッコミを入れつつ視線をそちらに向けると。

　識の手には、グロテスクな赤い塊があった。いわゆる、俺の心臓だ。

「そこの祭壇に放置してありましたので。パクりました」













　俺の心臓のことなんて忘れて飛び出してきたのだろうから仕方ないが、放置という言い方は少しだけもの寂しい気分になる。

「……流石さすがにもう、返して貰もらっても許されるとは思うが……」

　朝あさ顔がおと夕ゆう顔がおちゃんは、もう俺と戦うつもりはないだろう。つまり、それはこの事件の解決を意味する。自分の臓器なんて滅多に見られるものじゃないので、思わずしげしげ見つめてしまう。すると、心臓は何な故ぜか淡い光を放って──。

　そのまま、俺の胸の傷に、スッと消えていった。

　ドクン。

　途端に体中に血が巡るような感覚が襲い。

「あ……」

　識しきの胸に頬ほおを当てている、というその事実に気付いた。それがたまらなく恥ずかしく大胆なことをしていると自覚し、俺は慌てて識の胸から顔を離す。すぐに頬が熱くなって、頭が茹ゆだるような感覚に襲われる。

「す、すまんっ！」

「いえ。欲情が復活した様子、確認しました」

「欲情って……」

　そう言われても仕方ないのは確かだが。俺は慌ててメガネを探して拾うと、血の付いたそれを目にかける。感情をコントロールする為ためのものとして暗示のように使っているが、今の状況ではあんまり役に立たないかもしれない。識の胸。そういえばさっき手でも触れたし、こうして顔も包まれてしまった。これはもう、かなり接触しまくったようなものじゃないか。Ａ、Ｂ、Ｃで言えば、Ａを飛ばしてＢをしてしまったようなもののはずだ。いや、具体的にはそれがどういう行為なのかは知らないが、少なくともただの友達とか仲間とかがする行為ではないだろう。

　どうしよう。どう責任を取ればいいんだ。

　心臓が復活した途端、一気に動揺が俺の心を襲った。ドクンドクンと早鐘を打つ。

「門もん次じ郎ろうの純情少年のフリはさておきまして」

　フリと言われてしまうが、実際にはかなりテンパっている。

「危険な所でした。香かぐ夜やの危険日の条件はほぼクリアされていましたので」

「……そうなのか？」

　先輩のこととなれば、流石に俺もすぐに落ち着くフリくらいなら出来そうだ。

「はい。『共に道を歩む者、真の心を得し者、闇やみの中より出ずる輩ともがら現れし時』……つまり、これは人形の朝顔のことですから」

　共に道を歩む者。夕顔ちゃんとずっと、四年間も道を歩んで来た者ということだ。そして今、真の心を得し者、でもある。何より、闇の中より出ずる輩が、この異界化で現れた者たちのことだとすれば……条件は全すべて揃そろっていたことになる。

　まるで、全て示し合わせていたかのように、こうなることが全部予見されていた。

「危ないところだったということは、もう平気なんだろうか」

「おそらく、ですが」

　帰って確認しなければ、まだなんとも言えないということか。

　だとしたら、一刻も早くここから立ち去らないとな。

「夕ゆう顔がおちゃん、朝あさ顔がお」

　俺は、ようやく二人に話しかけると、夕顔ちゃんは泣きはらした顔で俺を見上げ、朝顔はサッパリした顔で俺を見た。

「そろそろ一緒に帰ろう。八方陣、だっけか。これを解除してくれないか？　早く帰って、朝ごはんを作って貰もらわないと……って、流石さすがに今日は作れそうもないか」

　そんな俺の言葉に、二人は同時に目をぱちくり、と瞬しばたたかせて。

「おにぎりで良ければ……」

「手ならいっぱいあるわよっ！」

　ふわっと大量に浮かび上がる人形の手を見て、俺はついつい苦笑いしてしまう。

　そんな俺を見て、二人もようやく微笑ほほえんでくれて。

「……ふふっ」

　識しきも、安心したような笑みを小さく零こぼしていたのだった。
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　気が付くと俺はまた、この──真っ暗な夢の世界にやって来ていた。

　──八方陣が解除され、俺たちは中庭に姿を現して。さあ早速先輩の部屋に行こう、そう思った矢先に、俺の意識が暗転したような気がする。

「そりゃあ、あれだけ無茶すれば倒れるわよ」

「……だよな」

　そしてそこには案の定、朝あさ顔がおがいてくれた。

「胸を貫かれてたものね。普通は心臓なくても死ぬわよ？」

「……だよな」

　言われた言葉はもっとも過ぎて同じ返ししか出来ない。倒れてしまったのは、緊張の糸が途切れたせいだろう。元々体には負担しかかかっていなかったのだ。事件が無事に解決した瞬間、張り詰めていた精神の糸が途切れてしまったのかもしれない。

「ともあれ。お疲れ様、モンジローさんっ」

　だけど、この夢の世界にまた来られたのは僥ぎよう倖こうだった。白い服を着ている方の朝顔。つまり、本物の朝顔にこうして会えたのだから。

　どうしても会いたいと思っていただけに、このタイミングはベストだったと言える。

「ふふっ」

　そして、その顔は本当にすっきりと笑っていて、俺も釣られて笑ってしまった。

「疲れたよ、本当にな」

「膝ひざ枕まくらでもしてあげようか？　ここなら嫉しつ妬とする女の子も誰だれもいないわよ？」

「遠慮しておく。そのことでずっとからかわれそうだしな」

「あ、ひどーい。そんなことしないわよー。ちょっといじり倒すだけだもの」

「それをからかうって言うんだよっ」

　そんなやりとりが。当たり前の軽口が。少しだけ物悲しい気持ちを胸に過よぎらせる。

　やっぱり心臓を失っている時の俺は、感情が希薄だったんだろうな。今なら──こんなに寂しい場所で、ずっとここに一人でいる彼女が笑っていることが……どれだけ強くないと出来ないことかが解わかる。

「いいから、ほら。私の膝枕はいい感じなんだからっ」

「じゃあ、せっかくだから……して貰もらうか」

「こんな色気も何もない暗黒空間だけどね」

　そんな何もない場所に正座して、朝あさ顔がおはポンポンと自分の膝ひざを叩たたいた。

　俺は地面ってこの辺だよな？　と寝転がると、その膝に、頭を乗せる。

「ふぅ……」

　それだけで。朝顔の膝に頭を乗せる、たったそれだけで、なんだかとても安らいだ。

「へえ、モンジローさんって膝枕慣れしているのね。スケベ」

「まあな。生き返る度に椎しい名な町まち先輩がしてくれるんだよ」

　スケベと言われても全く否定は出来ないのでそこはスルーした。

　こうして見上げていても、朝顔の顔はまっすぐに見ることが出来る。

　先輩みたいに覗のぞきこんで貰わないといけないというのは、本当に凄すごいことなんだな。

　あの大きな山二つは、本当に目の保養にもなるわけだし。

「あ、今、いやらしいこと考えたでしょーっ」

「いやあ、まあ、うん。考えた」

　どうせこの空間での俺の意識は筒抜けなのだ。ここは堂々としよう。

「んもう。男の子の感情とか心とかって、エッチなものと切り離せないのかしら」

「そういうところはあるみたいだな。いやらしいものに反応したり、ドキドキしたりするおかげで情操教育になった、そんな気がしている」

「そっかー。そうかも。あの人形の私も、どちらかと言えばエッチな妄想をしている夕ゆう顔がおをからかうごとに心を手に入れていったみたいだしね？」

　……それもどうなんだ、と思ってしまう。というか夕顔ちゃんはエッチな妄想をしているのか。こう、ただでさえ彼女には冷静でいられなくなりがちなので。なるべくなら、そういう情報は聞きたくなかったな。

「ふふっ。私はまだ、モンジローさんが夕ゆう顔がおに手を出せばいいと思ってるもの」

「だから、そういうことしたら傷つけちゃうだろっ」

「傷つけていいんだって。好きな人に傷付けられる。それって、とっても『青春』ってことじゃない？　私たちみたいにフツーじゃない子にしてみれば、たったそれだけでも充分に『生きてる』ってことになるのよ」

　……そういうもの、なんだろうか。確かに、お互いに当たり障りのない関係を続けていくのは、なんだか味気ない。識しきにせよ先輩にせよ、藤ふじ里さとにせよ久く宝ほうにせよ。そして夕顔ちゃんや朝あさ顔がおたちにせよ。なんだか激しい出会いがあったおかげで、一気に仲が深まった感はある。だからって、いやらしい方向性に激しくしていいとは思えないわけだが。

「どうせ激しい出会いなら、激しい夜を過ごしても一緒よっ」

「そういうことを、夕顔ちゃんと同じ顔で言うなよな」

「なあに、私で練習してみる？」

　ずいっ、と顔を近付けてくる朝顔。その唇が、本当に俺の唇の近くにまで寄せられた。

「こ、こら、朝顔」

　あんまり喋しやべったり動いたりすると、すぐに唇がくっついてしまいそうな距離。本当にすれすれで、本当に重なり合いそうな位置。

「モンジローさん、知らないと思うから言うけどね」

　そして吐息が、もろに唇にかかる。

「あ、ああ」

「私も貴方あなたのこと好きよ？」

　その告白に、俺の精神は停止してしまった。

「……双子というのは因果なものでね。好きになる人も一緒になることが多いの。だから、夕顔がモンジローさんに一目惚ぼれした時、私も一目惚れしたのかもしれないわ」

「そんな、いや、だって」

「あ、もしかしたら逆かも？　私が一目惚れしたせいで、精神世界からの影響が夕顔にも届いて、そしてあの子も一目惚れしちゃったとか？」

　唇をとことんまで寄せられて、くすくすと笑われると。

　ほんのちょっとしたはずみでキスしそうになりそうで、とても気が気でない。

「ん？　キスしちゃう？　しちゃうわね。ちゅっ」

　そして躊躇ためらいもなく鼻先にキスされてしまった。それだけで俺の顔には血が集まってきたし、心臓はバクンバクン動きまくる。そう、これが心臓がある時の正常動作なのだ。

「あははっ！　モンジローさんったら、可愛いわねっ」

　完全に遊ばれているような気分だが、それでもそれを心地良く感じていた。

　そのまま、俺は額をぺたぺたと撫なでられる。

　椎しい名な町まち先輩とは違う触られ方に、なんだか不思議な気分になった。

「ねえ、モンジローさんはさ。椎名町さんのこと、本当に好きなの？」

「え？　それはどういう……」

「んー？　どういう意味で、かあ。そうねえ。エッチしたいって意味なら、男子はみんな好きって言うだろうから。えーと……」

　彼女の中の男子論は偏っている気がするのだが、ここで男子代表として否定出来るほどには、俺はそこまで一般的な知識を知らなかった。可愛かわいい女子が身の回りにいるのに、エッチな気分には全くならない男子がいたりしたら、今度謝罪するとしよう。

「その人の為ためなら、なんでも出来ちゃう！　みたいな好きとか」

「なんでも、かあ……」

　確かに、先輩の喜ぶ顔を見る為なら、俺はなんでも出来るかもしれない。だけど。

「例えば、その人が悪いことして。それがとても許せないことだとしても。それでも、その人の為に尽くせたりしちゃう？」

　それは、どうだろう。椎名町先輩が悪いことをして、それを俺が許せない。そんなこと、想像もしたことがなかった。だけど、多分。

「多分、俺は……それを止める側を希望されると思う」

「そうなの？」

「そんな気がする。きっと、俺はそんなに器用じゃないから。悪役なんて出来ないだろうしな。先輩もみんなも、それは解わかってそうだ」

「あはは、解る！　モンジローさんには悪役は無理ね。心優しい殺し屋さんだもの」

　ぺたぺたとまたおでこを撫なでられて思う。『心優しい殺し屋』なんて素敵なものになれるなら、いつかなりたいな、と。

「それで、識しきさまのことはどうなの？」

「うん？　あいつが、悪いことしたら？」

「そう。手伝う？」

「そんなの、止めるに決まってる。そして叱しかるよ」

「わっ、あっさりなのね？」

「そりゃそうだ。あいつこそ、悪いことなんて出来ない。本当はきっと、先輩のことも、他ほかの人のことも、みんな好きに違いないんだから」

　今回のことで、あいつの中にある熱さは充分に理解出来た。そのおかげで、俺も熱いままでいられたのだ。だから、あいつが悪い道に走りそうになったら絶対に止めるし。あいつが言うことを聞かなかったら、絶対に叱りつける。それは断言出来る。

「ふぅん、そっかあ。なるほどねえ。へえー」

　朝あさ顔がおは俺の返事を聞いて、なんだかニヤニヤしている。

「なんだ？」

「ううん、なんでもないわよー？」

　ニヤニヤ、からニマニマ、に表情が変化していた。

　まったく、女の子というのはこういう話の時は本当に楽しそうだよな。

「そっか。じゃあ、モンジローさんにキスするのやめとこっと」

「するつもりあったのか」

「そりゃあ、あるわ？　恋なんて一瞬の炎だもの。今好かれているからって、次も好かれてると思ったら大間違いよ？」

「まあ、それは……そういうものかもしれないな」

　そんなマセた物言いに笑ってしまった。だって多分、四年前と言えば朝あさ顔がおはまだ小学生くらいだったはずだし。八や幡はた家の特殊な血筋から考えれば、男性との接触は避けられていたはずだ。つまり、彼女の恋愛論は全くの想像ということになる。

「あ、笑ったわね？　んもう。答え聞いてないんだけど、どうなの？」

「ん？　なんの？」

「決まってるじゃない。私のこと、好きでしょ？」

　あっけらかんと言われて。俺は……その頬ほおに、手を伸ばした。ふんわりとした優しい温かさが、右手に感じられる。それが彼女の求めるものかはまだ、解わからないけれど。

「ああ。結構、好きだよ朝顔。だから、本当はこれでさよならなんて、嫌なんだ」

「ふふ、そうね。私も嫌よ、モンジローさん」

　そう。これで朝顔とはもう会えなくなる。何な故ぜなら、俺は俺の心臓を取り戻して。彼女はもう二度と生き返らないのだから。

「だから、キスくらいしてくれても良かったのに」

「されたら抵抗しなかったよ」

「そういう、受け身男子は良くないと思うの」

　でもだからこそ、別れを寂しいものになんてしたくなかった。俺たちは出会えるはずがなかったのに、こうして夢と夢の狭はざ間まで会うことが出来た。

　そんな奇跡的なことがあったのだから。だから最後のお別れはお互いに笑顔でいたい。

「と、いうわけでね。私は何か残したいのよ。こう、子どもみたいな意味的に」

「ちょ、ちょっと待て待て」

「あははっ、子作り的な意味でも勿もち論ろんいいんだけどね。でも、しても出来ないから、あんまり意味ないわよね。経験的にはいいのかな？　とかは思うけど」

「お、女の子がそういうこと言うの、良くないと思うぞ」

「そう？　女の子同士なんて結構言いまくりよ？」

　あんまり知りたくない事実だった。そういえば夕ゆう顔がおちゃんも妄想してるとか言ってたか。こんな爽さわやか娘があっけらかんと言うのだから、本当にそうなのかもしれないな。

　実際に普通の娘っぽさならナンバーワンの藤ふじ里さと辺りにちょっと聞いてみるとしよう。

「でも、恥ずかしいからパス。そういうのじゃなくて、あの子に名前付けようよ」

「あの子……ああ。人形の朝あさ顔がおか」

「そ。人形の、とか付けるのも可哀かわい想そうでしょ？　体はちゃんと、私の灰から出来てるだけあってちゃんと人間と同じなんだし。心だってちゃんと出来たんだし。だったらそれはもう、私の代用品じゃない。れっきとした一人の女の子よ」

「それなら、安易かもしれないけれど。俺はなんか、さっきなんとなく決めたんだよ」

「ん？　あ、解わかった」

　朝顔はすぐに気付いたようだ。まあ、安易かもしれない、という前振りをすればすぐに誰だれでも解るだろう。なんせ、朝顔、夕ゆう顔がおときたのだから。

「三人姉妹の末っ子だから『夜よる顔がお』。そういうことよね？」

「朝顔の承認があれば、早速俺が名付けてくるさ」

「うんうん、いいと思う。私が一番お姉さんなのも変わらないしっ」

　朝顔はご満悦の様子だった。手の中に感じる口元がニコニコと笑みを作っているのを感じれば感じるほど。その温かさや柔らかさ。明るさや朗らかさが、どんどん惜しくなる。

「ふふっ」













　そんな俺の気持ちに気付いて、朝あさ顔がおはまた顔を近付けて。

　ちゅっ、と。

　俺の額に──長めのキスをした。その唇は妙に熱くて。そして、とても柔らかくて。

「ねえ、モンジローさん」

「……ああ」

　そろそろ、別れの時が近い。だから、お互いにお互いの目をじっと見つめる。

「私、貴方あなたに出会えて良かった。好きになれて、良かったよ。だから、みんなをお願いとか、忘れないで、とか。そういうキレイ事は言わない」

「……うん。好きなこと言ってくれ。困ったりしないから」

　ぽつ、と。その目から、俺の頬ほおに涙が落ちて。

　そして、最後の言葉を──俺に、告げる。




「いつか必ず、私をここから出して？」




　その言葉に俺が強く頷うなずいて笑いかけると。

　朝顔は、まるで花が咲くような、満面の笑みを浮かべてくれたのだった。






【終章】Epilogue
















■八月二日快晴



『八方館・朝方』








　カーテンから差し込む光の強さを感じて、俺は目を覚ました。いかにも真夏の日差し。

　ベッドの脇わきに置いてあったメガネをかけてから時計を見ると、まだ朝の五時だった。

　早起きし過ぎたかと思ってから、違和感に首を捻ひねる。──確か、事件を解決したのが夜明け前。真夏ということも考えれば大体四時前くらいか。そして、そのままぶっ倒れて、熟睡し。一時間くらいしか寝ていないということはあるまい。辺りを見回しても日付が解わかるものは見当たらなかったので、とりあえず寝室から出ることにした。




「わわっ、お、おはようございます、ですっ」




　リビングになっている部屋では、夕ゆう顔がおちゃんが立っていた。

「あれ、おはよう、夕顔ちゃん」

「あ、は、はい……あの……」

　真っ赤になって顔を俯うつむけるその姿は、この館やかたに来たばかりの時を思い出す。あの時は隣に朝あさ顔がお──人形の方の朝顔がいて、それをからかっていたけれど。今は、一人だった。

「えっと、その。中々起きなかったので、目覚めたら、すぐに、ご飯を、作ろうと思っていまして。その、おにぎり、約束でしたし……えと……」

　もじもじと指をこねながら、語尾がどんどん消えそうになっている。そういえば、そんな約束をしたなと今更になって思い出した。和風メイドさんが朝、ご飯を作ってくれるというのは大変嬉うれしいものだ。特別、メイドさんに思い入れがあったわけではないが、可愛かわいい服装の女の子が色々と面倒を見てくれるというのは、それだけで幸せを感じる。

「俺がどれくらい寝てたか解る？」

「えっと……丸一日、くらいですね。あの後、門もん次じ郎ろうさん、亡くなったみたいに倒れてしまって、ビックリしました」

　まあ実際、心臓がない状態で動きまわっていたのだから、とっくに亡くなったみたいなものだったわけだけど。今はこうして生きていることが有り難くて仕方ない。

　胸に手を当ててみると、案の定鼓動は少し速くなっていた。──夕顔ちゃんを見ているだけで、切ないような苦しいような、甘酸っぱいような気分になってくる。それはその血がそう思わせているのか、それとも本当に彼女に魅力を感じているのか。

　実際、夢の中で朝顔のことを気に入った俺がいるのだから後者だということにする。

　そもそも、俺の身の回りにはこんなに女の子らしい子もいないわけだしな。そういう健けな気げな雰囲気にドキドキしたって、男としておかしくないはずだ。

「あ、あの……やっぱり、わたしが一人で部屋にいると……おつらい、ですか？」

　そういう状態であることは当人も知っているので、おずおずと尋ねられる。

「血の力とかももしかしたらあるのかもしれないけど。多分、俺は純粋に夕ゆう顔がおちゃんも朝あさ顔がおのことも気に入ったんだと思うんだよ。まあ、押さえが利かないことはもしかしたらあるかもしれないから、なるべくなら朝顔と一緒にいてくれると助かる」

「お、押さえ、ですか……」

　きゅぅ、と両手を強く握り締める夕顔ちゃん。そんな話をするのは流石さすがにまずかったかな？　なんて思っていると。

「……も、もし、我慢出来なくなりましたら……その……わたしは、別に、か、構いませんから……い、いつでも……好きに、なさってください……ね？　わたしとしては、その、最初は門もん次じ郎ろうさんがいいわけですし……」

　………………。

「へ？」

「ひゃぅっ」

　思わず変な声が出ると、夕顔ちゃんは物もの凄すごく真っ赤になってしゃがみこんでしまった。

　つまり、その、なんだ。そういう気分になったらいつでも何をしてもいい、と。そう仰おつしやったということだろうか。俺はメガネを直しつつ、それでも意味を把握しかねていた。

「そ、そうだな。じゃあ、膝ひざ枕まくらとか。そういうのを頼むことがあるかもしれない」

「ひ、膝枕でいいんですか？」

　まるでもっと先でもいいんですよ、と言わんばかりの言葉だった。そういえばついさっき『最初は』とか言っていたような。それはまさか、そんな意味なんだろうか。

　なんだ、夕顔ちゃん。ちょっと攻めてくるじゃないか。

　もしかして、彼女は俺が思っている以上に何倍も強かで。その血の力すらも利用して、俺のことをゲットしよう！　とか。そんなことを考えているのか？

　いや、こんな純情そうな娘さんに限ってそんなことは。だけど、そういえば出会いたての頃ころに『腹黒だ』とか言われていたような気がする。──なるほど。気を付けて、手を出さないように頑張らないといけないのは俺の方、ということなのか。

「なんて、冗談ですよ、門次郎さん」

「な、なに？　冗談？」

「はい。好きになさったりしないで下さい。恥ずかしいので」

　くす、と微笑ほほえむ夕顔ちゃんは、ちょっとだけイタズラっぽい雰囲気だった。

　俺は思わず、その顔をしげしげと見つめてしまう。

「え、あ、な、なんでしょうか……？」

「ああ、いや。実は夕顔ちゃんじゃない、とか」

　いや、この雰囲気。このドキドキ。この息を吸うだけで甘いような酸っぱいような美お味いしそうな果実のようなイメージが湧わくのは、どう考えても夕顔ちゃんなわけだが。

「は、はぅ……あの……門もん次じ郎ろうさん、その……顔、近い、です……」

「っと、すまない」

　この反応、やっぱり夕ゆう顔がおちゃんのはず。しかし、以前すっかり夕顔ちゃんだと思い込んでいたら朝あさ顔がおだったことがあった。毎回毎回騙だまされるというのも悔しいので、今日こそは決定的な違いが何かないかを調べたいところだ。

「あ、あの、あの……」

　すぐに赤くなってしまう頬ほおも、視線がうろつく様子も、もじもじと手を合わせる仕草も、どう見ても夕顔ちゃんだが……。そういえば、朝顔の体は重さを知っている。あの軽さは人形だからなんだな、と今になって改めて納得した。つまり重さで試せばいいんだ。

「夕顔ちゃんだ、って確認する為ために、抱いてみていいか？」

「ひえええええっ!?」

　ん？　夕顔ちゃんが硬直してしまった。

「何を朝から盛ってるのよ、モンジローさーん!!」

　ヒュバッ!!

「うおっ!?」

　俺の目の前を鋭利な何かがかすめて、壁に突き刺さった。見ればそれは『手』である。

「ふえええ、お姉ちゃん～！」

　半べそをかきながら、ドアから現れた瞬間に自らの右手を飛ばした朝顔の方にトテトテと歩いてすがりつく夕顔ちゃん。

「よしよし、夕顔。もう大丈夫よ。まかせて！」

　そんな夕顔ちゃんの頭を撫なでながら、明らかに『私は人形だから手くらいもげても平気よ！』と言わんばかりにロケットハンドを発射した朝顔は、その髪を優しく左手で撫でていた。

「ダメよ、モンジローさん！」

「あ、う、うむ、すまん、つい」

「そういうのは朝じゃなくて、夜でしょ！」

「ふえええっ!?」

　その言葉に驚いたのは夕顔ちゃんの方だった。

「いや、待ってくれ。抱くっていうのは、そういうハードボイルドな意味じゃなくて」

「今どき『抱く』をハードボイルドに思う人もいないと思うわよ？」

　……そうなのか。大人の恋愛だとこういう言い方をする、みたいなイメージがあった。

　まあいい。

「ともあれ、確認出来た。おはよう、朝顔」

「うん、おはよっ！　具合はどう？　お腹なか空すいた？　心臓動いてる？」

「そうだな、お腹も空すいているし、心臓も快調のようだ」

　自分の腹と胸に手を当てて頷うなずくと、朝あさ顔がおは満面の笑みで頷いた。

「モンジローさんが起きるの、みんな待ってたわよ？　やっぱりモテモテねー。ほら、夕ゆう顔がお。だからやっぱり夜よ這ばいしかないって！　怖いなら私もついてってあげるからっ」

「よ、夜這いなんて、無理だよっ」

「え、したんでしょ？　そのまま、ザクーって」

「あ、あの時は、その、あの……」

　チラ、チラ、と俺を見る夕顔ちゃんに、俺はどんな顔をすればいいか解わからない。よし。

「とても綺き麗れいな下着姿でした」

「はぅぅぅっ！」

　そのまま、へにょへにょと膝ひざからくずおれてしまう夕顔ちゃんだった。

　そんな夕顔ちゃんの頭を撫なでる朝顔に向き直り、改めて頷く。

「ありがとうな、朝顔」

「うん？　何が？」

「あの時の行動も、あの戦いも……全部。本当は夕顔ちゃんを止める為ためだったんだろ？」

　俺がそう確認すると、朝顔は首を捻ひねった。

「うーん……どうかな。そこは自分でも本当はよく解らなくて……」

　そのまま、困ったように眉まゆを寄せる。

「多分私、嫉しつ妬としてたんだと思うの。本物の朝顔に。夕顔に、こんなに求められて、愛されて、羨うらやましいな、って。私はこんなに、この子の為に尽くしているのに、って」

「……お姉ちゃん……」

「だから、そういうの吹っ切るきっかけが欲しかったのかも。……自分に本当に心があるんだなあ、って実感したのは、あの夜モンジローさんと話したからなんだけどね？」

　唇に指を当てて、クスっと笑う朝顔。

『確信出来たことがある』。

　そう彼女は言っていた。それがきっと、自分自身の気持ちというものだったのだろう。

「そういえば、夢の中で朝顔と話してたんだけど。どっちも『朝顔』だと、なんか色々面倒臭いって話になったんだよ」

「うん。そろそろ私も、違う名前が欲しいな、と思ってたとこよ」

「あ、じゃあ……えっと。前から、お姉ちゃんが生き返ったら、貴女あなたに付けようと思っていた名前があるんだけど。それで……いいかなあ？」

　俺は朝顔と目配せする。きっと、俺たちがそうしようと思った名前に違いない。そう。

「と、いうわけで今から私は『夜よる顔がお』よ！」

「えええっ!?　な、なんで解ったの!?」

「実はその名前にしようと俺たちも思っていたのさ」

「そ、そうなんですか……？　そんなに、メジャーな名前でしょうか……」

　悩むべき部分はそこじゃないと思うものの。そんな愛らしい考えこみ方をしている夕ゆう顔がおちゃんが可愛かわいかったので、俺たちはニヤニヤと見守ることにした。

「じゃあ、朝あさ顔がお改めて夜よる顔がお。よろしくな」

「はーい。夜のオトモは任せて！」

「え、だ、ダメだよ、おね……夜顔ちゃんっ！」

　二人がまた明るく楽しそうにじゃれ合っているのを見ながら、俺は寝室の方に視線を向ける。そこに誰だれかがいるというわけではないけれど。なんとなく、朝顔もそれを見て笑っているような気がして。

「あ、門もん次じ郎ろうさん。その……」

「うん？」

「お姉ちゃんの心……意志？　みたいなものって、まだどこかにあるんですよね？」

「ああ。何度か会ってるよ。俺は多分、生と死の狭はざ間まみたいな場所に行き易やすい体質みたいなものだから、ちょくちょく会えたんだろうし」

　不死身の利点、というものなのかもしれない。

「そ、そうなんですね。じゃあ……」

　夕顔ちゃんは自分の胸に手を当てて、きゅっ、と強く握り。

「わたし、もっともっとちゃんと勉強して……怖がらないでロードとナイツのことも調べて……いつかきっと。ちゃんとした方法で、お姉ちゃんを迎えに行けるよう……お姉ちゃんをこの世界に連れ戻せるよう、頑張りますね！」

　ふわり、と開いていた窓から風が吹いてカーテンがめくれ上がり、太陽の光が差し込んできた。その眩まぶしさは鮮やかに夕顔ちゃんを照らし……。

　彼女がちゃんと、明るい世界に戻ってきたことを、祝福しているかのようだった。





　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　■






　まだ早朝だというのに、リビングにはみんな揃そろっていた。

「無事になんとかなって良かったねっ」

　そんな、裏表の全くない笑顔で喜んでくれたのは藤ふじ里さとだ。いや、本当はこいつほど裏のある存在もいないのだが、識しきでさえ見誤るほどの『全すべて正直に生きている』存在。全てが真まっ直すぐであるからこそ、偽りのない笑みを浮かべられるというのは凄すごいことだ。

「私のナイフも役立ったようで何よりだよ。とはいえ、これからは自分の覚悟用にも一本、何か持っていた方がいいかもしれないね」

　そんな的確なアドバイスをいきなりくれたのは久く宝ほうで。だけど穏やかな視線の中には俺が無事に目を覚ましたことを喜んでいる色がある。

　そして。

「次じ郎ろう君、お疲れ様でした」

「はい。なんとか……解決出来ました」

　ピンチにさせてしまった先輩も、変わらぬ穏やかな笑みを浮かべてくれた。どこか顔色が悪いのは、俺に生命力を供給し続けたからだろう。出来ればもう数日くらいはここでのんびり休んで欲しいものだ。せっかくの夏休みなのだし。リゾートなわけだしな。

「お疲れ様でした。約束通りご褒美に自分を一晩好きに出来る権利をどうぞ」

「えええっ!?　次郎君、識しきさんとそんな約束を……!?」

「そんな約束はしてないだろ識！」

　そして相変わらず識はいつも通りのセクハラトークだった。夏らしい私服の上に白衣という、なんともミスマッチな格好が彼女には妙にピッタリに見えてしまう。以前、あの白衣には暗器を仕込む的な意味があるのか尋ねてみたところ、単なる趣味だと語られた。

　嘘うそかもしれないし、本当かもしれない。識は相変わらず、そういう女の子だ。

　だけど今回のことで、かなり近付けたような。そんな気はする。

「むっ」

　そしてそんな俺と目が合うと、識は静かに青い目を伏せて。

「了解しました。夜ではなく人前で、ですね」

　シュル、と白衣を脱ぎ始めた。

「いつ俺がそんなお願いをしたんだ」

「今、野獣の目で自分を凝視していましたので」

　どうやら俺の親近感を持った視線というのは、彼女にとっては恐ろしい肉欲に満ちた目だったようだ。もうなるべく見るのはよそう。

「ふふっ、いけませんよ、識さん。次郎君もまだ疲れているのですから」

「確かに。先まずは香かぐ夜やが先でした。今晩はお譲りします」

「ええっ!?　そ、そういう意味ではありませんっ」

「では、自分も含めて三人で参りましょう」

「まいりませんっ！」

　先輩は目がバッテンになる勢いでツッコミをしていた。

「おっと、これはわたしたちも参戦しないとだよ那な岐ぎちゃん！」

「ふぅむ。病み上がりの門もん次じ郎ろう先輩が私たち相手にどこまで立ち回れるか、というのを試すわけだね」

　その言葉だけ聞いていれば普通に勝負事をしそうなのだが、いかんせん識の言葉を発端としているだけに、内容はいやらしいものである。

　本来は苦手だろうに、久く宝ほうも人に乗っかる時くらいは平気なんだな。

「ん、こほん。ええと……それでは、報告をお願いしますね」

　椎しい名な町まち先輩が赤い顔でなんとか仕切って、俺は頷うなずいて語り始める。

　今回の事件は、姉妹の身に起きた不幸な事故と──。

　そして、一人のロードが関かかわっていた、ということを。







　先輩たちへの報告を終えて、俺は一人中庭に佇たたずんでいた。空を見上げると透き通るような青空が広がっている。台風が過ぎて二日目なわけだが、今日もすっかり快晴のようだ。そよ風が頬ほおを撫なでるのを感じながら、暑くなりそうだなあ、としみじみ思う。

「お疲れ様でした」

　識しきが二つ折りアイスの片割れを差し出してきた。

「おう、サンキュー」

　受け取って、水色のアイスを口に含むだけで、たまっていた熱が少しだけ和らぐような気がする。

　ミーンミーンミーン、シュワシュワシュワ……。













　中庭の木々にセミがとまっているのだろう。彼らの大合唱がとても賑にぎやかだった。

　全く、感傷に浸らせてくれる気配はない。

　それもなんだか、あの朝あさ顔がおの性格っぽくて、ついつい笑ってしまう。

「あの姉妹の、姉と妹が交換されていました。朝が夜になったとか」

「ああ、そうだ。姉だった方が人形ということで、後から作られたから妹ということになったらしい。名前は夜よる顔がおって言うんだ」

「はい。ピッタリな名称に……最初から決定していたのではないかとすら思いました」

　識しきにも好評だったようで、安心する。夜顔の名前は、どうやらスッと浸透しそうだな。

「……それにしても、本日も猛暑ですね……」

　識は髪が多いから、いかにも暑そうだった。

　こいつが熱射病になる前に、さっさと中に入るかな、なんて思う。

「中に入ろうか」

「はい。貴方あなたにお礼や諸もろ々もろを告げたら」

　識はそう言うと、真まっ直すぐに俺を見上げた。その青い目はあくまで透き通っていて、とても綺き麗れいだ。こうして見ていれば、その顔立ちは幻想的なまでに美しい少女である。

　言動さえ気を付けていれば、もっとそれが際立つだろうに。

「この度は。自分の従姉妹いとこの引き起こした事件を解決して下さり、誠にありがとう御座います。この八や殿との識、心よりのお礼を申し上げます」

　ぺこ、とそのまま頭を下げると、バサッと髪の毛がその頭全部を覆った。

「ああ──まあ、うん。識も一緒に解決してくれたし。それに、友達を助ける為ためだったんだから、別にそういう畏かしこまったことは必要ないだろう」

「……友達」

　識は再び顔を上げて、僅わずかに顔を傾ける。

「門もん次じ郎ろうにとって。一日遭遇しただけの人物さえ友人となるのですか」

「あー、それに関しては、向こうが友好的だったらって条件になるなあ。話しかけたら話をしてくれるなら、俺は友達だと思うけど……」

　我ながら友達のハードルが低いような気はする。

　だが、こうでもしないと、クラスメイトに親しい友人がいないことになってしまう。

「そうですか。会話をすれば友人……」

　識は何事か考え込むように斜め下を見て、それから再び俺を見上げた。

「門次郎にとって自分は何でしょうか」

「識が？」

「はい。友人以上、いえ。友人より上を望みます」

　以上だと友人が含まれるから、友人よりも上がいいという意味なのは把握した。

　それはつまり、会話するだけの仲じゃない方がいいということなんだろうけれど。

　しかし、友人関係にそういうランキングというものはあるのだろうか。

　親友とか、仲間とかだろうか？　識しきをそういったカテゴリーに当てはめるのは難しいな。

「こう、識は俺にとって識というカテゴリーな気がする。友達とか、親友とか、仲間とか、そういうのじゃなくて。いや、そりゃあ先輩のナイツである仲間なんだけど。それとは別に、識単体として俺の中では特別な位置というかだな……」

　どう言えばいいのか解わからず、顎あごに手を当てながら木々の方を見て考え込む。

　なんだろう。恋人とか？　いやいや、そういうのとはまた方向性が違うのも確かだ。

　妹に『ラブなのですか』とか言われたが、好きという意味でなら合っているけれど。

「だから、識は識としていつまでも俺と一緒にいて欲しい」

　と言ってしまってから、これは違う意味に聞こえないか？　と慌てて見てみると。

「………………」

　物もの凄すごく珍しい顔をした識がいた。具体的に言うと、頬ほおが上気し、青の目も金の目もつやつやと潤んでいて、唇が半開きで、眉まゆが下がっていて。

　つまり、どういう顔をしていいか解らない、そんな表情の彼女だった。

「ど、どうした、識」

「い、いえ。まさか……」

　俺が慌てて視線を逸そらすと、識も慌てて俯うつむく。

「まさかプロポーズを受けるとは」

　思っていた以上の受け止められ方をしていた！

「いや、ち、違うぞ！」

「……はい。承知しています」

　慌てて否定してみたが、どうやら今のは識の冗談だったらしい。ホッと胸を撫なで下ろして改めて見てみる。その耳はまだ赤いままで、顔は俺の方を見ていない。

　──そういえば、識が俺のことを先輩に紹介してくれたというのを聞いたことがある。

　不死身の力を与え、椎しい名な町まち先輩を守るナイツとして相応ふさわしい、と。

　俺が転入してきた時から既にチェックしていたとも言っていたが。

　どうして識は、俺のことを最初から知っていたのだろう？

「なあ、識……」

　そのことを尋ねようと思ったら。

「──そろそろ……自分は溶解します。溶解異能さとりゃ、とかになります」

「いやいや、どんな異能だそれっ」

　妖よう魔ま異い能のうじゃなくて妖よう怪かいになるのか。そして溶けるんだな。遠回しな駄だ洒じや落れだな。

　いきなりフラフラになって倒れそうになっていた識を慌てて支え、俺はクーラーの効いた涼しい屋内に連れて行く。アイスを食べていたとはいえ、直射日光を浴び続けるのは危ない。特に識しきは色素が薄いので、気を遣わなければならなかった。ちょっと反省である。

「ふひー……彼岸を観光するところでした……」

「リビングで休むか」

「はい……」

　フラフラな体に肩を貸す……よりは運んだ方が早いか。

　そう思い、うずくまる識の体をひょい、と両手に抱きかかえる。

「……おお……つまり。門もん次じ郎ろうは自分を姫君と認識している、と……よきにはからえ」

「それだけ言えるなら大丈夫かもしれないけど、もう少し我慢してくれよ」

「……はい」

　この廊下で、物もの凄すごい強さを見せた少女が、今は太陽の光にやられてヘロヘロになってしまっている。それがアンバランスで。本当に目が離せない不思議なヤツだなあ、と思う。

「ふぅ……」

　そして悩ましげな吐息が頬ほおをかすめると、やっぱりどこか、懐かしい香りがした。

　と、その時。

　頭の中に、不意にイメージが訪れる。




　過酷な訓練をし続けたせいで、炎天下の中倒れる俺。

　倒れた俺を抱き起こす、母さんの姿。

　そして。

　そんな俺たちを見守っている──漆黒の長い髪を持つ女性──。




「っ!?」

　俺は今思い出した光景に、冷や汗が流れるのを感じた。匂においというものは、過去の記憶を呼び起こすとされている。つまり、識から感じるこの香りが──俺の過去を呼び起こしたということか？　だとすれば、どうして母さんが。

　そして。

　どうして、朝顔の記憶の中で見たロードが。

「……識？」

「すーっ……すー……むにゃ……」

　タイミングよく、完全に熟睡してしまっていた。さっき具合が悪いのも見てしまったせいで、このまま起こすのは忍びない。しかし……そういえば、識は何な故ぜか母さんの言葉を知っていた。──俺すら知らない、カルヴァリオの限定使用の言葉も知っていた。

　こいつは、一体何者で。どうして、そんなことを知っているのだろう？

「ったく。怪しい女っぽくするなら、こんな無防備な寝顔を見せないでくれよな」

　識しきは、俺の腕の中ですっかり安心しきったかのように眠っている。

　あまりにも無防備で、あまりにも信頼されきっている。

　だったら俺だって、無防備に信頼するしかないじゃないか。こいつが何を抱えていて、何を隠していようと。何があっても、識を全部信じる、と。

「とはいえ、起きてても、色々教えてくれるわけじゃないんだろうなあ……」

　上う手まいことけむにまかれる自分を想像して、溜ため息いきを吐つく。




　どうして識が母さんの言葉を知っていたか。

　どうしてカルヴァリオの限定使用なんてことが出来たのか。

　そして、どうして記憶の中に──あの黒く長い髪のロードがいたのか。




　解わからないことがいきなり増えてしまったけれど。

　俺はとりあえず識の体をリビングにゆっくりと運ぶ。

「……門もん次じ郎ろう……」

「ん？　起きたか識」

「睡眠してませんし……」

　なんでそんな所で意地を張るのか解らないが、まだうとうとしているようだから……色々尋ねるのはしないでおくとしよう。

　ふと中庭を見てみると、そこには綺き麗れいな朝あさ顔がおの花がたくさん咲いているのが見えた。

　それはまるで、あの闇やみの中から朝顔が『頑張りなさい！』と励ましてくれているみたいに感じられて、よしっと一度強く頷うなずく。

「朝顔ですね」

「ああ、そうだな」

「花言葉は、大量にありますが……自分が好意的に思うのはひとつです」

「ほう？」

　花言葉なんて、また乙女ちっくなものを、と思う。

　識もやっぱり、ちゃんとそういうのが好きな一人の女の子なのかもしれない。

「それは『愛情の絆きずな』です」

　それは──本当に。あの、朝顔にピッタリの言葉で。

「そっか……それはいい言葉、だな」

「はい」

　またいつか。必ず朝顔に会って、あの暗くら闇やみから助け出そう。

　そして、あの中庭の朝顔みたいな笑顔を、今度は太陽の下で見せて貰もらおう。




　俺はそう──胸に、誓ったのだった。





あとがき







　はじめまして、もしくはお久しぶりです、サイトウケンジです。はじめましての方は出来れば一巻を読んでいただけたらと思いますので宜よろしくお願いします。

　さて。『椎名町先輩の安全日』第二巻『椎名町先輩の危険日』をお届けしまたが、いかがだったでしょうか。まだ読んでないよ、あとがきからだよ、という方の為ためにざっくり説明しますと、門もん次じ郎ろうが陸の孤島になった別荘で双子の女の子に振り回されながら識しきとイチャイチャフラグを立てまくるお話です。何やら怪しい人物や謎なぞが……というのも見えてくるわけですが、この巻だけでもちゃんとお話として読めますので安心して下さいませ。

　読んで下さった方はお分かりかと思いますが、先輩のサービス成分少なめ、識のサービス成分多めの調整になっています。表紙に偽りなし！　だといいのですが、いかがだったでしょうか。是非「もっといやらしくして欲しい」とか「べ、別にそういうのは求めてねーし！」などの感想をお待ちしております。

　今回はミステリー要素よりもどちらかと言えば恋愛要素に比重を割り振ってみました。当初、初期段階プロットではガチでトリックの数々！　というのを考えに考えていたのですが、やりたいことがあり過ぎて急きゆう遽きよ予定変更となりました。

　不思議な形の館やかたがあって、そこには双子がいて、夜は台風に見まわれ、ついでに怪しげな伝説があって……みたいにギミック盛りだくさんの形でかなり書いていたのですが、なんとなーく「いや待てよ。可愛かわいい女の子に門もん次じ郎ろうが振り回される話の方が楽しいかもしれない」と思い直してこのような形になりました。

　既にかなり書き進めてあり、しかも締め切りがかなり危険であるのに「すみません、恋愛イチャイチャ要素を増やしたいので書き直していいですか？」と相談するのにもちょっぴり勇気がいりました。しかも、今回からは新しい担当編集さん。ハラハラしながらのメールでしたが「やっぱり恋愛ものの方がいいですよ！」と快く仰おつしやってくれたので、安心して進められました。締め切りがヤバイ中での編集さんの英断、本当に感謝です。

　せっかく今回の舞台である『八はち方ほう館かん』の見取り図イメージみたいなものを描かいて提出したりもしたので、あとがきのお尻しりにでも付けていただけるように頼んでおきます。

　また、執筆に難航している際に表紙のイラストを見せていただき、やはりこちらも急きゆう遽きよ「こいつは識しきをがっつりヒロインにせねばなるまい。確か、編集長さまも識のことを『識たん』と呼ぶほどお気に入りだったはずだし！」と考えました。

　イラスト担当のＣＡＲＮＥＬＩＡＮ先生の描く女の子は本当に魅力満載なので、こうして素敵な衝撃を受けると、予定を変更してでも出番を増やしたくなりますね。素晴らしい。今回も素敵過ぎるイラストの数々に、震えが止まりません。本当に感謝です。今回のヒロインと言っても過言ではない朝あさ顔がおと夕ゆう顔がおの両名は正にイメージぴったりでした。無類の双子キャラ好きとしては、もうたまらない感じです。

　それにしても前回が『安全日』で今回が『危険日』。こうなると次回がもし許されるならば『椎名町先輩の何日』にしようか悩みどころです。読んで下さった皆さんも呟つぶやいたり日記にしたりなどでこっそり予想したりしてくれると、作者が見つけてニヤニヤします。

　それでは最後に感謝を。元担当編集さんだったＮさん、本当にありがとうございました。新しい部署でも大活躍をお祈りしています。また、新しい編集さんの、これまたＮさん。これからも何かとご迷惑かけるかもしれませんが、一緒に楽しい作品作りが出来たら嬉うれしいです。イラスト担当のＣＡＲＮＥＬＩＡＮ先生も、毎回ステキ過ぎてニヤニヤが止まりません。本当にありがとうございます。

　色々とチェックしてくれたり、お酒を呑のみながら話に付き合ってくれたり、一緒に夜遊びしてくれる友人たち。これからもガンガン遊びまくりましょう。

　そして何より、僕の作品を手にとって読んで下さった読者様。本当にありがとうございます。読んだ後、皆さんの心に何かが残ったら嬉しいな、と思いつつ。また是非是非、宜よろしくお願いしますね。





南の海に思いを馳はせながら。サイトウケンジ
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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